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令和３年第５回高山村議会 
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会 期 月 日 曜日 開 議 時 間 摘       要 備    考 

第１日 12月２日 木 午前10時 

本会議（開会） 

・会議録署名議員の指名 

・会期の決定 

・諸般の報告 

・議案上程 

・説明 

・質疑 

・討論 

・委員会付託 

・採決 

・全員協議会 

・議会報編集 

 特別委員会 
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第４日   ５日 日   〃  

第５日   ６日 月   〃  

第６日   ７日 火 午前10時 本会議（一般質問）  

第７日   ８日 水 

午前10時 本会議（一般質問）  

午後１時 総務文教常任委員会 

午後３時 民生産建常任委員会 

第８日   ９日 木  休会（議案調査）  

第９日   10日 金 午後１時30分 
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・委員長報告 

・質疑 

・討論 

・採決 

・全員協議会 

・議会報編集 
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令和３年第５回高山村議会12月定例会会議録（第１号） 

 

令和３年12月２日（木曜日） 

                                  

高山村告示第58号 

 令和３年12月２日、高山村議会12月定例会を高山村役場に招集する。 

          令和３年11月17日 

                 高山村長 内 山 信 行 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 承認第12号 専決予算の承認を求めることについて（令和３年度高山村温泉開発事業特 

           別会計補正予算（第２号）） 

日程第５ 同意第８号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて 

日程第６ 議案第48号 課及び室設置条例の全部を改正する条例 

日程第７ 議案第49号 高山村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を 

           定める条例の一部を改正する条例 

日程第８ 議案第50号 高山村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部 

           を改正する条例 

日程第９ 議案第51号 村税条例の一部を改正する条例 

日程第10 議案第52号 国民健康保険条例の一部を改正する条例 

日程第11 議案第53号 令和３年度高山村一般会計補正予算（第４号） 

日程第12 議案第54号 令和３年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第13 議案第55号 令和３年度高山村診療所特別会計補正予算（第３号） 

日程第14 議案第56号 令和３年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第15 議案第57号 令和３年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第16 松川等酸性水対策特別委員会の設置について 

日程第17 松川等酸性水対策特別委員会委員の選任について 

日程第18 雁田山採石調査特別委員会の設置について 

日程第19 雁田山採石調査特別委員会委員の選任について 

日程第20 高山村議会活性化特別委員会の設置について 
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日程第21 高山村議会活性化特別委員会委員の選任について 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 承認第12号 

５ 同意第８号 

６ 議案第48号～議案第57号 

７ 松川等酸性水対策特別委員会の設置について 

８ 松川等酸性水対策特別委員会委員の選任について 

９ 雁田山採石調査特別委員会の設置について 

10 雁田山採石調査特別委員会委員の選任について 

11 高山村議会活性化特別委員会の設置について 

12 高山村議会活性化特別委員会委員の選任について 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

７番 黒 岩 清 道 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

11番 柴 田 弘 男 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

教 育 長 山 岸 深 志  総 務 課 長 宮 本 孝 雄 

村民生活課長 宮 川 裕 明  産業振興課長 柴 田   亨 

建設水道課長 小 渕 義 彦  
会 計 管 理 者 

（ 会 計 室 長 ) 
西 原 一 美 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
山 﨑 久 志    
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──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 荒 井 孝 浩  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時02分  開 会 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいまから令和３年第５回高山村議会12月定例会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 おはようございます。 

 高山村議会12月定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は、令和３年高山村議会12月定例会を招集申し上げましたところ、議員各位におかれまして

は、師走の大変お忙しい中御参集いただき、ここに開会できますことに対しまして、厚く御礼申し

上げます。 

 また、日頃は議会活動を通じまして、村政発展のために御尽力を賜っておりますことに対しまし

て、感謝と御礼を申し上げます。 

 さて、一昨年の12月に発生した新型コロナウイルス感染症は、２年が経過した現在、第５波は減

少傾向にあり、感染状況は落ち着いておりますが、11月末頃から新たな変異株が国内でも確認され

たと報道されております。 

 したがいまして、本村においても引き続き感染防止対策の徹底と併せて、第３回目のワクチン接

種に向けて速やかに対応してまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 そのような中で、一昨日の11月30日に藤沢高山村商工会長さんから、観光業や飲食業などの村内

経済活性化に関する要望書をいただきました。この御要望に対し、村といたしましてはしっかりと

お答えするため、新型コロナウイルス感染症対策推進宣言をされている村内飲食店等の利用を村民

の皆様に推奨していくことをお約束したほか、これから年末年始を迎えますので、忘新年会や御家

族、グループでの御利用をお願いしたいと考えております。 

 さて、月日のたつのは早いもので、今年も残すところ１か月を切り、雪の便りが聞こえる季節と

なりました。 

 現在、本村では果樹のブランドでありますサンふじリンゴの収穫が終わり、高山共選所において、

連日リンゴを買い求めてこられるお客様でにぎわっております。 

 このように、ブランド化したリンゴ、ブドウを始めとして、本村で生産された農産物等を返礼品
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とするふるさと納税を平成29年から開始し、本年で５年目を迎えました。おかげさまで、このふる

さと納税に御協力いただける皆様も年々増えてきており、取組初年度となる平成29年は1,081名で

ありましたが、４年目の昨年は2,751名と約2.5倍に増え、本年は現在実施中でありますので、人数

は確認できておりませんが、10月末までに約2,000万円の御寄附をいただいており、自主財源の確

保に一定の効果があるものと思っております。 

 さて、地球温暖化と言われている中で、去る10月31日から11月13日までの間、イギリスのグラス

ゴーにおいて、第26回国連気候変動枠組条約締約国会議（ＣＯＰ26）が開催され、産業革命前から

の気温上昇を1.5度抑える努力を追求すると明記したほか、石炭火力発電の段階的な削減に向けて

努力することを初めて盛り込み、会期を１日延長した日本時間の11月14日に合意されました。目標

とするパリ協定の実現に向けて、具体的な対策などの議論がなされましたが、議論がまとまり、地

球温暖化を防止する最後の望みとなることを願うものであります。 

 さて、内閣府が11月15日発表した７月から９月期の国内総生産（ＧＤＰ）速報値、季節調整値は、

物価変動の影響を除いた実質で４から６月期比0.8％減となり、２四半期ぶりのマイナス成長とな

りました。このペースが１年続くと仮定した年率換算は3.0％減で、10から12月期は回復が見込ま

れるものの、原油の値上がりや半導体不足などが重しとなる可能性があると、このように報道され

ています。 

 したがいまして、地方におきましても引き続き厳しい行財政運営が迫られるものと思っておりま

すが、今後とも職員と共に力を合わせて、村政発展のために全力を尽くしてまいる所存であります

ので、よろしくお願い申し上げます。 

 今定例会に提案いたしました案件は、承認及び同意案件各１件と議案10件の合わせて12件でござ

います。十分御審議いただき、議決を賜りますようお願い申し上げまして、招集の御挨拶といたし

ます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、４番 梨本 進議員、５番 沖島祥介議

員及び６番 髙井央葉議員を指名します。 
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──────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から12月10日までの９日間としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は本日から12月10日までの９日間に決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 本日までに郵送された陳情は、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 それぞれの委員長から、前臨時会から今定例会までの間に行った所管事務の調査についての報告

があり、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 監査委員から、８月、９月、10月分の例月出納検査結果報告及び11月に執行した定期監査につい

ての報告があり、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 前臨時会会議後に議員の派遣を議長において別紙のとおり決定しておりますので報告します。 

 広報担当職員による写真撮影を会議規則第102条によって許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告は終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 承認第12号 

～  

日程第15 議案第57号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第４ 承認第12号 専決予算の承認を求めることについて（令和３年度高山村温泉開発事業

特別会計補正予算（第２号））から日程第15 議案第57号 令和３年度高山村下水道事業特別会計

補正予算（第１号）までの12件を一括議題とします。 
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 本案について、提案理由の説明を求めます。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 高山村議会12月定例会に提案をいたしました承認第12号から議案第57号までの12件につきまして、

一括して説明を申し上げます。 

 承認第12号 専決予算（令和３年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号））の承認を

求めることについて申し上げます。 

 この補正予算は、森林スポーツ公園の源泉ポンプが故障したことにより、早急に修繕する必要が

生じたため、施設改修工事請負費などを専決処分したもので、歳入歳出それぞれ412万5,000円を追

加し、当初予算からの累計額を5,422万2,000円としたものであります。 

 歳入では、繰入金の温泉開発事業基金繰入金に412万5,000円を追加し、歳出では、温泉給湯事業

費の給湯事業費で、施設改修工事請負費など森林スポーツ公園温泉給湯事業に412万5,000円を追加

いたしました。 

 同意第８号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて申し上げま

す。 

 本案は、固定資産評価審査委員会の委員であります山崎五十夫さんの任期が来る12月19日に満了

となりますが、引き続き固定資産評価審査委員会の委員に選任したいので、地方税法の規定に基づ

き、議会の同意をお願いするものであります。 

 議案第48号 課及び室設置条例の全部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、人口減少問題や自然災害等危機管理に迅速に対応するため、組織を再編することに伴い、

条例の全部を改正するものであります。 

 議案第49号 高山村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、国の特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等

の運営に関する基準の改正を踏まえ、特定教育・保育施設等が行う事業に係る諸記録の作成等を電

磁的記録により行うことができることとするほか、所要の改正を行う必要があるため、条例の一部

を改正するものであります。 

 議案第50号 高山村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例について申し上げます。 

 本案は、国の家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の改正を踏まえ、家庭的保育事業者

等が行う事業に係る諸記録の作成等を電磁的記録により行うことができることとするほか、所要の

改正を行う必要があるため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第51号 村税条例の一部を改正する条例について申し上げます。 
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 本案は、全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律の施

行に伴い、国民健康保険法及び地方税法の一部が改正され、少子化対策の観点から、子育て世帯の

経済的負担を軽減するため、国民健康保険に加入する世帯の未就学児を対象に、均等割保険料を令

和４年度から５割軽減するため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第52号 高山村国民健康保険条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、健康保険法施行令の一部を改正する政令が公布され、産科医療保障制度が見直されたこ

とにより、出産育児一時金の額を改定するため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第53号 令和３年度高山村一般会計補正予算（第４号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ314万7,000円を減額して、当初予算からの累計額を45億

9,595万6,000円とするものであります。 

 歳出補正の主なものは、議会費では、職員の人事異動等に伴う人件費で400万6,000円減額、総務

費の総務管理費で、ふるさと創生基金積立金や、ふるさと景観育成寄附金に対する返礼品調達費用、

組織再編に伴う庁舎ネットワーク配線等に係る修繕費を追加する一方、職員の人事異動等に伴い人

件費を減額するなど、218万3,000円減額、選挙費で、村議会議員一般選挙や参議院長野県選出議員

補欠選挙執行経費の確定に伴い529万7,000円減額、民生費の社会福祉費で、新型コロナウイルス感

染症の影響を受けている子育て世帯を支援するための子育て世帯への臨時特別給付金や、原油価格

の高騰に対して低所得者世帯を支援する低所得者等原油価格高騰対策給付費を計上するなど、

4,886万2,000円追加、児童福祉費で、職員の人事異動等に伴い人件費を追加するなど290万7,000円

追加、衛生費の保健衛生費で、３回目の新型コロナワクチン接種に係る必要経費を計上する一方、

職員の人事異動に伴い人件費を減額するなど629万9,000円減額、清掃費で、県営中山間総合整備事

業による地力増進施設整備工事の工程が変更されたことに伴い、本年度予定していたクリーンセン

ターのストックヤード建設工事を次年度以降に施工することとしたことから、施設整備工事請負費

など1,080万5,000円減額、農林水産業費の農業費で、中山間地域等直接支払事業集落交付金を追加

する一方、職員の人事異動等に伴い人件費を減額するなど470万円減額、商工費では、灯油価格の

高騰に伴い、蕨温泉ふれあいの湯や山田温泉大湯の燃料費などを追加する一方、新型コロナウイル

ス感染症感染拡大防止のため中止したイベント経費や職員の人事異動等に伴い人件費を減額するな

ど680万7,000円減額、土木費の住宅費で、空き家活用推進事業助成金など100万円追加、消防費で

は、消防団員退職報償費など626万円減額、教育費の教育総務費で、小学校及び中学校で語学指導

を行うＡＬＴの契約期間満了に伴い報酬や帰国費用を精査するなど391万9,000円減額、中学校費で、

灯油価格の高騰に伴い燃料費を追加するなど108万7,000円追加、社会教育費で、新型コロナウイル

ス感染症拡大防止のため、生涯学習推進事業や一茶ゆかりの里企画展などを縮小したほか、職員の

人事異動に伴い人件費を減額するなど340万円減額、給食施設費で、職員の人事異動等に伴う人件

費499万2,000円を減額し、歳入の主なものは、地方交付税の普通交付税で404万4,000円追加、国庫
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支出金の国庫負担金で、新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金など332万3,000円追加、

国庫補助金で、疾病予防対策事業費等補助金など206万7,000円追加、県支出金の県負担金で、保険

基盤安定負担金など107万2,000円追加、委託金で、参議院議員選挙費委託金など476万3,000円減額、

寄附金で、ふるさと納税寄附金500万円追加、繰入金で、ふるさと創生基金繰入金500万円追加、諸

収入の雑入で、入山管理協力金を追加する一方、消防団員退職報償金収入を減額するなど、511万

4,000円減額、村債で、一般廃棄物処理事業債など1,420万円を減額いたしました。 

 議案第54号 令和３年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ2,804万1,000円を追加し、当初予算からの累計額を９億

1,313万円とするものであります。 

 歳出補正の主なものは、国民健康保険事業費納付金の医療給付費分で、一般被保険者医療給付費

納付金765万5,000円減額、後期高齢者支援金等分で、一般被保険者後期高齢者支援金納付金131万

8,000円追加、介護納付金で、介護納付金154万8,000円追加、諸支出金の償還金及び還付加算金で、

過年度において過大交付された保険給付費等交付金を返還するため、保険給付費等交付金償還金に

610万8,000円を追加し、歳入では、繰入金の他会計繰入金で保険基盤安定繰入金145万6,000円追加、

令和２年度決算の確定に伴い、繰越金2,086万5,000円追加、諸収入の雑入で、過年度において過大

納付した保険給付費が還付されることに伴い、雑収入に572万円を追加し、歳入超過となる2,586万

2,000円を予備費に追加して、収支均衡予算といたしました。 

 議案第55号 令和３年度高山村診療所特別会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ549万円を追加し、当初予算からの累計額を8,386万6,000円

とするものであります。 

 歳出補正は、総務費の施設管理費で、職員の人件費に不足が生じることに伴い６万9,000円を追

加し、歳入では、繰入金の一般会計からの繰入金449万円追加、国庫支出金の国庫補助金で、新型

コロナウイルス感染症感染拡大防止・医療提供体制確保支援補助金に100万円を計上し、歳入超過

となる542万1,000円を予備費に追加して、収支均衡予算といたしました。 

 議案第56号 令和３年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ1,571万9,000円を追加し、当初予算からの累計額を6,994万

1,000円とするものであります。 

 歳出補正は、温泉給湯事業費の給湯事業費で、森林スポーツ公園温泉給湯事業において、源泉ポ

ンプ購入費を追加したほか、山田温泉給湯事業において、引湯管が修繕工事により復旧したことに

伴い、布設替え工事のための設計委託料を減額する一方、施設整備基金積立金を追加するなど

1,571万9,000円を追加し、歳入では、繰入金の基金繰入金で、温泉開発事業基金繰入金1,571万

9,000円を追加いたしました。 

 議案第57号 令和３年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第１号）について申し上げます。 
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 この補正予算は、歳入歳出それぞれ294万7,000円を追加し、当初予算からの累計額を２億5,867

万3,000円とするものであります。 

 歳出補正は、下水道費の総務管理費で、流域関連高山処理区維持管理事業において、消費税など

233万8,000円追加、下水道建設費で、職員の人件費に不足が生じることに伴い、19万円を追加し、

歳入では、令和２年度決算の確定に伴い、繰越金294万7,000円を追加し、歳入超過となる41万

9,000円を予備費に追加して、収支均衡予算といたしました。 

 以上、一括して申し上げましたが、十分に御審議をいただき、議決を賜りますようお願い申し上

げ、提案理由の説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 

午前10時34分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時38分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから承認第12号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第12号 専決予算の承認を求めることについて（令和３年度高山村温泉開発事業特

別会計補正予算（第２号））を採決します。 

 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は承認することに決定しました。 

 これから同意８号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案について討論を省略し採決したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第８号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについてを討論を省

略し採決することに決定しました。 

 これから同意第８号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについてを

採決します。 

 本案はこれに同意することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は同意することに決定をしました。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第48号から議案第52号については、お手元に配りました議案

付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第48号から議案第52号については、議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託することに

決定しました。 

議 案 付 託 表 

議               案 付 託 委 員 会 



－11－ 

議案第48号 課及び室設置条例の全部を改正する条例 

議案第49号 高山村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に 

      関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

議案第50号 高山村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め 

      る条例の一部を改正する条例 

総 務 文 教 

常 任 委 員 会 

議案第51号 村税条例の一部を改正する条例 

議案第52号 国民健康保険条例の一部を改正する条例 

民 生 産 建 

常 任 委 員 会 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 ただいま所管の常任委員会に付託しました議案第48号から議案第52号については、会議規則第45

条第１項の規定によって、12月８日までに審査を終了するよう期限をつけることにしたいと思いま

す。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第48号から議案第52号については、12月８日までに審査を終了するよう期限をつけることに

決定しました。 

 お諮りします。 

 議案第53号から議案第57号までの５件については、後日審議にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第53号から議案第57号までの５件については、後日審議することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第16 松川等酸性水対策特別委員会の設置について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第16 松川等酸性水対策特別委員会の設置についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本件については、松川等の水質改善事業の一層の推進を図るため、11人の委員をもって構成する

松川等酸性水対策特別委員会を設置し、これに付託の上、調査及び審査することにしたいと思いま
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す。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 本件については、11人の委員をもって構成する松川等酸性水対策特別委員会を設置することに決

定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第17 松川等酸性水対策特別委員会委員の選任について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第17 松川等酸性水対策特別委員会の委員の選任についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 松川等酸性水対策特別委員会の委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定によって、

お手元に配りました名簿のとおり指名したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

「松川等酸性水対策特別委員会」構成名簿 

職     名 氏     名 

委     員 久保田 雄 吉 

〃 勝 山 正 弘 

〃 滝 澤   聖 

〃 梨 本   進 

〃 沖 島 祥 介 

〃 髙 井 央 葉 

〃 黒 岩 清 道 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 松 本   茂 

〃 山 嵜 秀 治 

〃 柴 田 弘 男 

 松川等酸性水対策特別委員会の委員は、お手元に配りました名簿のとおり選任することに決定し
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ました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第18 雁田山採石調査特別委員会の設置について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第18 雁田山採石調査特別委員会の設置についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本件については、雁田山の採石事業の安全な運営と緑化の推進を図るため、11人の委員をもって

構成する雁田山採石調査特別委員会を設置し、これに付託の上、調査及び審査をすることにしたい

と思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 本件については、11人の委員をもって構成する雁田山採石調査特別委員会を設置することに決定

しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第19 雁田山採石調査特別委員会委員の選任について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第19 雁田山採石調査特別委員会の委員の選任についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 雁田山採石調査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定によって、

お手元に配りました名簿のとおり指名したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

「雁田山採石調査特別委員会」構成名簿 

職     名 氏     名 

委     員 久保田 雄 吉 

〃 勝 山 正 弘 

〃 滝 澤   聖 
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〃 梨 本   進 

〃 沖 島 祥 介 

〃 髙 井 央 葉 

〃 黒 岩 清 道 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 松 本   茂 

〃 山 嵜 秀 治 

〃 柴 田 弘 男 

 雁田山採石調査特別委員会の委員は、お手元に配りました名簿のとおり選任することに決定しま

した。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第20 高山村議会活性化特別委員会の設置について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第20 高山村議会活性化特別委員会の設置についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本件については、平成25年、平成29年に行われた村議会議員選挙において、無投票選挙、さらに

欠員となったことから、正常な選挙と議会の活性化を図るために設置され、これまで協議してきま

したが、さらに検討が必要なため、11人の委員をもって構成する高山村議会活性化特別委員会を設

置し、これに付託の上、調査及び審査をすることにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 本件については、11人の委員をもって構成する高山村議会活性化特別委員会を設置することに決

定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第21 高山村議会活性化特別委員会委員の選任について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第21 高山村議会活性化特別委員会の委員の選任についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 議会活性化特別委員会の委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定によって、お手
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元に配りました名簿のとおり指名したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

「高山村議会活性化特別委員会」構成名簿 

職     名 氏     名 

委     員 久保田 雄 吉 

〃 勝 山 正 弘 

〃 滝 澤   聖 

〃 梨 本   進 

〃 沖 島 祥 介 

〃 髙 井 央 葉 

〃 黒 岩 清 道 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 松 本   茂 

〃 山 嵜 秀 治 

〃 柴 田 弘 男 

 議会活性化特別委員会の委員は、お手元に配りました名簿のとおり選任することに決定しました。 

 松川等酸性水対策特別委員会委員、雁田山採石調査特別委員会委員及び高山村議会活性化特別委

員会委員を選任しましたので、委員会条例第７条の規定により、それぞれの委員会の委員長及び副

委員長の互選を本日会議終了後、本議場で行ってください。 

 互選に関する職務は、年長委員、久保田雄吉議員とします。 

 なお、委員会終了次第、委員長及び副委員長の互選の結果を報告願います。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 明日３日から６日までは休会とします。 

 来る７日は午前10時から本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会します。 

 お疲れさまでした。 

午前10時48分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和３年12月２日 
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                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  梨 本   進 

 

                 署 名 議 員  沖 島 祥 介 

 

                 署 名 議 員  髙 井 央 葉 
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午前10時00分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 松川等酸性水対策特別委員会、雁田山採石調査特別委員会及び高山村議会活性化特別委員会のそ

れぞれの委員長から、委員長及び副委員長の互選の結果について報告があり、別紙のとおり構成名

簿をお手元に配りましたので報告します。 

 コロナウイルス感染症対策のため、質問席、答弁席にアクリル板を設置しておりますが、原則、

マスクを着用して発言してください。 

 また、１時間を目安に、換気及び質問席、答弁席の消毒のため休憩を取り、議事進行したいと思

います。 

 テレビ中継のほかに、質問者のカメラ撮影を許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 おはようございます。 

 通告に従いまして、子ども医療費のレセプト代について質問します。 
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 現在、本村では、高校生までの子どもの医療費は無料となっています。子ども医療費の無料化の

対象範囲は、平成18年に小学３年生まで、平成19年に小学６年生まで、平成21年に中学３年生まで、

平成23年に高校３年生までと拡大してきました。 

 ところで、平成15年に受益と負担の関係を明確にし、共に支え合う一員であることを受益者に自

覚していただくために適当であると、１レセプト300円の請求手数料が発生しました。そして、子

ども医療費の無料化の範囲が拡大されるときと併せ、平成23年から500円に引き上げられ、現在に

至っています。 

 そこで、県内にはレセプト代が無料化に進んでいる自治体がありますが、近隣でも１レセプト

300円を継続している自治体もあります。本村は、県に準じているということですが、法令にある

わけではありません。県と市町村で設置した福祉医療制度の在り方検討委員会では、共に支え合う

一員であることを受益者に自覚していただくためという大変曖昧な表現で、私としてはあまりふさ

わしい言葉とは思えません。 

 少し前の情報ですが、レセプト代を無料化にしている自治体へのアンケートがあります。受診し

やすくなったため、軽症で受診すれば重症化が抑えられる、また、子育て世帯への経済的な支援と

なっている、また、住民からも窓口無料化のため助かっていると、子育て中の母親からの意見など

が挙がっています。私もそのとおりと思います。 

 歴代の自民党政権は、都道府県や市町村が窓口負担を独自に減免すれば、通常より受診が増えて、

不必要な給付が増加するといって、子どもの医療費の窓口無料化さえ自治体をけん制しましたが、

世論の批判を浴びました。私は、せっかく本人負担が無料となるのに、500円のみ徴収するという

のはあまりにも寂しいのではないかと、村として手数料無料にすることを、壁となるものはなんで

しょうか。私は、子ども医療費の１レセプト500円の手数料の廃止を求めます。答弁をお願いしま

す。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢副村長。 

○副村長（藤沢敏和） 

 おはようございます。 

 今定例会は、議員改選後初の一般質問ということでありますが、よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、通告に従って、子ども医療費のレセプト代についてお答え申し上げます。 

 村では、令和２年３月に策定いたしました高山村総合戦略において、４項目からなる基本目標の

一つに「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」という目標に向かって、現在、子育て

しやすい環境の充実と、子育て世帯への経済的支援の充実に努めているところであります。 

 そこで、子ども医療費の窓口完全無料化についてのお尋ねでございますが、これまで村では、子

育て世帯への経済的支援の一つとして、18歳までの子どもさんを対象に、かかった医療費の自己負
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担分のうち１レセプト当たり500円を受給者の皆さんにご負担いただき、残りの自己負担分を全額

支援しているところであります。 

 この１レセプト当たり500円の受給者負担金の考え方でございますが、先ほど議員もおっしゃら

れておりましたが、遡ること平成13年に、県と市町村が共同設置した福祉医療制度の在り方検討委

員会において、医療関係者や学識経験者等の意見を踏まえた上で、医療機関等を受診した皆様に、

福祉サービスの受益と負担の関係を明確にし、共に制度を支え合う一員であることを自覚していた

だくため、医療費の一部を負担することが適当であるとした提言がなされたことにより、この提言

に沿って、県では平成15年から受給者の負担として無理のない額を設定するという観点から、１レ

セプト当たり300円を受給者負担としたことにより、本村でも県の制度と同様の扱いとさせていた

だいたところであります。 

 その後、平成20年に県では、長野県福祉医療費給付事業検討会から、医療給付費の増大に対し、

税収入の伸びが追いつかないことなどから、引き続き、この制度を持続可能なものとしていくため

に、受給者負担額を引き上げることが適当であるという提言を受けまして、翌21年に県では受給者

負担額を１レセプト当たり500円に引き上げたことから、本村におきましても、県の制度に合わせ

て500円としたものであります。 

 このような経過の中で、本年８月末時点において、受給者負担金を維持することとしている自治

体は、県下77市町村のうち本村を含む86％に当たる66市町村が県の制度に準じており、残りの11町

村は受給者負担金を徴収しておりません。 

 しかしながら、この福祉医療制度は、受給者の皆様に御理解をいただく中で、これまで受給対象

範囲を拡大しながら制度を充実させてきたものであり、県、市町村、受給者の３者で共に支え合う

という制度の趣旨が今も定着しているものと考えております。 

 したがいまして、村といたしましては、引き続き受給負担額を現行どおり500円御負担いただく

中で、制度を持続可能なものとして維持してまいりますとともに、今後もなお一層総合的な観点か

ら、実効性のある子育て支援の充実に努めてまいたいと考えておりますので、よろしくお願い申し

上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 再質問します。 

 ただいまの答弁でもありましたように、無料化に進んでいる市町村が11あるというふうに今あり

ました。高山村もぜひお願いしたいと思うんですが、令和３年度の18歳まで、現在ですね、18歳ま

での村民は922人というふうに聞きました。私は、近年、ここ数年ですが、子どもさんの誕生が大

変少ないというふうにも気になっております。そこで、これからの18歳までのお子さんの数、これ
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はこれからしばらくどんどん減っていくんではないかというふうにも思います。したがいまして、

病気にかかられる件数、これも減っていくんではないかというふうに思っております。先ほどのア

ンケートでもありましたように、病院にかかりやすくなるという声もありますし、ぜひ、私として

は、完全無料化ということをお願いしたいというふうに思います。 

 昨年の本村の医療機関にかかられた方、およそ7,000件というふうにしました。そうすると、お

よそ500円の7,000件で350万円ぐらいというふうに、この予算が必要になるというふうに思ってい

ます。ですので、本村のこの予算規模からいきますと、何とか確保できるんではないかというふう

にも、私としては思えるわけですが、改めて来年度予算の上で、１レセプト500円の廃止というよ

うのを改めて求めたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢副村長。 

○副村長（藤沢敏和） 

 それでは、再質問にお答え申し上げたいと思います。 

 先ほども答弁をさせていただきましたが、子育て施策というは村にとって最重要課題の一つであ

ると思っております。そんなことから、これまで村では医療費のみならず、保育料の無償化あるい

は学校における給食費の軽減、そしてまた子育て支援センターの施設の充実など、総合的な観点か

ら子育て施策を行ってきております。そうした中で、今、村では限られた財源の中で何を優先課題

にしていくのか、また、村にとって今何が一番必要なのかと、そんなことを考えますと、やはり子

育て施策は医療費のみならず、医療制度のみならず、ときには保護者の皆さんの声もお聞きしなが

ら、総合的にやはり検討していくべきではないかなと、そんなふうに考えております。 

 したがって、先ほど全額無料にした場合に影響額というお話もございましたが、村としては、や

はりこういった施策は総合的に推進すべきであろうというふうに思っておりますので、受給者の皆

さんには御負担大変かと思いますけれども、まず、ぜひ制度を御理解いただく中で、引き続き500

円の受給者負担金をいただきながら、この制度を維持してまいりたいというふうに考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 ぜひ、総合的な観点でということでなりますと、様々な点も含めてということになるんでしょう

が、改めて村長の決断も次期予算化する中では求めたいというふうに思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 通学路の交通対策について質問します。 

 11月19日付の信毎で、今年の６月28日に起きました千葉県八街市での下校小学生が飲酒運転のト
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ラックにはねられ死傷した事件事故を受け、長野県が緊急点検した記事がありました。県全体では

2,249か所、本村の通学路の危険箇所は25でした。近隣の町村との比較では多い数字でありました

けれども、どこが違うのか、また、本村の25か所の内訳と今後の改修計画を御報告いただければと

いうふうに思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（山﨑久志） 

 通学路の交通対策についてお答えいたします。 

 通学路につきましては、学校保健安全法第27条に基づき「児童生徒等の安全の確保を図るため、

通学を含めた学校生活、その他の日常生活における安全に関する指導事項について計画を策定し、

これを実施しなければならない」と規定しており、毎年、学校において通学路を含めた教育計画を

策定し、村教育委員会に提出していただいております。 

 このうち、通学路の交通対策につきましては、文部科学省が作成した学校の危機管理マニュアル

作成手引の中で、交通事故の被害者・加害者にならないための事前の対策が示されております。そ

の主なものとしましては、ヒヤリとしたり、ハッとしたことなど、重大な災害や事故に直結する一

歩手前の出来事を含めた児童生徒等の実態、いわゆるヒヤリハットを把握することや、定期的に通

学路を点検しながら交通事故に結びつく環境条件を特定し除去していく取組、学校における発達の

段階に応じた児童生徒への指導、そして、交通ルールを守り、止まる、見る、確かめるなど、自分

の力で自分を守る行動を適切に実行することができるよう、効果的な交通安全教育が示されており

ます。 

 特に、通学路の点検におきましては、児童生徒の安全を第一に、交通安全、防犯、防災の３つの

視点から安全を確認することが必要であると言われております。このため、村といたしましては、

これらの視点を重点に、毎年、小中学校ＰＴＡの皆さんから、危険箇所の改善に関する要望事項に

対して、高山村通学路安全推進協議会など、関係団体、関係機関の皆さんと、道路環境の整備や交

通量などの状況等を検証するとともに、保護者や地域の皆さんと協議しながら、通学路の安全確保

に努めているところであります。 

 そこで、本年６月に千葉県八街市において、下校途中の児童５名が死傷する大変痛ましい交通事

故を受けて、国では、都道府県等に、市町村立小学校の通学路における合同点検の実施について通

達し、長野県では、知事を本部長とする長野県交通安全推進本部が中心となって、通学路における

安全確保のための合同点検を実施することといたしました。 

 これを受けて、県教育委員会では、市町村教育委員会に同様の点検の実施と結果の報告を依頼し、

村教育委員会おいて報告した結果が、去る11月19日付の新聞報道において公表され、市町村別の対

策が必要な通学路の個所数は、県全体では2,240か所、そのうち本村では25か所と報じられたとこ
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ろであります。 

 そこで、まず初めに、危険個所の内容についてでありますが、県へ回答した25か所の内訳は、道

路環境整備が必要な箇所として歩道整備や路面標示の設置など、県や村の道路管理者に対する要望

が15か所、横断歩道や信号機の設置など、警察が窓口となる要望は４か所、さらに、学校または教

育委員会等が行う交通安全啓発活動や、地域との連携による安全教育に関する要望は２か所、防犯

対策が１か所、水路やため池等の安全確保の要望は３か所で、合わせて25か所となっております。 

 次に、今後の危険個所解消の取組についてでありますが、要望事項の内容の中で、支障木の伐採

など今年度実施できるものについては既に対応させていただいておりますが、道路改良や横断歩道、

信号機の設置などにつきましては、設置の可否等も含め関係機関で検討していただき、対応できる

ものにつきましては、次年度以降、解消に向けて計画的に取り組んでまいりたいと考えております。 

 なお、要望された25か所の取組内容につきましては、今後、学校を通じて小中学校ＰＴＡの皆さ

んにお伝えするとともに、村ホームページにおいて公表してまいることとしております。 

 そのような中で、児童生徒の安全を確保するため、早期の対策として、車を運転するドライバー

へのスピードの抑止や安全確認に関する啓発のほか、家庭における児童生徒との交通安全について

の話合いや、登下校時の見守り活動への協力など、できることから地域の皆さんと共に取り組んで

まいりたいと考えております。 

 したがいまして、村といたしましては、今後とも交通事故のない安全・安心な村づくりを推進す

るため、高山村通学路安全推進協議会など、関係団体や関係機関などと連携を図りながら、通学路

の安全確保に努めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 再質問します。 

 これからは、建設水道課のほうがいいのかなという感じがしないでもないですが、併せてお聞き

いただければと思います。 

 本村では、主だった道路でも一部を除いて両側に歩道は設置されておりません。歩道がありまし

ても片側だけですので、必ず通学のどこかの地点で道路を横切り、歩道のない道路を歩かなければ

なりません。ところが、道路幅が少ないとか、歩きにくい盛土の路肩とか、大変通学など歩くには

困難な道路が多い状況であります。 

 また、高山村の千本松の停留所付近では、朝７時から８時のおよそ１時間、少しの間に500台ぐ

らいの車が須坂のほうに下っていきます。朝の忙しい時間ですので、車のスピードの減速は難しい

のではないかなというふうに思って見ております。今後の道路建設は、安心して子育てできる優し

い村づくりの中で子どもたちを交通事故から守り、安心して通学できる道路づくりを子どもたちや
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保護者の皆さんの要望も聞いて、道路建設もお願いしたいと思います。 

 また、先ほどの答弁、警察の関係とか道路建設事務所等の関係もあるかと思いますが、多くはガ

ードレールの設置などの財源も必要なものもあるだろうというふうに思います。子どもたちの安全

の通学のために、できる限りいろんな関係者の皆さんと相談していただきながら、早期に完成して

いただければというふうに思います。 

 また、道路の停止線や横断歩道の線が消えかかったりしているところもあります。ぜひ、道路標

識が見えないなど、ここら辺りも再度調査していただいて、安全な通学路を確保していただきたい

と思います。いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（山﨑久志） 

 再質問についてお答えいたします。 

 ただいま議員ご指摘、お話しいただきました内容につきまして、教育委員会といたしましては、

関係機関、村担当課、また、須坂建設事務所、須坂警察署など、関係機関と連携を図りながら相談

させていただき、より子どもたちにとって、地域にとって安全・安心な通学路の確保に努めてまい

りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再々質問させていただきたいんですが、建設課のほうでお願いするようになるかもし

れませんが、これからは団塊の世代の皆さんの高齢化も進んできます。そうすると、シニアカーな

どが増加したりしますが、例えば、住宅街の道路だとか、また、主要道路には歩道がないとか、そ

のようなことで、一般住民の皆さんの通行もこれから今以上にいろんな面で道路幅とか、歩道の設

置などが必要になってくるんではないかというふうに思います。 

 また、もう一つは……そういうことですみません、ぜひそのあたりも含めて、これからの道路建

設を、村道も含めた道路建設をお願いしたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦） 

 ただいまの再々質問についてお答えしたいと思います。 

 議員おっしゃられるように、これからは道路関係におきましても高齢化が進む中で、やはり弱い

立場の皆さんに立った道路行政というのも必要かと考えます。 

 さらには、今、教育次長のほうから申し上げましたが、子どもさんももちろんそういう中では弱
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い立場でいらっしゃると、そういう中で、これまで村のほうでも県のほうの建設事務所のほうにも

お願いを申し上げながら、少しずつ道路改良あるいは歩道の整備ということで、着実に進めてきた

ところでございます。 

 そういう中で、一時停滞してしまいました歩道の関係が、須坂中野線におきまして農協のほうか

ら上の方に向かいまして、山田方面に向かいまして、上流側のほうで整備されておらなかったわけ

ですが、これにつきましては建設事務所のほうで、来年度に向けまして全線が開通できるような歩

道整備を現状の１メーターから1.5メートルというような拡幅をされるというふうに聞いておりま

す。そういう中で、なかなかスムーズな形の中で、予算が決められている中で、なかなか進めるこ

ともできない場面もありますが、やはりこういったことを着実に村としても県と連携を図りながら、

あるいは警察のほうの関係もございますので、安全・安心に歩道等が通れるように、その辺も連携

も図って、交通標識の関係も含めまして、やはりそういったことも連絡しながら進めてまいりたい

と、こんなふうに考えておりますが、いかんせん予算の関係もございますので、御理解をいただき

ながら、優先順位を定めながら進めてまいりたいとこんなふうに思っておりますが、よろしくお願

いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 最近、ある人から役場の信号の無視、夜間の信号無視があるというような声を聞きました。です

ので、当然、免許持っている方は赤信号は止まるもんだというふうには思うんですが、中にはそう

いう方もいて、危険な目に会いそうになったというような方がいました。そういうことで、改めて

何かの機会を設けていただいて、改めて交通安全の啓発もお願いしたいなというふうに思います。 

 また、本村は坂道が多い地域です。特に、冬期間の交差点などで滑ってしまったというようなこ

ともあるかもしれません。そういうそれぞれの交差点などの地点の状況も見ていただいて、例えば

優先道路の一時停止の標識とか、そういうものの設置もぜひ考慮しながら、地形を考慮した標識の

設置なども含めて検討していただければというふうに思います。 

 以上で質問終わりまして、次の質問に移りたいと思います。 

 山田牧場のにぎわいの場構想について質問します。 

 昨年３月議会において事業化されました山田牧場のにぎわいの場創出新設建設事業は、村民から

も多くの意見が挙がり、また、村も村民からの意見を求めてきましたが、希少植物の有無という問

題が発生したことが理由で、昨年12月議会において工事が中止されました。これは、牧場地域の皆

さんとの間に齟齬が発生したことも工事中止の原因になったのではないかと思っております。 

 以前の議会で、近年、山田牧場の事業者が減少している中、さらに現在はコロナで疲弊している、

これではさらに利用者が減ってしまうことが心配だ、牧場で事業をしている人がなりわいとしてで



－28－ 

きるようにしていくには、今までに培ってきたもの、蓄えたものを踏まえた中で、見直すところは

見直しして、できるだけ早く進めていかなければならないとも、危機的な中なので多少軌道修正し

ながら進めたいとの答弁がありました。 

 また、今回の筑波大学の研究チームの調査に、１、その植物が遺伝学的に貴重で保護しなければ

ならないものか、単によそから移植されたものなのか、その希少性について調査し、その報告は速

やかに関係者に説明する。２、今後のスケジュールは、にぎわいの場構想検討委員会や山田牧場研

究会と協議を予定していると、建設予定地、建設地の事業者と整合性を図りながら、両施設が連携

してにぎわいの場を取り戻すことができるような検討も進めるという答弁も過去にありました。 

 それではいつ、どのような形で、今年の８月に筑波大から植生調査のほうがあるという報告も聞

いていますので、どのような報告があったのか、また、各団体や関係者への説明、また、これから

の建設の計画や、また希少植物の保存などをどのように行う予定なのか、お尋ねしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 山田牧場のにぎわいの場構想についてお答えいたします。 

 山田牧場のにぎわいの場構想につきましては、畜産農家の高齢化や廃業、そして規模縮小に伴い

飼育頭数の大幅な減少などから年々放牧頭数が減ってきているほか、国内におけるスキー人口の減

少や、奥山田温泉における宿泊事業者の廃業などにより、山田牧場の存続自体が大変危惧されてい

るところであります。 

 これを受けて、村では、再び山田牧場ににぎわいを取り戻すために、本村の強みであります豊か

な自然を基本とする観光資源とともに、その豊かな自然を生かした村固有の産業や歴史、文化等の

資源を有効に活用して、村内外から訪れるお客様の心と体を癒すことのできる拠点を整備すること

で、地域における産業の振興や、さらなる地域の活性化を図ることを目的に、事業に着手をしたと

ころであります。 

 しかし、昨年の６月に、理学博士の加藤美幸さんが代表を務める奥山田野生植物研究会の皆さん

から、整備予定地内に自生する植物の保護対策を講じてほしいとのことから、324名の署名を添え

た要望書が村に提出されました。 

 これを受けて、村では研究会の皆さんに御了解がいただけるよう協議等の場を設けて説明してま

いりましたが、御了解を得られなかったことなどから、植物保護について専門的な見地から見解を

いただくために、筑波大学の山岳科学センター菅平高原実験所の津田准教授に調査を委託させてい

ただいたものであります。 

 そこで、筑波大学の植生調査の報告についてのお尋ねでありますが、建設予定地内の植物につい

て植生調査を行った結果、スギナなどのシダ植物は２属で、モミなどの裸子植物は５種、そのほか、
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カンアオイなど124種の被子植物が確認されております。このうち、絶滅危惧性や希少性の指標と

して用いられる、種の保存法や自然公園法において環境大臣が指定する植物、いわゆる指定植物の

ほか、環境省レッドリスト等に該当する種かどうかの調査や、一部の指定植物につきましては、県

内の複数地点で同種との遺伝的変異比較も実施していただきました。その結果、13種が自然公園法

において環境大臣が指定する植物となっており、さらに、環境省レッドリスト等に該当する種もあ

りましたが、絶滅危惧性や希少性が非常に高いとされる種については、該当する種がないとの報告

を受けております。 

 しかしながら、準絶滅危惧種であるヒメギフチョウの幼虫の食草や、成虫の産卵場となる指定植

物、ウスバサイシンについては、山田牧場に植生するものを遺伝学的に調査したところ、県内で広

く分布するタイプのほか、山田牧場の地域固有種についても今回の調査で確認はされています｡ 

 この地域固有種については、今回の開発予定地内には植生しておりませんでしたが、他の山田牧

場内の数箇所で植生していることが判明したことにより、この固有種は、希少性がある旨の報告を

いただいております。 

 なお、この報告書の内容につきましては、説明会やシンポジウムなどで公表してまいりたいと考

えておりましたが、コロナ禍の影響等で実現できなかったことから、今後何らかの形で村民の皆さ

ん等に報告書の内容をお知らせしてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、今後の建設計画についてのお尋ねでありますが、このたびの山田牧場にぎわいの場構想に

つきましては、村独自で進めてきたものではなく、幾度も山田牧場区の皆さんと話合いを重ねてき

たところであり、この建設計画が停滞している状況に多くの皆さんが危機感を持たれております。 

 一方で、本年２月号の広報たかやまで、山田牧場ににぎわいを取り戻すための提案や意見等を募

集し、いただいた御提案については、広報６月号で掲載させていただきましたが、この提案等のほ

か、この件に関しましては、建設に関わる計画や必要な予算等の御承認をいただいてきた前回の村

議会議員の皆様から、奥山田野生植物研究会と対立することは避けて、できるだけ理解を求めてい

くようにと、このような助言もいただいております。 

 このため、今回の筑波大学の調査結果を踏まえ、まずは、地元の山田牧場区など関係の皆さんと、

奥山田野生植物研究会の皆さんを交えて、この建設計画と植物保護との共存が図れるよう調整を図

っていくことが重要であると、このように考えております。 

 このため、関係者の皆様に一定の御了解をいただくとともに、議会や村民の皆様にも御説明を申

し上げ、御理解をいただいた上で設計や建設に進んでいくものと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 次に、この場所の希少植物の保存についてのお尋ねでありますが、このたびの筑波大学の報告で

は、この地域に植生する山田牧場固有種のウスバサイシンについては、希少性が高いとの報告を受

けていることや、山田牧場ににぎわいを取り戻す提案の中にも、希少植物が自生していることを広
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くＰＲすることによって集客につながるものではないかといった御提案もいただいております。こ

のため、先ほども申し上げましたが、山田牧場での希少植物の保存を図りながら、さらに、山田牧

場で生計を立てていらっしゃる皆さんとの共存が図れるよう、当面は両関係者に御説明を申し上げ、

そして、御理解をいただけるよう努めてまいりたいとこのように考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再質問します。 

 今の答弁によりますと、今後の計画といいますか、筑波大学の報告等とこれからの計画云々も含

めて、まだ関係の団体なり、関係者の皆さんとの協議といいますか、説明会といいますか、そうい

うことはまだされていないということでしょうか、これからということでしょうか。ちょっとお聞

きします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 湯本議員の再質問にお答えいたします。 

 先ほどの答弁の中で、奥山田植物研究会、そして山田の観光協会の皆さんと協議をしていくと、

このように申し上げました。そして今、その協議の計画いつなんだと、こういうお話だと思います。 

 今、それについては協議をするために準備を進めておりますので、御了解いただきたいと思いま

す。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 再々質問ということになります。お願いします。 

 私、現在、先ほども答弁もありましたけれども、当該地域に自生している植物、これは保護しな

ければならないものと、しなくてもいいというか、それほど大切といいますか、希少ではないとい

う話もありましたけれども、やはり以前の地主さんが、どこか、それこそどこかからか移植された

という話も聞いてはおります。しかし、今になれば、それから移植されてから何十年もたつという

ことになれば、やっぱりその地域、ある意味では牧場全体の中の一部分として自然の保護といいま

すか、自然が守られて、たまに都会から観光に来られた皆さんも散策するには大変いい場所だとい

うふうに私としては思います。ですので、ぜひ、先ほどのウスバサイシンなど、またヒメギフチョ

ウというチョウ、これは看板も立てて保護しているということもあります。ぜひ、私としては、そ
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の牧場全体もそうですが、あの地域も含めて保護していただければなというふうに思います。 

 山田牧場の問題、いろいろ先ほども村長も言われましたけれども、放牧牛の減少とか、観光客の

減少ということも大変ありますが、ぜひ行政としましても応援していただければなというふうに思

います。 

 ただ一つ、行政への皆さんへのお願いも含めてですが、例えばアフターコロナで今、最近テレビ

などの報道でワーケーションという言葉があります。こういうそれをするためのいろんな設備投資

などもあるかとは思いますが、そういう問題。また、一人宿泊者の受入れ、これは多くの観光旅館

さん、一人だと泊められないというところも多いようです。ぜひ、一人宿泊客も受け入れてもらっ

たり、また、長期滞在されるような仕事と、それこそワーケーションで仕事とバケーション、一緒

にされるという方もいらっしゃると思います。そういう皆さんへのサービス提供の強化などもぜひ

必要かとは思います。行政としてもぜひ積極的な助成もお願いしていただきたいと思います。 

 これからまだまだ新しくオミクロン株が発生して、コロナもまだまだ継続しそうです。牧場の皆

さんの経営も大変だと思いますが、ぜひ応援していただければなというふうに思います。いかがで

しょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 両者の立場の違いというのは、そういうものは当然あろうかと思います。先ほども申し上げまし

たけれども、高山村の強みとしては、自然が非常に豊かであり、そして、その自然の豊かなものを

十分に生かしていくと、こういうことが必要かなというふうに思っております。 

 そうして、その自然を守るということについては、いわゆる現在の自然が現在とあまり変わらな

い、これからもずっと維持できると、こういうことが大事かなというふうに思います。今、議員が

植えたものであるとか、そういうふうなお話がありましたけれども、それは別として、お互いに理

解をやりながら、あそこで生計を立ててやっている、そういうふうなものも十分承知をしながらや

っていきたい、このように考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 ありがとうございます。 

 私、現在、山田牧場や笠岳にある登山のお好きな方からの話ですが、山田牧場や笠岳には、四方

を見渡した景色を映した例えば写真のパネルだとか、イラストがあって、景色はこうこうこうだよ

みたいな案内されたような、そういう看板もあまり見当たらないという話も聞いております。私と

しては、そういう看板も含めて、その看板を後ろにバックに写真を撮るというようなことも観光客
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の皆さん楽しみにされている人もいるかと思いますので、ぜひそのような案内板も含めた宣伝材料

といいますか、看板などもつくっていただくということも求めまして、私の質問を終わりにしたい

と思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で湯本辰雄議員の質問を終わります。 

─────６番 髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 通告に従いまして質問いたします。 

 １問目は、移住などで地区に入区した際に発生する入区金についてお尋ねします。 

 第六次高山村総合計画の村づくりの重点課題の中で、移住・定住の促進は村の持続的な発展にお

いて喫緊かつ最重要課題の一つとされ、様々な取組を推進されているところではありますが、その

移住・定住に当たって、各地区ごとに定められた入区金については、今、村内外で話題になってき

ているところであります。 

 そこで、１つ目ですが、入区金は各地区の運営や財政の状況などによって各地区ごとに決めてい

るものであり、地区にとっては重要な財源だということ、また、村として関知するものではないと

いうことはそれぞれ理解はするところではありますが、少子高齢化により人口減少が急速に進む中

で、地域社会の担い手の減少や消費市場、地方経済の縮小に歯止めをかけるべく、多くの市町村が

移住・定住に力を入れてきている現状において、本村における入区金の存在は移住を考える人に対

して、大きな問題となっております。 

 そこで、村では各地区の入区金の額や、その額としている地区ごとの背景などは把握されている

でしょうか。 

 ２つ目に、入区金の問題については、地区の一部の方と移住されてきた方はもちろん知っている

ことですが、村民の多くがその存在を知らず、村民の意識が低いように感じています。しかし、移

住される方にとっては大きな問題であり、その意識の差こそが問題だと感じています。今のところ

関知しないということでは村としても、そして地区としても、入区金についてどうするかというこ

とについて、あまり対策は行われていないようですが、村としても、そして区としても入区者が増

えることは望ましいことであると思います。現状から一歩踏み込んで村民の意識を高めるとともに、

各区と入区金の在り方について協議をしていくことが必要ではないかと考えますが、いかがでしょ

うか。回答を願います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 入区金についてお答えいたします。 
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 初めに、各地区の入区金の額や背景についてのお尋ねでありますが、各自治区では、毎年度必要

となる経費について、区民の皆さんの御理解と御協力の下、区費を納めていただいて、地域のコミ

ュニティー活動の運営費に充てられております。 

 また、区費のほかに、それぞれの地域の実情に応じて、入区金や協力金あるいは公会堂等建設積

立金などの名目で、区費などを納めていただいている自治区もあるとお聞きしております。 

 そのような中で、平成29年度には移住支援活動に伴うアンケートを自治区にお願いし、その中で、

入区されるに当たっての区費以外の協力金について調査させていただいた経緯がありますことから、

入区金などの金額はおおむね把握できておりますが、それぞれの区のお考えもありますことから、

その背景などについては、これまでに詳しく調査した経緯はございません。 

 また、地区の公会堂などの整備や改築には多額の費用を要することから、ある自治区では、区民

の皆様が何十年もかけて、１世帯当たり数十万円もの積立てを行った上で、悲願の公会堂が整備さ

れた経緯があると伺っておりますので、新たに入区される皆さんからも、その一部を御負担いただ

くとともに、区が管理する墓地や区有林などを利用できる権利なども含めて、入区金を納めていた

だいている区もあるとお聞きしている程度でありますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、村が入区金の在り方について協議を進めることについてでありますが、区の運営にとって

必要となる区費や入区金については、行政からいろいろと申し上げる立場にございませんが、議員

お話のとおり、移住を希望される皆さんにとって、区に入るための入区金は、大変大きな負担にな

っている面もあるかと思っております。 

 そのような中で、ある自治区では、近年の少子高齢化や人口減少化が進み、このままでは地域の

コミュニティーが存続できなくなるのではないかと非常に強い危機感を持たれており、移住者はも

とより新たに転入される世帯の入区金については、金額の軽減や免除の検討を始められているとこ

ろもあるとお聞きしております。 

 したがいまして、入区金や区費につきましては、その区を運営していくための貴重な財源である

ことを尊重しつつ、先ほど申し上げました事案のような取組が、ほかの自治区でも検討していただ

けるかどうか、今後、区長会を通じて、それぞれの区の実情をお聞きするとともに、移住しやすい

環境の整備について、自治区の皆様と共に研究してまいりたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────６番 髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 入区金について、その額についてや、おおむね把握されているということで、地区ごとの状況も

ありますし、それについて、なくせば移住者が増えるという単純な話ではないということは分かっ

ております。ですが、先ほど行政で全てをこうしろということではないというふうなお話でしたが、
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考えていく必要はやはりあるかと思います。現状として、村で関知していないということで、引っ

越しの手続のときはこのお話がありません。入って、家を建てて、手続が終わった後、区のほうに

ご挨拶に伺ったときに幾らですというふうに言われるというような状況で、若い方、入区される方

で家を建てたという方からお聞きしますと、私もそうですが、一番お金がないときに金額の高い入

区金をと言われるのが、とても大変だったというような話があります。 

 また、県内で移住のあっせんなどを行っている方からすると、ちょっと高山村は薦められないと

いうような話も出てきています。確かに、単純になくせばいい話ではありませんが、いろんな話合

いをもって変えていっている区もありますので、そういう区の話をいろんなほかの区にも伝えてい

きながら、移住・定住をもっともっと促進していっていただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 次の質問にいきたいと思います。 

 ２問目に、空き家対策についてお尋ねします。 

 ここのところ、空き家バンクの登録件数、そしてご成約件数ともに増え、第六次高山村総合計画

の成果指標についても達成できそうな勢いであり、大変喜ばしいと思っています。その上で、この

先の対策についてお尋ねします。 

 空き家の対策については、今年８月には啓発セミナーを開催し、その後は個別の相談会を随時行

うなど、村民に寄り添った素早い対応をされることで、空き家をめぐる状況はとてもいい方向に進

んでいると感じています。 

 その上で、この動きをさらに加速させ、高山村の活性化を促進するためには、これまでの対策の

みならず、さらなる対応を考えていくことも必要だと感じています。お隣の須坂市では、地域おこ

し協力隊の方たちが空き家の片づけのお手伝いや、借りたい人と貸したい人のマッチング、空き家

の有効活用などにも取り組んでいるようで、空き家バンクでは対応が難しいなどの物件について数

多く対応されていると聞いていて、高山村でもそういった対応へのニーズがあると思いますし、同

様の対策を進めるべきと考えますが、どのように考えていますでしょうか。回答を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦） 

 空き家対策についてお答えいたします。 

 村では、人口減少に伴い増え続ける空き家の解消や、住環境の整備、移住及び定住促進による地

域の活性化を図るため、平成28年に空き家バンク登録制度を創設し、空き家の利活用を推進してい

るところであります。 

 この空き家バンク登録制度は、制度創設以来、11月末時点で34棟の登録があり、このうち売却は

18棟、賃貸は３棟の、合わせて21棟が既に成約しておりますことから、現時点における空き家バン
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クへの登録件数は13棟であります。 

 そこで、須坂市と同様に高山村でも、地域おこし協力隊の力を借りて空き家対策を推進したらど

うかとの御提案でございますが、村では、これまでに移住・定住及び新規就農を希望される方への

情報提供を行うため、空き家等の実態調査や村のホームページに移住・定住、空き家バンクに関す

る専用サイトを設け、移住・定住を検討されている方に空き家の情報を提供するとともに、空き家

活用事業推進助成金を創設し、空き家バンクに登録されている物件を転入者が購入及び増改築する

場合や、空き家所有者が家財整理する場合などの経費に対する助成制度を設け、空き家対策に取り

組んでいるところであります。 

 そのような中、本年度の取組としましては、空き家を新たに生み出さないために、少しでも空き

家についてお考えいただく機会として、司法書士など専門家による空き家対策住民啓発講座を開催

し、将来、自宅が空き家になってから困らないように、元気なうちに遺言や信託の準備をしておく

ことが、空き家の発生防止につながるものと考えております。 

 さらに、専門家による空き家に関する心配事や悩み事を聞いていただく個別相談会を開催したと

ころ、５棟の登録に結びついたことにより、移住希望者の受皿として一定の成果を得ることができ

たものと思っております。 

 このため、現在、村には、須坂市のような空き家対策に特化した地域おこし協力隊員はおりませ

んが、議員お話しの空き家の片づけの手伝いや、借りたい人、貸したい人のマッチングなど、地域

おこし協力隊員の活用につきましては、今後、須坂市を含め、先進地の取組を参考にしながら、調

査・研究してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────６番 髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 再質問いたします。 

 空き家バンクがとても棟数も増えて、今も13棟見ていただけるようになっているということで、

また、個別相談会をやったところで件数も増えた、これに関してはとてもよかったなと思っていま

す。また、助成金に関しましても、使える人のところが変わりまして、とてもよかったという声も

私も聞いております。 

 この間、須坂市の地域おこし協力隊の方に、空き家の片づけをしたりしている方にお話を聞いた

ところ、やはり空き家バンクでは難しい部分とか、業者が入ることで大変になっている部分につい

て直接対応ができるんだと、そういう部分ですごく信頼をいただいてやっている件数もとても増え

ているというお話を聞きました。 

 空き家バンクがとても増えていて、何か困ったりとか、問題になっていることは今までにありま

すでしょうか、ありましたら教えてください。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦） 

 再質問についてお答えしたいと思います。 

 空き家バンクの登録件数が増えることによって、問題になることがあるのかというようなことで

ございますが、今、おかげさまでこういう形で空き家バンクの登録も、今年度、積極的な取組もし

たせいもありますが、やはり重要な案件というような形の中で取り組んできております。その裏に

は、やはり不動産業者の皆さん方のお力をいただきながら、より丁寧な、移住される方に説明をす

るというようなことも大きくあるかと思っております。 

 そういうことで、現在13棟の登録がされておりますけれども、これを早く空き家がほしいと移住

される方にスムーズにお渡しできるようなことを考える中では、不動産会社はじめ、建築会社とか

いろんな方々の力を借りながら進めていくということでありますが、やはり移住される方の希望に

沿うかどうかというところが最終的な部分でありますので、こちらのほうで登録されたということ

はあっても、やはり購入したいという中では価格が合わない、だから移住には難しいとか、そうい

うことがございます。そういう部分も含めまして、より登録が進みながら成約件数も進められるよ

うに考えていきたいとこんなふうに考えておりますが、現在、問題というよりも、よりこういう登

録を増やしながら、移住をされる皆さんにとっていろんな空き家を見ていただけるようにしていく

のが先決かと、こんなふうに思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────６番 髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 再々質問をお願いします。 

 今、希望に沿うかどうかというお話がありました。高山で今、空き家バンクに少し賃貸も出てい

ますけれども、すごく人気だと伺っています。移住される方に聞きますと、やっぱり２段階移住、

一度少し高山に住んでから移住をしたいというような希望もとても多く聞きます。賃貸の件数がと

ても増えたらいいなというふうに思いますが、それに対する対策とかありましたら教えてください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦） 

 ただいま賃貸に対する支援というような形かと思いますけれども、そんな御質問を頂戴しました。 

 賃貸に対しまして、それぞれ村の形の支援の中にも整備させていただいているものがございます

が、たまたま案件として今、賃貸のほうが人気があるというお話がございましたけれども、なかな

か案件といいますか、物件が出てこないというのが実状です。そういう中で、より安価な形で移住
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される方が一時的に住みたいというような方には、大変そういう御要望というのが多いものがあり

ますが、なかなかその部分ではお答えできていないというふうに思います。 

 しかしながら、移住される方にとって、たまたまお住まいの場所が希望されても、中身的になか

なかちょっと今の段階では住めないというような方もおりまして、それには所有者の方が住宅を整

備して改築するというようなことになってきます。そういう部分では、支援をさせていただくよう

には空き家所有者ではなっておりますが、そういう部分も活用しながら、より空き家の賃貸ができ

る物件が増えるようにも今後取り組んでまいりたいと、こんなふうに考えておりますけれども、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 髙井議員に申し上げます。 

 ここでしばらく休憩したいと思います。 

 ただいまから議場内の換気のため、10分間休憩します。 

 会議は午前11時15分に再開します。 

午前11時08分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時15分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────６番 髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 先ほどの空き家バンクのことについてですけれども、村民と移住者と希望を聞いていただきなが

ら、また、須坂市の対応については空き家バンクと地域おこし協力隊の活動と両輪で動いているよ

うな話も伺いました。いわゆる成功例ということで、そういったことをまねするということもしな

がら、移住促進については来年度もっともっと加速していっていただけると思いますので、考えな

がらやっていただけたらと思います。よろしくお願いします。 

 次に、３問目に移ります。 

 千曲大橋についてお尋ねします。 

 昨年の９月議会において同僚議員より同様の質問があり、その際、利便性、危機管理上から本村

においては非常に重要であるとの答弁がありました。まさに千曲大橋が建設されれば、高山村にと

っては観光業においても、産業においても大きな発展が見込まれ、また、移住・定住の促進にもつ

ながる大きな意味のある事業です。 

 現在は、長野市、須坂市、小布施町、そして本村で設立されている期成同盟会にて要望活動を行

っており、さらに村内、村民への周知活動としてリーフレットの配布なども行ってきているところ
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かと思います。 

 また、ＳＮＳ上で千曲大橋の実現に取り組みますと発信されていた若林けんたさんが、さきの衆

議院選挙で当選されたということもあり、今後、県と４市町村がさらに連携し、千曲大橋の建設実

現に向けて動いていく必要があると考えますが、村として今後の対応をお聞かせください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 （仮称）千曲大橋についてお答えいたします。 

 昭和51年に高山村を含む長野市、須坂市及び小布施町の４市町村では、長野市長沼地区と須坂市

豊洲地区を結ぶ（仮称）千曲大橋建設の早期実現に向けて、千曲大橋県道建設促進期成同盟会を設

立いたしました。 

 本同盟会では、高速交通体系の長野都市圏と北信地域市町村圏を結ぶ、広域幹線道路及び観光ル

ートとして確立し、両都市圏の産業文化の発展と住民福祉の増進に資することを目的に、これまで

45年間の長きにわたり要望活動を重ね、今年も７月に総会を開催して、関係する国会議員や県議会

議員及び長野県関係者に、建設の促進に向けた要望書を提出したところであります。 

 この新たな橋梁が整備されることにより、村山橋や小布施橋の交通が現在よりも分散されて、ピ

ーク時や冬期間の交通渋滞が緩和されるとともに、長野市とのアクセス時間が短縮されるために、

村民の皆様にとりましては日常生活の上で利便性の向上が図れる、それとともに、緊急医療や観光

交流の活性化、そして、何よりも危機管理の対応が図れるなど、様々な効果が期待できるものと思

っておりますので、千曲大橋の早期実現を本当に願うものであります。 

 そこで、（仮称）千曲大橋の建設に向けた村の対応についてのお尋ねでありますが、議員お話し

のとおり、さきに行われました衆議院選挙において、両候補とも、台風第19号の教訓から、危機管

理の面における橋の建設は、災害時の避難路確保や災害復興活動に重要であるとともに、洪水を防

ぐには、森林整備等の治水対策が非常に重要であると、このように言われております。 

 村といたしましては、引き続き関係市町村との連携強化を図りながら、千曲大橋の実現等に向け

て啓発強化に努めてまいりたい、このように考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────６番 髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 再質問をお願いします。 

 （仮称）千曲大橋の実現を願うということで、関係各所との連携を深めていきたいという答弁で

ありました。それももちろん必要なことかと思います。 

 千曲大橋がつながる村の道が県道になっていないということで、なかなか難しいところだという
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ふうに昨年の議会での答弁にはありました。着実に、地道に進めていくことが必要だと思いますが、

一足飛びに橋を造るということでは無理ですし、もちろん関係各所との連携も必要だと思いますが、

村民にとってどれだけ必要か、そういうことも必要かと思います。この橋ができることによって、

現状の村民の生活はどうなっていくのか、リーフレットのほうにもいろいろ書いてありますが、も

う少し具体的にＰＲしていくのが必要なんではないかと考えております。そういった村民の声、住

んでいる人たちの声が大きくなればなるほど実現に向かっていくのではないかと考えますが、いか

がでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問に答えいたしたいと思います。 

 橋だけに限らず、地域の活性化とか、そういうものにつきましては、いわゆる高山村で言います

と本村の住民、今度の（仮称）千曲大橋ですけれども、これにつきましては長野市も含めて４市町

村のいわゆる地域の皆さんの切実な要望、こういったものがあって初めて地域の要望につながると

いうふうに考えております。そういったことで、それらをやはり何のためにやるのかということが

一番大事かなというふうに思います。そういった点では、議員言われたように、その地域の皆さん

の生活の利便性が図れる、そういったものはもちろんですけれども、先ほど言いましたように、き

っかけとすれば、45年の長きにあるんですが、一昨年の台風19号の教訓が非常にあって、そのため

に千曲大橋の建設がやっぱりあるんだということも含めながらやっていきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────６番 髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 先日、豊洲の近くにお住まいの方から、生活においてもやはりこの橋ができることで生活は大き

く変わるし、先ほどの緊急医療、医療的にもやはり道が通るということは大きいことだというお話

がありました。市民、村民のレベルでそういうふうに思う人が増えると、もっと進んでいくかなと

思います。今後も期待しております。お願いします。 

 終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で髙井央葉議員の質問を終わります。 

─────２番 勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 通告書に従いまして質問いたします。 
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 まず、１つ目です。主要地方道須坂中野線は、高山村と中野市を結ぶ重要路線でありますが、未

開通のままであります。村と市で同盟組織をつくり、県に対して要望を出し続けているといった状

態であります。県道宮村湯田中線の整備促進期成同盟もそうですが、このことを知ったのは、私が

元荒井原区長のときでありまして、村民に対しても一部の関係者しか知り得ていないといった観が

強く、周知が不十分であると思われます。 

 昭和41年以降、高山村、中野市の長が期成同盟の代表となり、要望書は提出し続けていますが、

この本路線は未開通のままということで、間山峠のトンネル構想等こういった費用を、いつまでに

開通を実現するかといった期限、そういったものは具体的になされていないと思うんですが、この

対策はどう考えておられるのでしょう。 

 それと、併せて、本村において鉄道、駅、高速道路、インターチェンジなどは地理的に不可能な

んですが、道路の改良整備は可能であります。本線は、両市、村をつなぐ公益交通を担っており、

非常に重要であり、開通及び全線拡幅事業ができた場合、様々な経済効果が期待できると思われま

すが、そのシミュレーションはできているのでしょうか。御答弁お願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦） 

 主要地方道須坂中野線の開通計画についてお答えいたします。 

 村内で長野県が管理している県道は７路線ありますが、このうち、議員お話しの主要地方道須坂

中野線は、須坂市上中町を起点に、高山村三郷地区の間山峠を経て、中野市一本木を終点とする県

道であります。 

 この須坂中野線は、昭和57年に県道認定され、総延長約17.7キロメートルで、このうち村内の三

郷地区千石ため池付近から、間山峠を経由する中野市間山地区までの約2.9キロメートルは、道路

の整備がされていない交通不能区間となっております。このため、昭和41年には、交通不能区間を

有する高山村と中野市の沿線集落の地元区を始め、関係団体や中野市及び高山村で県道の整備促進

を目的に、主要地方道須坂中野線改良期成同盟会を組織し、関係地区や関係団体の皆さんと共に、

現地踏査や交流事業の取組のほか、半世紀以上にわたり同盟会活動を通じて、本路線の道路改良や

歩道整備などのほか、交通不能区間の解消を図るため、長野県や県議会への要望活動を行ってきて

おります。 

 これら要望活動により、これまで県では、本路線の道路の拡幅や交通安全施設整備のほか、路面

消雪施設などの整備を進めてきていただいておりますが、交通不能区間の整備につきましては、多

額な費用がかかることなどから、着手に至っておらない状況であります。 

 そこで、まず初めに、未開通区間のトンネル構想などの費用や整備期限についてのお尋ねでござ

いますが、村内の県道を管理する須坂建設事務所に、本路線の整備についてお聞きしましたところ、
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過去にトンネル区間を含めて概略設計を行っており、この設計によりますと、トンネルの出入口や

既存の道路への接続方法などにより異なるとのことでありますが、トンネルの延長は、おおむね１

キロメートルから1.5キロメートルであり、当時の試算によりますと、トンネル本体の事業費は30

億円から45億円程度であり、地山の地質状況などよっては、さらに工事費が増嵩するものと考えて

いると言われております。さらに、トンネル前後の道路改良費を含めますと、全体事業費では50億

円から65億円程度になるものと見込まれております。 

 このようなことから、県では交通不能区間の解消については、峠部のトンネル化が必要となるた

め、事業規模が大きくなることなどから、緊急性等を勘案した場合、当面、事業着手は困難である

旨の回答をいただいております。 

 次に、全線開通した場合の経済効果によるシミュレーションについてでありますが、現在、村で

は、須坂中野線が全線開通した場合の経済効果によるシミュレーションは行っておりませんが、特

に、期待できる効果としましては、救急医療の支援や大規模災害時における代替道路の確保を始め、

物流の効率化や投資、生産の誘発、人的・観光交流の活性化や雇用の創出、人口と税収の増加のほ

か、通勤・通学圏の拡大や公共交通サービスの充実により住みやすさの向上が図れることなど、

様々な効果が期待できるものと思っております。 

 したがいまして、村といたしましては、本路線が整備されることにより、北信地方にとって、地

域活性化につながる有益な広域観光ルートであることや、災害時における広域連絡道路として重要

な幹線道路になるものと考えておりますので、引き続き近隣市町村と整備促進の重要性を協調しな

がら、本同盟会による要望活動などのほか、あらゆる機会を捉えて、村民の皆様にも本路線の重要

性などについて御理解いただけるよう啓発してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────２番 勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 再質問いたします。 

 昭和41年以降こういった55年間、期成同盟を続けて今、要望しているということですが、それぞ

れの高山村の長であったり、中野市の長であったり、同盟会の会長、副会長ということを毎年交代

しながらこれを維持してきているわけですが、あまりにも長過ぎて、いつまでたったらこれが開通

できるのかといった、これ重要であればなおさらそこら辺を目標値を持って、県のほうとすり合わ

せて確保してもらうということが必要かと思うんですが、いかがなもんでしょう。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦） 
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 目標値を持って取り組んだらどうかというような再質問かと思いますが、これまで、議員おっし

ゃられたとおり、41年から50数年にわたりまして村のほう、あるいは須坂市、また中野市との連携

を図りながら、ましてや関連します高山村三郷区でありましたり、中野市の間山地区の皆さん方の

取組が、それぞれの思いの中でこれまでも一生懸命取り組んでいただいてきております。そういう

形の中でも村として、また、中野市のほうでも連携を図りながら要望活動ということになりますが、

県の主要地方道というような形の中で、国道の支援もある形の県道でございます。そういった道路

に位置づけていただきながら、これまで整備を進めながらやってきたところでございます。 

 これまでの話にもございましたが、話をさせていただきましたけれども、融雪道路でありました

り、橋の改良工事とかいろいろな部分をやってきていただいております。開通の部分ではしており

ませんけれども、それなりに県としても努力をいただきながら進めてきていただいたと考えており

ます。 

 そういう中で、なかなか進まない部分はございますが、やはり地域として連携を図りながら進め

ていく中で、要望活動をしながらこれまで以上に皆様方にも周知徹底するような、啓発活動も進め

ながら取り組んでまいりたいと、こんなふうに考えておりますが、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────２番 勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 再々質問ですけれども、先ほど、大体シミュレーションは建設事務所のほうで、金額的に相当な

高額、35億、40億、場合によっては延長部分も含めた50億、60億といった試算もしているというこ

とでありますが、先ほどの効果、もしこれが開通して拡幅道路として成り立った場合の効果が期待

されたときには、その費用が、我々が生きていく中で非常に取り返しのつかない金額ではなくて、

取り返しがつく金額になるのではないかと私個人は思っているんですが、そこら辺について、やは

り観光ルートとしての道路でもあるし、場合によっては国道に準じた道路でも今はもうなっている

ということですので、ぜひそれを進めていければと思います。個人的ではありますが、道の駅とか

物産センター、マルシェ、またはべットタウンみたいなところの構想まで含めて、この主要道路が

きちんと整備されることによってもたらす効果は非常に高いと思われます。せっかくこの同盟会組

織をつくっていますが、未開通のままであると、私たちが在籍している間、生きている間でもいい

ですが、開通できないというような言い方になってしまうんで、そこら辺を少しずつでも前に進め

ていくと、そういった開通に向けての対応というのはどうお考えですか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦） 

 議員おっしゃられるとおり、確かに地域活性化を図るためには、いろんな部分でメリットがある
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部分を検証して、それをしっかりと要望活動につなげるというようなこともおっしゃられるとおり

かと、こんなふうに思います。そういう中ではございますが、これまで取り組んできている部分の

中におきましては、やはり県のほうに要望活動を進めながらやっていくというのは、これまた重要

なことでございまして、今後とも継続するということはしっかりやっていかなければならないと、

こんなふうに関係団体も含めまして考えておるところでございますけれども、こういった取組の様

子の中では、なかなか進んでおらないというような現状ではございますが、こういう形を継続しな

がら、より具体的な部分を含めまして、議員おっしゃられるような経済効果の部分、中野市との連

携を図って、研究を進めながら、そういう要望活動の中に加えられるようなことも含めて取り組ん

でまいりたいとこんなふうに考えておりますが、よろしくお願いしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────２番 勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 １問目の質問については以上ですが、高山の六次総合計画にもここら辺は具体的に織り込まれて

いないんで、そこら辺も含めて今後前向きに進んでいっていただきたいと思います。 

 ２番目の質問に入ります。 

 子育てに関わる経済的支援について。 

 医療費特別給付事業として、高校３年生相当まで医療費を本村では負担していただいております。

本人負担額はゼロ円でなく、受診１回当たりレセプト500円の負担となっているということです。

他県で、本人負担が入院、通院も含めゼロ円のところもあります。少子化による人数の減少に比例

して、個人差はありますが、村の総負担額の減少も見込めていると思います。本人負担額ゼロ円に

本村対応で、一番重要なのは子育て支援のアピールになると思われますが、どう考えておりますか。

答弁お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮川村民生活課長。 

○村民生活課長（宮川裕明） 

 子育てに関わる経済的支援についてお答えいたします。 

 高校３年生相当までの福祉医療費における受給者負担金につきましては、先ほど湯本辰雄議員か

らの御質問にお答えさせていただいたとおりでありますので、答弁につきましては省略させていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

 そうした中で、本人負担額をゼロにして子育て支援のアピールをしたらどうかとの御提言でござ

いますが、現在、県下において18歳までの医療費を、受給者負担金を除き所得制限なしで全額給付

している自治体は、77市町村のうち本村を含め64市町村でありますが、中でも本村は、18歳までの

給付制度を導入したのが県下でも比較的早い、平成23年４月から実施しております。 
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 また、この64市町村のうち自己負担となる入院時の食費について、全額給付している自治体は３

町村で、２分の１給付している自治体は、本村を含め２町村のみでございますが、本村が医療費給

付対象者を18歳まで引上げを行った平成23年度時点で、食費の給付を実施していた自治体は本村だ

けでございました。 

 このように、本村は、比較的早い段階から充実した医療費給付制度を実施しており、今後も可能

な範囲で子育て支援の充実に努めてまいりたいと考えております。 

 したがいまして、受給者負担金制度は、県と市町村が協議し創設した制度であり、先ほど湯本議

員にも答弁申し上げましたが、本村では、引き続き受給者の皆様から現行どおり500円の御負担を

いただきながら、持続可能な制度として維持してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────２番 勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 再質問いたします。 

 本村におけるこの負担というのは非常にいいと思うんですけれども、実際に長野県下で乳幼児と

またひとり親世帯、そして障がい者、こちらのほうの自己負担金ゼロということで、今実施してい

るところは県のホームページにもありますが、令和３年８月１日現在で、阿智村、栄村、天龍村、

木曽町そういったところ合わせて５村ございます。やはり、ほかが実施できているのであれば、高

山村ももう少し頑張って実施するということは可能ではないかと。 

 一部、湯本議員が先ほど話ししておりましが、2020年の１年間の診療費の本人負担額は、私のほ

うで確認したところ362万1,000円ということであります。村負担額は1,069万円ということであり

ますが、年々少子化しているこの状態を見て、やはり、実施しているところとしていないところ、

それが顕著にもう分かってしまうと。高山村として、子育てというところで、負担ありませんよと

いうこのアピールが非常に大きいと思うんですが、この金額の問題も含めて、優先順位の中で負担

ゼロというのは不可能でしょうか。もう一度お聞きします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮川村民生活課長。 

○村民生活課長（宮川裕明） 

 再質問にお答えいたします。 

 議員おっしゃられるとおり、令和２年度分の受給者負担金360万円ほどということでございます。

また、それに伴いまして医療費分の村で負担させていただいた自己負担分は1,700万ほどございま

す。先ほど副村長が答弁させていただきましたとおり、村は、この子育て支援につきましては、い

ろんな面で検討させていただきながら実施させていただいております。そういった面で、この医療
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給付費制度だけじゃなくて、総合的な面で村の財政を見ながら実施させていただいておりまして、

この360万円だけを見れば可能じゃないかという見方もできるかもしれませんけれども、大きな全

体的な中で考えておりますので、その辺は御理解いただきたいと考えております。 

 また、この医療費制度、受給者負担金の制度でございます。あくまでも県と市町村が確認しなが

らこの制度を取り決めして、実施をしてきた制度でございまして、高山村だけここで一抜けたとか

といったそういった問題ではなくて、県下の中で、やっぱりみんなで今後どうしていくのかという

ことを検討しながら進めていくことがよろしいのではないかと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────２番 勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 先ほど、ほかの県で成功している事例というのでちょっと話をしたんですが、そこでは、隣の群

馬県ですけれども、保育園、小学校、中学校に子どもが通う3,000人の保護者、こちらのほうから

高崎市内でありますがアンケートを実施して、この子どもの医療費無料化のアンケートを実施して

おります。その中で、やはり９割が軽度な症状の場合は様子を見守る、または過剰な受診を控える

といった形で、多くの保護者が適正受診を心がけているという行動を推察されるといったアンケー

ト結果になっております。高山村は、アンケートは実施しておりませんが、危惧される点は、無料

化だから何でも構わず受診してしまえとか、そういうふうに発展してしまう考えがあってはならな

いということで、結果的にこの3,000人の保護者のほうでは、多くの方たちが適正な受診を心がけ

る行動を取っていると推察されることができております。それで、県外の知人に、医療費無料化を

してもらって非常に羨ましがられているという声も出ているということで、こういった制度を利用

して、親の負担を減らして、子どもたちの健康を守るすばらしい県と、高山村についてはすばらし

い村という形で評価していただければ、非常に効果が上がると思うんですが、ぜひその方向で進め

ていただきたいと思います。 

 以上、質問のほう終了いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、勝山正弘議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。これより本休憩とします。 

 会議は午後１時から再開します。 

午前11時51分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────４番 梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 通告書に従いまして、質問いたします。 

 質問事項１、コロナ禍の村民生活の影響と今後の平常回復活性化策について質問します。 

 新型コロナウイルス感染症の日本の現状は、ワクチン接種の普及が進み、感染者の数は急激に減

少してきました。高山村も積極的にワクチン接種の普及に取り組み、また、医療関係者の方々の御

努力によって感染者はゼロが続いております。しかし、なお、再々拡大の懸念から長い間の自粛生

活を強いられています。この質問通告書を提出してから既に20日間ほど経過しておりますが、ここ

１週間ほど前から世界の多くの国で新たなオミクロン株の感染が判明し、拡大してきており、日本

政府も懸命に水際対策を講じています。しかし、その詳細は解明しておらず、オミクロン株につい

ては、今後の推移を冷静に見守るべきと思います。 

 さて、高山村の現状については、国の緊急経済対策と併せ、村もコロナ対策事業として感染症克

服事業補助金や事業継続給付金、高山村バス旅応援事業支援金などが実施されております。また、

子育て世帯生活支援給付金など早期に実施されるものもありますが、そうした支援の実際の効果に

ついては、今後十分に検証していくべきと考えます。現状の村内の観光業など関連業種の打撃は、

相当大きいと思われます。また、就業機会の減少や不安定収入で困窮する世帯、また、子育て世帯

なども影響を受けていると思われます。 

 そこで、それら影響を受けている具体的内容や数字的に把握されているものを示していただきた

いと思います。 

 次に、コロナ禍の子どもたちの保育や学校教育についてお尋ねします。 

 昨年度より、保育園や学校での発表会や遠足、修学旅行、スポーツ大会など、多くがやむなく中

止や縮小となり、体験学習とか思い出づくりなど、様々な学習機会が減ってしまっていることが心

配されています。また、一村一校の小規模校なので、児童や生徒の感染が発生したときには、差別

や誹謗中傷なども心配されます。ある御高齢の住民の声です。「高齢者のことも重要だが、コロナ

禍にある今の子どもたちの未来が心配だ。マスク生活で内向きの生活が長引いて、その影響と未来

が心配だから大人がしっかり考えてあげて」と訴えておられました。 

 教育現場でも感染予防として様々な行動の規制があり、平常時とは違う貴重な教育機会が失われ

ているのではないかと懸念されます。それら学校教育での影響はどのようなことがあるのか、また、

その対策についてどのように行っているかお尋ねします。 

 次に、住民生活も長引く自粛で各種のイベントやスポーツ大会、それから地域の集まり、伝統の

祭りなど、多くが２年間ほぼ中止となっております。今、地域のつながりや伝統文化財の継承など

大変危ぶまれているところです。地域も疲弊し、個人も精神的に疲弊してきている状況から、早く
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以前の日常を回復させ、村民生活を元気にさせるには、行政の強い後押しが必要と考えます。 

 そこで、３回目のワクチン接種の予定、状況を含めて、村独自の感染状況の基準を定めてイベン

ト開催時のガイドラインつくりなどにより、村民の経済と住民生活の平常を回復させるために、村

独自で行動規制の緩和や自粛解除の発信を積極的にすべきではないでしょうか。 

 以上、コロナ感染症の影響と今後の平常回復活性化策について答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 コロナ禍の村民生活の影響と今後の平常回復活性化策についてお答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症については、令和元年12月に中国湖北省武漢市において最初の感染者

が確認されて以降、瞬く間に全世界に感染が拡大し、２年が経過しようとしております。そして、

今なお社会全体に大きな影響を及ぼし続けております。日本におきましては、令和２年１月に国内

初となる感染者が確認されて以来、感染が拡大し、国においては、爆発的な感染者の増加を抑える

ため、昨年４月に全国に緊急事態宣言等を発出するなどの対策を講じましたけれども、これまで度

重なる感染の波が起きてまいりました。 

 そのような中で村では、これまで国や県の新型コロナウイルス感染症への対処方針などに基づき、

新型コロナウイルスとの共存を図るための新しい生活様式の定着に向けた取組と３密を避けること

を始めとして手洗いやマスクの着用、身体的距離の確保など、感染拡大防止の基本的な対策をお願

いするとともに、県が作成した新型コロナウイルス感染症対策県民手帳や各種の感染予防啓発チラ

シを配布するなど、対策に努めてまいりました。 

 一方、暮らしや落ち込んだ経済対策としてこれまで国の特別定額給付金を始め、村独自の子育て

世帯生活応援給付金のほか、事業の継続を支援するための事業継続支援事業や、プレミアム付商品

券発行事業の拡大、さらには村民１人につき3,000円分、あるいは5,000円分の継続したクーポン券

を発行するなど、村内経済回復のために国や県の制度とともに各種の支援策を講じてきたところで

あります。こうした状況の中でワクチン接種の効果が徐々に表れて、最近では、全国の感染者数が

減少するとともに県内の感染者数も非常に少ない状況にあります。 

 そこで、コロナ禍による具体的な影響の内容などについてのお尋ねでありますが、このコロナ禍

において国では、感染予防対策として３密を避け、幾度となく不要不急の外出を控えるなどの要請

をしてきており、旅行などのように人が移動することで事業が成り立っている旅館業や飲食業、小

売業を始めとしたあらゆる産業に影響を与えております。 

 まず、村内事業者の影響についてでありますが、村では、これまでコロナ禍を克服するための

様々な事業を実施しておりますが、本年６月から実施しております令和３年度新型コロナウイルス

感染症対策事業継続給付金につきましては、今月末まで申請を受け付けている事業であります。事



－48－ 

業内容といたしましては、コロナ禍の影響を受けた事業者の令和２年中の売上高が、令和元年また

は平成30年の売上高と比較して10％以上減収している場合、その減収率に応じて給付金を交付する

事業でありますが、12月１日現在の状況では、村内60の事業者から申請があり、総額では1,988万

円を給付しております。この内容については、60事業者の令和２年中の売上高は21億9,322万円で、

比較対象となる令和元年または平成30年の売上高が34億32万円でしたので、差引き12億710万円減

収し、率にして35.5％の減収率となっております。 

 また、従業員数が多い企業や個人経営の事業者など、いろいろな事業形態がありますので、あく

までも単純平均でありますが、１事業者当たりの売上減収額の平均では、約2,011万円となってお

ります。さらに、商業関係の業種別の減収率では、旅館が28.8％、飲食業が23.0％、飲食品小売業

が26.2％となっております。一方、建設業を含む工業関係においても38.1％と減収率が高くなって

おり、コロナ禍においては、あらゆる産業の皆さんが影響を受けているものと考えております。ま

た、この新型コロナウイルス感染症の影響を受けて令和２年度から本年12月１日までに県の経営健

全化支援資金の融資を受けた事業者は59件で、借入額の総額は６億9,472万円となっております。 

 続いて、村民生活への影響でありますが、村では、日頃から生活で困窮されている方の相談窓口

として、村民生活課福祉係が高山村社会福祉協議会と連携を図りながら対応させていただいており

ます。こうした中で国では、令和２年度より新型コロナウイルス感染症により、影響を受けた個人

の方に対する生活福祉資金の特例貸付制度を実施しており、村では、高山村社会福祉協議会におい

て、相談や貸付業務の窓口を開設して、対応していただいております。この特例貸付制度では、新

型コロナウイルス感染症の影響によって休業を余儀なくされたり、仕事が減少したことで収入が落

ち込んだ方を対象に、緊急かつ一時的な生計維持のために生活資金として貸し付ける緊急小口資金

と新型コロナウイルス感染症の影響によって失業したり仕事が落ち込んだことで収入が減少し、そ

の状態が長期にわたることで日常生活の維持が困難な方に生活の立て直しまでの一定期間、生活費

を貸し付ける総合支援資金の２種類の貸付けを行っております。このうち貸付限度額が20万円の緊

急小口資金は、村民の方が令和２年度から令和３年度中に利用された人数で10人、その内訳は、７

人が自営業、３人が会社員または個人の方となっております。 

 また、総合支援資金は、初回の貸付けとして１か月の貸付限度額が20万円、貸付期間が３か月と

なっておりますが、３か月で生活再建に結びつかない場合は、さらに３か月の延長、再延長と最長

では９か月で、180万円まで貸付けが可能となっております。この資金を令和２年度から令和３年

度中に利用された方は、延べ人数で18人、このうち８人が自営業、10人が会社員または個人の方と

なっております。 

 なお、緊急小口資金及び総合支援資金の２つの制度を利用された方は、実人数で14人、このうち

２つの資金の限度額である200万円を借り入れた方は、お１人となっております。 

 次に、学校教育での影響と対策についてお答えいたします。 
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 昨年12月、安倍首相は、全国の小中学校、高等学校及び特別支援学校に臨時休業の要請をされま

した。この要請を受け、本村におきましては、小中学校を３月２日から実質35日間の臨時休業とし、

４月６日から新学期をスタートしましたが、感染拡大は収まらず、４月13日から５月24日まで再び

臨時休業としております。この長期にわたる臨時休業により、授業時間の減少だけにとどまらず、

基本的な生活習慣や学習習慣の乱れ、学校とのつながりの希薄化等、様々な問題が懸念されること

となりました。このため、小中学校とも休業中に分散登校日を定期的に設けて、家庭学習や生活状

況を確認するとともに、ケーブルテレビを活用して学校からの連絡及び宿題の確認を行っておりま

す。そして、５月25日からの休業明けには、臨時休業で遅れた学習内容について精査をし、小中学

校とも夏休みを大幅に縮小して、授業時数を取り戻しております。 

 しかしながら、２年後の現在も感染の拡大は収まらず、コロナウイルス感染症の予防対策を講じ

ながら教育活動を維持していくという大変厳しい状況にあります。このような中で、学校行事にお

いて、小学校の音楽会では、飛沫拡散防止の工夫、そして運動会では、種目の精選や開催時間の短

縮、修学旅行では、感染拡大地域を避け、県内への目的地変更等を行いながら実施をしております。 

 また、中学校では、昨年度の紅葉祭の大幅縮小に引き続き、今年度は、分散開催、修学旅行でも

２年続けて目的地や日程の変更等、様々な感染予防対策を講じながら実施してまいりました。この

ような状況の中でも子どもたちは、コロナウイルス感染症の厳しい現状を理解して、教育活動は大

幅に制約されてはいますが、精いっぱい各種の活動に取り組んでおります。 

 また、保護者の皆様には、御家庭での健康観察、学校行事への参加人数や時間の制限等、様々な

感染予防策に御協力をいただいてまいりました。このような中でコロナウイルス感染症は、誰もが

感染する可能性がありますので、感染者に対して差別をしたりすることのないように指導するとと

もに、保護者の皆様にも御協力をいただくようにお願いをしてまいりました。新型コロナウイルス

感染症の収束が見通せない中ではありますので、そのような中でも子どもたちが力強く生きていく

ことのできる教育に全力を挙げて取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、村では、これまで新型コロナウイルス感染症が拡大し、村民の皆様に感染症対策をお願い

するに当たり、感染が確認された皆様への人権に配慮するため、子どもたちはもとより、村民の皆

様誰もが不当な差別や誹謗中傷が起きないよう、その都度、村民の皆様に呼びかけを行ってまいり

ました。今後も患者や陽性者、医療機関や福祉施設等に勤務されている方々、交通機関や物流など、

私たちの生活を支えていただくため、いろいろな業務に従事されている方々、あるいはワクチン接

種をしない、またはワクチン接種ができない方やその御家族の方など、人権侵害が起きないように

広報活動を行ってまいりますとともに、温かい社会づくりに努めてまいりますので、よろしくお願

いいたします。 

 次に、村独自の感染状況の基準をつくり、自粛解除の発信を行うことについてでありますが、村

では、村民の皆様の御理解と御協力により、これまでスムーズに２回目のワクチン接種を行うこと
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ができました。これからさらに抗体の効果が高められるよう３回目のワクチン接種が始まりますが、

引き続き、御協力をいただきたいと考えております。こうした取組の中で現在全国では、感染者数

の減少が進み、少しずつ人の流れも増加して、経済活動も活発化してきているのではないかとこの

ように思っております。 

 そのような中で去る11月30日に、村商工会から村内飲食店の利用の推奨と、感染防止対策を講じ

た忘年会や新年会の実施を広く呼びかけていただきたいと御要望をいただきました。村といたしま

しては、新型コロナウイルス感染症感染拡大を防止するための様々な自粛要請により、大きな影響

を受けた村内の飲食業や、宿泊事業者等が元気と活力を取り戻していただくため、村民の皆様にク

ーポン券などを大いに利用していただき、年末年始の会食等の推奨をお願いさせていただいたとこ

ろでございます。 

 また、職員についても、これまで飲食を伴う会議などのほか、職員同士の懇親会についても、で

きる限り自粛を呼びかけてまいったところでありますが、職員同士のコミュニケーションを深める

機会は、大変重要なことから、係単位程度の少人数における村内でのお酒を伴った飲食等が実施で

きるよう職員における感染防止対策の方針などを改定し、広く開催を呼びかけたところであります。 

 そこで、議員のお話にある村独自の感染状況の基準等の作成についてでありますが、感染警戒レ

ベルの基準は、本村には感染症に係る専門家がいるわけでありませんので、独自の基準を設けるこ

とは困難であり、基本的には、国や県の基準に沿って対応してまいったところであります。また、

本村は、長野市を中心とした長野広域圏が生活圏であり、本村を含めて、この地域が連携した中で

感染症対策を講じていくことが極めて重要であるとも考えております。さらに、ＷＨＯ（世界保健

機関）が最も警戒レベルが高い懸念すべき変異株として指定したオミクロン株の今後の感染拡大状

況などにも十分注意していかなければなりません。 

 したがいまして、村といたしましては、経済活動の活性化に向けたさらにきめ細かな事業に取り

組むとともに、引き続き、感染症対策の基本となる新しい生活様式の取組の中で３密の回避を始め

として、手洗いやマスクの着用、身体的距離の確保など村民の皆様や事業者の皆様には、これまで

どおり徹底していただくようお願いしてまいりたい、このように考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────４番 梨本議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 再質問ということではありません。コロナ対策事業は、先ほど来、本当に種々対策いただいてお

ります。即効性のある支援をお願したいと思います。使い勝手のいいものがあったら、即、すぐに

やっていただくということでお願いしたいというふうに思います。 

 それから、学校教育においては、先生方の働き方改革というようなこともございます。部活を縮
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小したりですとか、そういうこともあろうかと思いますが、ぜひ、この村にあるスポーツ少年団だ

とか、そういう社会体育の機関との連携協力をぜひとも取っていただいて、子どもたちを補ってい

ただきたいとそのように思います。このコロナ感染症は、災害とも言うべきで、命を脅かすもので

ありますけれども、行動規制などで住民、我々の精神面のダメージが相当に大きいとそのように思

います。早く元気な日常を取り戻す、そういう希望のあるメッセージ、コロナ禍が過ぎたら、本当

に先が明るいというような気持ちになれるような、また村長からの強いメッセージをお願いしたい

と思います。 

 次の質問に入ります。 

 八木沢川護岸整備と鞍掛山急傾斜地崩壊防止等の治山、治水対策について質問いたします。 

 紫子萩山の南山麓を源流とし、赤和地区から荒井原区、堀之内地区、新堀区、千本松くらいを流

れ、須坂市本郷地区より相ノ島地区を経て、千曲川に合流する信濃川水系の一級河川である八木沢

川は、久保川と水中地区を流れる樽沢川が鞍掛山の麓で合流しております。近年の集中豪雨では、

川の流量は急激に増してくる状況にあります。高山村防災ハザードマップでも急傾斜地崩壊の土砂

災害警戒区域であり、洪水浸水想定区域に指定されている場所であります。合流地点の鞍掛山は、

大変崩れやすい特異な地表で覆われ、急傾斜地の護岸上部には既に崩壊している箇所があります。

また、さらに、川幅も狭く、山側の護岸は、いまだ整備されていない箇所が多くあります。 

 令和元年の台風19号豪雨では、新堀区公会堂の真横の護岸が破壊され、越水洪水の危険がありま

した。所管する須坂建設事務所において、破壊箇所は修復されたばかりでありますが、既に山側護

岸はえぐられてきており、今後の大雨や強風での倒木から大規模な崩落によって川がせき止められ

た場合には、洪水氾濫により、新堀地区を始め近隣地域に甚大な被害が発生することが予想されま

す。よって、早急に八木沢川の護岸整備と鞍掛山急傾斜地崩壊予防の土砂防護柵の設置が必要と考

えますが、村としての認識と現在の対応状況はどのようなものか答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 八木沢川護岸整備等の治山、治水対策についてお答えいたします。 

 まず初めに、本村は、三方が山々に囲まれた地形を有しておりますことから、大雨などによって

土砂災害の発生するおそれがあるとして、長野県では平成19年３月に、土砂災害防止法に基づいて

危険区域は、土石流が22か所、急傾斜地の崩壊は103か所、地滑りは17か所の、合わせて142か所が

土砂災害警戒区域に指定されております。この指定を受けて、村では土砂災害による被害を最小限

にとどめるため、ハード対策を図るとともに、ソフト面での対策として令和３年３月に高山村防災

ハザードマップを更新し、全戸に配布し、村民の皆様の防災知識の向上を図っているところであり

ます。地球温暖化による自然災害の激甚化や頻発化が予想されるため、これまで以上に自然災害に



－52－ 

対する対策強化が重要であると考えております。 

 そこで、議員お尋ねの鞍掛地籍における八木沢川護岸整備と急傾斜地崩壊対策についてでありま

すが、毎年、村では県が管理する道路や河川、急傾斜地崩壊対策事業などについて、須坂建設事務

所と合同で事業調整会議を開催するほか、長野県議会の危機管理建設委員会に対して、八木沢川護

岸整備と急傾斜地崩壊予防対策について、早期に事業を実施していただくよう要望をしているとこ

ろであります。そうした中、急傾斜地崩壊対策事業として平成27年には、新堀の鞍掛地籍に崩壊土

砂防止柵の整備が完了したところであります。 

 しかしながら、議員お話の堀之内の鞍掛地籍には、八木沢川護岸の未整備区間や山腹崩壊のおそ

れがあることなどから、早期に対策を講じていただくよう県へ要望をしておりますが、県では八木

沢川の護岸整備については、諸事情から早期の事業着手は困難であるとの回答があり、また、急傾

斜地崩壊対策事業については、急傾斜地の崩壊により危害のおそれのある土地の区域内にある住宅

戸数が基準に満たないことなどから、事業化が困難であるとの回答をいただいております。 

 このようなことから、八木沢川の護岸整備や急傾斜地崩壊対策事業の導入は、大変厳しい状況に

ありますが、議員お話のとおり、鞍掛山の山腹には一部崩壊箇所があることから、今後は、治山事

業の導入が可能かどうかなどについても協議してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────４番 梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 再質問させていただきます。 

 令和２年３月の第六次高山村総合計画の治山治水の主要施策には、土砂災害防止対策の推進とし

て県及び関係機関と連携し、急傾斜地崩壊防止と河川の氾濫防止を図るということとなっておりま

す。先ほど県議会の危機管理対策のほうに話をしていっているということであり、須坂建設事務所

からは、早期の着手は困難であると、それから、被害住戸の戸数が少ないので、その基準に達して

いないので、なかなか着手ができないというようなことのお話、今いただきましたけれども、一級

河川の整備は、県の須坂建設事務所、所管されております。急傾斜地対策は、これは、林野庁がそ

ういう山の管理するところの事業というところになろうかと思います。それぞれが陳情等必要であ

れば、早期に着手してほしいということでありますので、村の行政のほうも積極的に動いていただ

きたいというふうに思います。何か必要なことがあれば、地域住民、地域の地区、自治区そのよう

なところで、みんなで協力し合いながら、県への陳情、国への陳情が必要であれば、積極的にやっ

ていきたいと思いますので、その辺も村に主導していただいてお願いしたいというふうに思います。 

 土砂防護柵というのが一番、スロープガードフェンスというのが設置ということが非常にそれほ

ど工事費も高くなく、割と容易にできる工事の１つだというふうにも聞いております。ぜひ、そう
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いうようなことも含めて、早期に着手できるように何としても道を開いていただきたい、そのよう

に思いますので、御協力をお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問についてお答えいたします。 

 鞍掛について、急傾斜地について、早期にということで総合計画にあるということですので、こ

ういうお話でありますけれども、先ほども答弁に申し上げましたように、村内には103か所の急傾

斜地がございます。そういったことで非常に多い、もちろんこれは村内だけですので、当然、国に

おいては、相当数ある。そして、それらを防ぐために一定の基準は、これ設けざるを得ないという

ふうに思います。そして、基本的には、災害対策基本法によって、そして、それの下において、い

ろいろ決めて、設定基準がされるというふうに思っていますけれども。 

 先ほどの基準戸数とか、こういうふうに申し上げましたけれども、場合によっては、これ基準戸

数は、単位としては100ｍ単位において何戸とこういう基準があるわけで、それによっていい悪い

の判断、また、対応を国のほうでやっておりますけれども、村としても今議員のお話のように、そ

れとは別に、しっかりと要望はしてまいりたいというふうに思いますが。ただ、近年の地球温暖化

によって気温が上がっております。そういったことで今まで以上の自然災害が予期せぬときに起き

るとこういうこともありますので、十分議員のいわれたことを踏まえながら要望活動をしてまいり

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────４番 梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 八木沢川の護岸整備については、よろしく、また御相談等させてもらっていきますので、よろし

くお願い申し上げます。 

 それでは、最後の質問ですが、災害発生時の避難所の環境改善について質問いたします。 

 災害発生が予測されたときには、第一に命を守る行動を取ること、安全にかつ迅速な自主避難が

最重要とされております。本村でも緊急避難勧告が出されたときに、避難所を開設して、それぞれ

自主避難された方々も多くおられました。徐々に自主避難の意識も広がりつつあると思います。住

民の皆さんに迅速な避難を勧めるに当たり、避難所となる場所の環境改善は、大変重要であると思

います。より身近な公会堂や住民センターは、畳の部屋や厨房を備えており、避難してきた住民に

とっては、安心できる安全な第一避難所となり得るのではないでしょうか。また、第一避難所とし

て必要とする地区の公会堂には、防災資材の整備や食料品の備蓄など、村からの支援が必要と考え

ます。このことについて答弁を求めます。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 災害発生時の避難所の環境改善についてお答えいたします。 

 初めに、地域の公会堂が第一避難所になるのではないかとのお尋ねでありますが、村では地震や

風水害等の自然災害により、住民の皆さんなどの生命に危険が及ぶような事態に備えて、あらかじ

め小中学校の体育館やトレーニングセンターなどを地域防災計画に定める指定避難所として指定し、

災害の発生が予想されるときや災害発生時に速やかに避難していただくこととしております。現在、

村が指定した避難所は、全部で15か所あり、そのほとんどが公共施設でありますが、このうち牧地

区の農業生活改善施設と駒場公民館の２か所につきましては、地域の公民館として利用している施

設を指定させていただいております。 

 そのような中で本村には、レッドゾーンやイエローゾーンの土砂災害警戒区域が多く指定されて

いることや、浸水被害が想定される区域も広範囲にわたっておりますことから、危険区域内にお住

まいの皆様には、大雨による土砂災害の危険性が高まった場合、このエリア以外の避難所に速やか

に避難していただくこととしております。このようなことから、各地区全ての公会堂を避難所に指

定することは、困難であると考えております。 

 しかしながら、公会堂を指定した２か所の避難所は、床面積が小さいため大勢の皆さんが避難す

ることは難しいわけでありますが、公会堂は畳の部屋であることや、小部屋もあることで、高齢者

を始め女性や障がい者などのプライバシーが確保されること、また厨房設備があることで、温かな

食事をとることもできるなど、体育館などにはない過ごしやすい環境にあるものと考えております。 

 したがいまして、今後は、新型コロナウイルス感染症への対応も考慮した避難所運営をしていか

なければなりませんので、現在ある避難所だけでは手狭なことから、大雨時に危険が及ぶことのな

い地区公会堂等の避難所の指定について、区長さんなど関係の皆様とともに検討してまいりたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、地区の公会堂に防災資機材などの支援ができないかというお尋ねでありますが、村が指定

した避難所において災害時に必要となる様々な資機材等は、基本的に村が行うこととなりますが、

指定避難所以外の公会堂は、村民の皆様に避難していただくことを想定しておりませんので、現時

点においてお話にあるような支援は、難しいものと考えております。 

 しかしながら、今後、地区の公会堂を指定避難所に指定した場合は、村が整備するものも含め、

地域の皆様と支援の在り方について検討する必要があるものと考えております。したがいまして、

現在、地区ごとに計画づくりをお願いしております地区防災計画の策定に併せて、区民の皆様や自

主防災組織の皆様方からの御意見をお伺いする中で公会堂などを指定避難所に指定できるかどうか

なども含め、総合的に検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────４番 梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 再質問ではございません。コロナ感染症対策の分散避難ということもありまして、地域のそうい

う住民センター等もまたそれも有効ではないかとまた考えます。それから、住民同士が支え合う共

助のという意義においても住民の皆様の意識の向上ということもありますので、地域の公会堂等も

また有効に指定していただければというふうに思います。 

 これで、質問を終了します。ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で梨本進議員の質問を終わります。 

─────11番 柴田弘男議員。 

○11番（柴田弘男議員） 

 通告に従い質問いたします。 

 本村の公共施設ＹＯＵ游ランド多目的ホール屋内運動場について質問をいたします。 

 建設は、平成２年度、木造平屋建てで、床面積は、991.38平米、約300坪、ゲートボールコート

２面であります。建設費は、8,792万9,000円の施設です。平成５年５月23日にＹＯＵ游ランドがオ

ープンしました。平成24年度に床面を砂地面から人口芝に改修されています。改修理由は、砂地面

だと砂ぼこりでズボンの裾が汚れる、ゲートボール以外のイベントなどにも利用しやすいように。

改修費、820万7,000円であります。平成25年度４月１日に名称を屋内運動場から多目的ホールに変

更されています。 

 そこで、質問をいたします。 

 放送施設の整備について、現状、移動式の簡易放送用器具を事務所からお借りしていますが、い

ろいろの大会や練習チームがあり、室内に放送設備が必要ではないでしょうか。利用者は、長野パ

ルセイロ、村では総合型スポーツクラブ、ゲートボール協会審判員講習会、須高子ども劇場、太極

拳、各地区のゲートボールの練習で使用していますので、放送設備が必要ではあると思います。 

 ２つ目に、コートの床面について。 

 現状、人口芝ですが、２面のコートに低いところがあり、ゲートボールでは公式の試合にはそぐ

わないため、平らにしてほしい、また、天然芝にならないかという要望があります。また、野外に

天然芝コートができないか、他の市町村には天然芝のコートがあるようです。本村にも天然芝が必

要ではあると考えます。 

 ３つ目、夏場の使用では、天窓の開閉が不具合で、室内が非常に暑い状況であります。現状、開

閉がスムーズにできず、これを開け閉めが簡単にでき、天井に扇風機を設置してほしいとの要望が

あります。 
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 以上、この３点について質問をいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮川村民生活課長。 

○村民生活課長（宮川裕明） 

 通告に従いまして、屋内ゲートボール場設備の修繕についてお答えいたします。 

 森林スポーツ公園内にある現在の多目的ホールは、平成５年にＹＯＵ游ランド温泉プール棟と併

せて屋内運動場として建設され、建設当初は、主に屋内ゲートボール場として利用されてまいりま

した。その後、利用されている皆様からは、砂ぼこりが舞うなどの御意見をいただく中で平成24年

において約680万円、附帯工事を合わせますと820万ほどをかけまして、砂の床に硬化剤を混和し、

転圧した上に人口芝を敷設いたしました。 

 このことによって平成25年４月からは、ゲートボールのみならず、イベントや少年サッカーなど、

多目的に利用できることから、施設の名称を多目的ホールに変更し、子どもさんから高齢者の皆さ

んに至るまで、幅広く多くの皆さんに御利用いただいております。 

 そこで、まず初めに、放送設備の設置についてのお尋ねでございますが、現在、多目的ホールを

利用されている団体等が放送設備を必要とされる場合は、ＹＯＵ游ランド窓口から持ち運びのでき

る小型のアンプを借りるなどして、それぞれイベント等を開催していただいております。この小型

のアンプにつきましては、小さくても大変性能が優れておりますことから、多目的ホールで利用さ

れても十分その役割を果たせるものと思っております。 

 そのようなことから、施設内への放送設備の設置につきましては、御利用いただいている皆様の

御意見等をお聞きする中で、使用頻度や必要性、費用対効果などについて調査研究してまいりたい

と考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、人工芝から天然芝に変更することはできないかとのお尋ねでございますが、先ほど申し上

げましたが、多目的ホールの人口芝は、平成25年から使用を開始しており、今年で９年目を迎えて

おりますが、利用する団体によっては、激しい運動等が行われ、部分的に凹凸が生じております。

これを解消するためには、現在の固めた砂地を仮にコンクリートに改修する場合、業者からは

1,600万円程度の工事費がかかると言われております。こうしたことから、議員御指摘の明らかに

プレー等に支障を来している箇所につきましては、部分的な補修により修繕を実施してまいりたい

と考えております。 

 したがいまして、人口芝を天然芝に張り替えることにつきましては、維持管理や費用の面などか

ら、相当の負担が生じるものと思われますことから、実施は困難であると考えておりますので、御

理解いただきますようお願いいたします。 

 次に、天井への扇風機等の設置についてでございますが、多目的ホールにつきましては、屋根裏

に断熱材がないことなどから、夏場は、熱せられた屋根の熱がそのまま室内に籠ってしまい、室内
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温度が上昇する状況になりますことから、議員御提案の扇風機等を天井に設置した場合、上部の熱

い空気を下に押し下げるだけであまり効果がないものと思っております。 

 また、本年度において試験的に屋根の上をスプリンクラーで冷やすなど試してみましたが、ほと

んど効果がないことから、現段階では、これといった改善策が見いだせない状況にあります。この

ため、次年度におきまして、当面不具合が生じている天窓を修理し、換気等の改善を図ってまいり

たいと考えておりますので、御理解いただきますようお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────11番 柴田弘男議員。 

○11番（柴田弘男議員） 

 ありがとうございます。 

 大変いい話、２点ばかりお聞きしました。人口芝のこれ、平らにするのもぜひよろしくお願いし

ます。 

 それで、再質問をいたします。 

 この要望３点は、ある協会、クラブから出されたものであります。それがいまだかつて何の御報

告もありませんとの話です。どういうことであるのか、またお聞きしたいと思いますが、どうでし

ょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮川村民生活課長。 

○村民生活課長（宮川裕明） 

 この３点につきましては、本年の３月の末だったと思います。文書で御要望をいただいておりま

す。そういった中で担当の係長は、御要望をいただいた団体の方とはお話をしたつもりだったとい

うことでございますけれども、多少行き違いが生じていたものと考えますので、その辺は深くお詫

びを申し上げます。ただ、予算的には、なかなか３月末に御要望をいただいたということの中で、

新年度予算が既に確定している中で、なかなかすぐに着手には移れないということでございました

ので、来年度へ向けて、そういった面について検討してまいりたいということでございますので、

よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────11番 柴田弘男議員。 

○11番（柴田弘男議員） 

 分かりました。使用する皆さんが楽しくスポーツができるように、体を動かせるように、整備を

よろしくお願いしたいと思います。 

 これで私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 



－58－ 

 以上で柴田弘男議員の質問は終わります。 

 しばらく休憩します。ただいまから議場内の換気のため、10分間休憩します。 

 会議は午後２時10分に再開します。 

午後１時57分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後２時10分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 ４項目について質問いたします。 

 初めに、子育て支援の充実について３点お伺いをいたします。 

 １点目、学校給食の無償化についてです。 

 学校給食法では、学校給食の目標として７点挙げています。１、適切な栄養の摂取による健康の

保持増進を図ること。２、日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営む

ことができる判断力を培い及び望ましい食習慣を養うこと。３、学校生活を豊かにし、明るい社交

性及び協働の精神を養うこと。４、食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての

理解を深め、生命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。５、食生

活が食に関わる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深め、勤労を重んじる態

度を養うこと。６、我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。７、食

料の生産、流通及び消費について正しい理解に導くこと。 

 以上になっています。 

 今、村では１食140円、公費負担を実施していますが、この公費負担についてどのような観点か

ら進められているのでしょうか。そして、そもそも140円という金額、数字は、何に基づいて実施

されているのでしょうか、お伺いをいたします。そして、一刻も早く完全無償化に踏み切るべきだ

と考えますが、これを進めていくためにはどういう課題があるのか、お答えをお願いをいたします。 

 次に、国民健康保険税の子ども均等割を賦課している件について伺います。 

 この定例会に村税条例の改正案が提案をされています。その内容は、来年度から国保税における

子どもの均等割について未就学児に限って５割を公費で負担するというものです。これまで国保税

は、子どもの数が多いほど負担が引き上がる、均等割には、まるで人頭税、子育て支援に逆行して

いるという批判があり、多くの団体、関係者が見直しを要望してきたものです。就学前の子どもに

限って均等割の一部が軽減されるわけですが、制度の害悪の解消にはなりません。 

 そこで、伺いますが、こうした子どもにも均等割を課す制度をどのように捉えているのでしょう
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か。妥当な制度として受け止めておられるのでしょうか、答弁を求めるものです。 

 税条例を改正して、子どもの均等割をなくすことが最良であると考えますが、そこに困難性があ

るとするならば、国保加入世帯が負担する子どもの均等割相当分について一般会計で補助制度をつ

くり、実質廃止とすることを求めるものですが、いかがでしょうか。 

 ３点目、学童保育について伺います。 

 学童には、約600万人いる小学生のうち、130万人が通っていると言われております。国の予算規

模は、700億円程度といわれ、その充実が求められています。本村の利用者を見ますと、令和２年

度の実績で公立の学童クラブが１年生18人、２年生20人、３年生24人の計62人、私立の学童保育聖

徳園では、１年生から３年生までが40人、４年生から６年生までが30人の計70人となっています。

それぞれの施設で放課後や長期の休みなどにおいて、子どもたちの安全・安心を守っています。公

立の学童クラブは、３年生までの受入れとなっていますが、公立でも６年生までお願いできないか、

こうした村民の声があります。こうした声をどのように受け止めているか、そして、こうした村民

の声にどう応えるのか答弁を求めるものです。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 子育て支援の充実についてお答えいたします。 

 本村の子育て支援策につきましては、結婚、出産支援の充実、母子の健康増進と妊娠期からの切

れ目ない相談支援の充実、延長保育や一時保育、児童クラブ事業などの仕事と子育ての両立支援の

充実、出産祝金や入学祝金、保育料の軽減や学校給食費の軽減など、総合的に取り組んでいるとこ

ろであります。 

 まず初めに、学校給食費の公費負担についてのお尋ねでありますが、学校給食費は、学校給食法

により、児童生徒が食べる食材料費を学校給食の対価として保護者が負担するものと、このように

規定されております。現在、給食費の徴収につきましては、年間分を５月から翌年の２月までの10

回にわたり、一月当たり20食の計算でお支払いいただき、年度末で実績精算させていただくことと

しております。村では、少子化対策及び子育て支援策の一環として、子育てに係る経済的支援と負

担の軽減を図るため、平成28年度に給食費の単価を10円引き下げ、その後、段階的に公費負担額を

引き上げることとして、高山小中学校の児童生徒について、平成29年度に１食当たり25円、平成30

年度に40円、令和元年度に70円、そして令和２年度に140円を公費として負担させていただき、本

年度におきましても140円の公費負担を継続させていただいています。 

 給食１食当たりの給食費の額につきましては、小学校低学年が264円、小学校高学年が274円、中

学生は304円として計算させていただいており、１食当たりの給食費の平均額が280円となりますの

で、現在その２分の１に当たる140円を今年度公費で負担としており、140円の根拠につきましては、
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公費負担なしでも御負担いただける保護者と、公費負担２分の１でも重い保護者がいらっしゃるも

のと承知をしております。このような現状認識から、２分の１である現在の140円の負担が妥当で

はないかと、このように判断しております。 

 また、完全無償化を進めるための課題についてのお尋ねでありますが、学校給食費の無償化につ

きましては、保護者の経済的負担軽減や子育て支援を進める意味では、大変有効な１つの施策であ

ると考えられますが、先ほど申し上げましたように公費負担額については、現時点で２分の１が妥

当と考えております。現在、無償化は、住民税非課税の保護者とさせていただいておりますが、今

後ますます少子化が進行すると予想される中でありますので、給食費の無償化に限らず、支援策の

充実を図っていかなければならないと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、国保の子どもの均等割の実質廃止についてのお尋ねでありますが、国民健康保険税の課税

方式につきましては、地方税法に基づき市町村が条例で制定し、課税することができることとされ

ており、医療分のほか、高齢者に係る支援分及び介護分の３つの部分から成り立っております。こ

うした中、本村におきましては、国民健康保険事業に要する費用を加入者のそれぞれの所得に応じ

た所得割と資産に応じた資産割の応能負担分と、また加入世帯の加入者数に応じた均等割と１世帯

について加算する平等割の応益負担の４項目によって算出し、加入世帯の世帯主に賦課をさせてい

ただいております。このうち、応益負担分の均等割と平等割につきましては、所得の低い皆さんに

配慮し、世帯主と加入されている方の合算所得に応じて７割、５割、２割を減額するなど、加入世

帯の負担軽減を図っております。 

 そこで、まず初めに、子どもの均等割についての見解のお尋ねですが、国民健康保険税には扶養

という考え方がなく、加入者全てが被保険者となっているため、収入のない子どもさんについても

人数分の均等割が賦課されています。多子世帯を含めた子育て世帯に対する負担軽減につきまして

は、少子化社会に対応するため、大変に重要であると認識をしており、子どもの均等割負担の廃止

につきましては、全国の町村会、全国の市長会や全国知事会を通じて、これまでも再三にわたり国

に要望してまいりました。この結果、先ほど議員御指摘のとおり、令和４年４月より、子育て世帯

の経済的負担を軽減する観点から、未就学児に係る均等割保険税について５割軽減することとされ、

軽減分については、国が２分の１、県と市町村が４分の１をそれぞれ財政負担することとなり、今

12月定例会において、村税条例の一部を改正する条例案を提案させていただいております。 

 今後も引き続き、町村会等を通じて国に対し、子どもの均等割廃止について要望してまいりたい

と考えておりますので、御理解いただきますようお願いいたします。 

 次に、一般会計での補助制度創設による実質廃止についてのお尋ねですが、国民健康保険法の一

部改正により、平成30年度から都道府県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的

な事業の確保等、国保運営に中心的な役割を担うこととされ、令和９年度までに長野県下の市町村

の保険料の統一に向け、現在、県が示したロードマップに基づき、各市町村でそれぞれ課題解消に
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向けて取り組んでいるところであります。 

 そうした中で国保財政を健全化する観点から、国の示す基準以上の国保会計への一般会計の繰入

れ、通称、法定外繰入れは、早急に解消するよう通達がされており、また、国から配分される保険

者努力支援制度交付金では、インセンティブ措置が導入されておりますことから、法定外繰入れは

実質できない状況となっております。こうした中、議員御提案の一般会計においての補助制度創設

による実質廃止でございますが、現在、県内では、１つの町が第３子以降の子の均等割について補

助をしておられると聞いております。 

 しかしながら、一般会計において国民健康保険加入の子どもさんを限定した補助金制度を創設す

ることは、国民健康保険に加入していない村民の皆様にも負担を求めることになりますことから、

村民の皆様に御理解をいただく必要があるものと考えております。このため、一般会計における補

助金制度創設による子どもの均等割実質廃止につきましては、近隣市町村の動向を見ながら慎重に

検討してまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願いいたします。 

 次に、学童保育についてのお尋ねでありますが、核家族化の進行、共働き家庭の増加などにより、

国では、保護者が勤労等で昼間家庭にいない児童への対策を進めていくこととなり、平成９年に児

童福祉法が改正され、学童保育が放課後児童健全育成事業として法制化されました。村では、平成

15年４月から適切な遊びや生活の場を与え、その健全育成を図る施設として公立の高山村児童クラ

ブを開所いたしました。 

 しかし、これ以前の昭和51年４月には、私立の学童聖徳園が開所され、現在も運営されておられ

ます。高山村児童クラブにつきましては、現在小学校１年生から３年生を対象として、12月１日現

在、54名在籍し、学童聖徳園におきましては、小学校１年生から６年生までを対象として、12月１

日現在、66名が在籍しており、定員70名のところ、それぞれ事前に申込みをしていただき、受入れ

を行っております。 

 そこで、村児童クラブの４年生以降の受入れについてのお尋ねでありますが、公立の児童クラブ

において、４年生以降も受け入れてほしいとの御意見があることは承知しておりますが、少子化や

働き方改革など社会情勢の変化の中で、村だけでなく地域全体で子育て支援を進めていくことが必

要であると考えております。村といたしましては、児童クラブ事業を今後も継続していくために、

以前から事業に取り組まれている学童聖徳園と協力し、共存していく中で、それぞれの特色を生か

しながら進めていくことが必要でありますので、現時点で４年生以降の受入れについて変更するこ

とは難しいものと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 再質問します。 
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 給食の無償化についてですが、やや前の資料ですが、文部科学省が平成29年度学校給食費の無償

化等の実態調査をしております。それによりますと、1,740自治体のうち小中とも完全無償化を実

施している自治体は、76自治体となっています。そして、無償化に至った経過、開始するきっかけ

となった事柄の例としては、４つ挙げられています。首長の公約移行、議会における議論、自治体

の施策の一環、ＰＴＡからの要望、これらが導入するきっかけとなったということであります。 

 そして、無償化による成果の例は、このようになっています。児童生徒、自治体への感謝の気持

ちの涵養、栄養バランスのよい食事の摂取や残食を減らす意識の向上、給食費が未納、滞納である

ことに対する心理的負担の解消。保護者にとってはどうかというと、経済的負担の軽減、安心して

子育てできる環境の享受、親子で食育について話し合う機会の増加、教育への関心の増加、給食費

納入に係る手間の解消。学校教職員においては、給食費の徴収や未納、滞納者への対応負担の解消、

食育の指導に関する意識の向上。自治体はどうかというと、子育て支援の充実、少子化対策、定

住・転入の促進、食材費高騰による経費増加の際、保護者との合意を経ず措置可能。こういうこと

が無償化による成果の例として文部科学省はまとめています。 

 もちろん先ほど読み上げました学校給食法の第11条、経費の負担のところでは、「学校給食の実

施に必要な施設及び設置に要する経費並びに学校給食の運営に関する経費のうち、これは義務教育

学校の諸負担」、だから村の負担ということですね。「前項に規定する経費以外の学校給食に要す

る経費」、これが学校給食費、材料費ということになると思いますが、「これは学校給食を受ける

児童又は生徒の学校教育法第16条に規定する保護者の負担とする」と確かにこのようにはなってい

るわけです。 

 そうした中でも順次、この無償化の例というのは広がってきているわけです。それはなぜかと言

えば、先ほど学校給食法の目的を７つほど述べさせていただきましたが、教育の一環という捉え方

です。だからこそ義務教育無償の観点から実施している自治体が増えてきているわけです。無償化

実施後の課題はどういうのがあるかということでは、この文科省のまとめで、継続的な予算の確保、

議会・住民の理解、制度の運用、制度の周知徹底や他の経済的支援制度利用者の調整など、食材費

の高騰や転入者増への対応、こうしたことが課題になっていると文科省もまとめています。その中

で予算の確保も課題と言えます。先ほども２人の議員から医療費の無料化についての質問もありま

した。その中で総合的に考えていくんだという答弁がなされていますが、内山村長が就任されてか

らも、その前からも毎年基金が１億円ずつ増加しております。平成24年度は24億7,500万円であり

ました。今34億6,800万円となっています。毎年１億円ずつ基金が増加している。確かに道路、橋

梁は修繕等が必要になる、建物も古くなってきて、修理費もかさんでくる、そうした部分はありま

すが、十分実現できる財政運営をしているのではないかと私は思います。その点で改めて、村長の

公約でもありました一刻も早い給食無償化だと、そして、今現在は、半分がちょうどいいんだと言

われましたが、ここは義務教育無償という原則に立って、一刻も早い無償化が必要ではないかと思
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いますが、再度答弁をお願いをいたします。 

 次に、国保の子どもの均等割の件でありますが、兵庫県の加西市、ここは令和２年度から実施を

しております。加西市は、人口４万2,000人、須坂よりやや人口の少ない市となっています。ここ

では、「令和２年度から子どもの被保険者、ゼロ歳から18歳に達する日以後最初の３月31日までの

間にある者ということですが、均等割が全額免除されますと、減免の申請は不要です」、このよう

に市のホームページにも載っております。 

 先ほど、さすがに子どもたちにも均等割、人頭割を課していることについては、町村会、あるい

はその他もろもろを通じて、国に要望しているんだというお話がございました。だからこそ、村で

もこの均等割の廃止に向けて、力を尽くしていくべきではないかというのは私の思いです。やはり

他の保険にはない制度なんです、この人頭割、均等割りという制度は。確かに交付を、税条例で均

等割については、廃止することはできないというふうに定められておりますから、それは難しいと

しても、やはり一般会計からの補助制度をつくってやっていくということは、他の皆さんにとって

も何ら違和感のないものだと私は思います。そうした点で再度求めるものであります。 

 学童クラブについてであります。 

 ある御家庭からお話を伺いました。この御家庭の子どもさんは、学童の迎えについてできるだけ

遅く迎えに来てほしいと、このように頼むということです。つまり、できるだけ学童の生活が楽し

いから、そこにいたいという思いを持っているということです。こうした子どもさんにとって、生

活の場として楽しい学童クラブを運営されている担当者の皆さんの御努力には敬意を表するもので

す。この御家庭でも、４年生以上でも村の学童クラブで受け入れてほしいと願ってみえます。先ほ

どもありました私立の聖徳園と村の公立の学童クラブ、それぞれ特色があって、それぞれ選ばれて

くると思うんです。したがって、少子化にどんどん移っていく中において、やはりいろいろなでき

ない理由というのはあると思うんですが、保護者や村民の皆さんにどういう姿勢で応えるかという

ことが問われていると私は思います。 

 先ほどもそうした声があることは承知しておられると述べられています。このできない理由を探

すのではなくて、保護者、村民の皆さんにどういう姿勢で応えていくのか、これが改めて問われて

いるということを再度申し上げて答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 ３点、指摘されたと思います。 

 まず１点、給食費の無償化についてでございますが、先ほどの答弁の中でも申し上げましたけれ

ども、いわゆる給食費については、全額でも十分お支払いできる、しかし、全く２分の１でも御負

担を感じておられる、このようなお話をさせていただきました。どこが適切かというその基準とい
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うのは非常に難しいわけですけれども、やはり先ほど７つのものを議員がお示しされましたけれど

も、やっぱり子どもたちは、給食費に対して非常に興味を持って、そして感謝をしていると、この

ように聞いております。 

 そういった点では、それは給食費を負担するしないとは、直接関係はしないと思うんですが、そ

ういった点で、いかに給食費無償化にすれば、先ほど全国的な話もされましたけれども、私とすれ

ば、子育て支援を、先ほど総合的に考えるというふうなことも申し上げましたけれども、給食費だ

けでなく、子育て支援の必要な御家庭においては、何かほかの支援策がある、また、そういうふう

なものを実施していかなければならないと、こういうことで、無償化については、現在のものを踏

襲していきたいとこのように考えております。 

 続きまして、国保の子どもの均等割の全額廃止、これについては、全体として今の議員の御指摘

もお聞きしましたけれども、全体としてやはり町村会、そして市長会、知事会、こういったもので、

各自治体で全国的な要望として上げて、そして実現をしていくというのがやっぱり自治体の在り方

ではないかなというふうに思っております。なかなか子どもさんを持つ御家庭においての均等割を

７割、５割、２割というふうな傾斜負担をさせていますけれども、それでも先ほど言いましたよう

に、給食費も同じように御負担が重い御家庭がありますので、議員の要望を入れながら、また町村

会を通じて、国に要望を上げていきたい、このように考えております。 

 次に、学童児童のことについてでありますが、やはり小中学校の皆さんは、放課後児童というこ

とで、その後の時間の過ごし方というのは、非常に大事だろうというふうに思われます。それぞれ

の家庭で、核家族化も進んでいる中で、御家族が帰ってこられる時間もありますので、そういう時

間の有効な過ごし方を含めて、学童児童の在り方というのは検討されていると思いますけれども。

そこで、どちらかというと子どもたちの交流が図れると、そういうお話がありましたけれども、ま

た一方では、場合によっては早く家庭へ帰って、そして親子の絆を深めていただくと、こういった

こともたまにはあってもいいんではないかというふうに思っています。 

 そして、私は、地域で子どもを育てるとこういうお話をさせていただきました。それは自治体が

やる児童クラブじゃなくて、いわゆる、それは学童、今現在、聖徳保育園と、これも地域として成

り立っていますので、そういうところに見ていただく、こういったことも地域で育てる子どもとい

うことにつながっていくと思いますので、その辺をちょうどバランスを取りながらやっていきたい

と、その状況を見ながらやっていきたい、このように考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 それぞれ答弁をいただきましたが、やはり学校給食は教育の一環と、そして義務教育は無償とこ
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ういう立場から、一刻も早い無償化を求めておきたいと思います。 

 また、国保の均等割、子どもにも賦課している点については、やはりこれは、ほかの保険にはな

い制度なんですよ。収入のない、そうした人たちからも税を取り立てるという制度であって、これ

は、非常に理不尽な制度であると思いますので、町村会を通じてやっていくことも大事ですけれど

も、村独自でも進めていただくことを求めておきたいと思います。 

 学童クラブについて１点、質問をしたいと思います。 

 ３年生まで村の公立で受け入れていますが、４年生以上も学童にお願いしたいと思ったときには、

聖徳園では、途中からの受入れはなかなか難しいというお話も聞いています。つまり、１年生から

ずっと上がってくるのはともかくとしても、４年生になったら、ぽっと聖徳園にというのは、ゼロ

ではないでしょうけれども、そこら辺の危惧があるわけです。ですから、今、村の学童クラブで受

け入れている、先ほど村長からもありました、私からも人数を申し上げましたが、そうした皆さん

がどういう思いでいらっしゃるのかというようなこともよくつかんでいただいて、対応していただ

きたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 ３点目の学童についてですけれども、先ほど３年生まで学童にいて、そして４年生から聖徳園と

いうのには、いろいろな状況があると、こういうお話がありました。その点については、私も聞い

ていないわけではありません。しかし、やっぱり子どもたちは、いろいろな状況の中で育っていく

というふうに思っておりますので、いろいろなものを超えるためにもやっぱりそういう状況は、ど

ちらかというと、社会がまたは地域がそういうことのないようにというのもやはり努力していかな

ければいけないんじゃないかなとこういうふうに思っていますので、その問題点については、やっ

ぱり地域の問題として解決していかなければいけませんし、そういう方向も今後努力していきたい、

このように思っていますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────教育長。 

○教育長（山岸深志） 

 先ほどのご質問にありましたように学童クラブ、それから児童クラブの件についてでありますが、

これについては、受入れの方法については、また今お話があったような状況があるのかどうかとい

うことは、教育委員会としてもよく調べて、また対応していきたいと思います。いずれにしまして

も、学童保育と児童クラブ、これは、村の中の２つの施設でありますので、お互いに協力しながら、

よい方向でお互いに子どもたちを育てていくんだと、こういう立場で運営をしてまいりたいと思っ

ておりますので、御理解をいただきたいと思います。 
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 それから、あわせて、もう一つ、義務教育の無償化についてでありますけれども、これについて

は、基本的には義務教育の無償化は、授業料を徴収しないということが基本になっておりますので、

それ以外については、それぞれの地域の実情に合わせて、また子どもたちに返ってくるようなもの

については、徴収する場合もありますし、またしていないところもありますけれども。その辺も義

務教育の無償の基本については、また御理解をいただければありがたいなとこんなふうに思ってお

ります。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 学童クラブの関係ですけれども、地域で子どもを受け入れる、育てていくというようなことを言

われましたけれども、そうした受け皿が聖徳園以外ない場合なんですよ、今。そうした努力もされ

るのかどうかということは、非常に大事なことで、ただ単に言葉上で、地域で様々な形態があるか

ら受け入れていくことが必要なんだと言われても、これはちょっと難しいのではないかなというこ

とは申し上げておきたいと思います。 

 ２点目の特別障害者手当について質問をいたします。 

 特別障害者手当は、著しく重い障がいがあり、日常生活に介護が必要な20歳以上の方に月２万

7,350円が支給される国の制度です。障害者手帳がなくても申請できる制度で、市区町村への申請

が必要となっています。この手当、要介護４、５の人は、受け取れる可能性があります。本村の要

介護４、５の人は合わせて93人です。この方の中から特養に入所されている方は対象となりません

ので、受け取れる可能性がある方は多少減るものと思われます。寝たきり高齢者等家庭介護手当を

受けている介護者は43人で、この介護を受けている人は、ほぼほぼ対象者と思われます。現在、村

でこの特別障害者手当を受けておられる方は４名と、令和２年度の成果説明書にあり、少ないので

はないかと思っています。広く周知することが大切と思いますが、いかがでしょうか。お願いをい

たします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮川村民生活課長。 

○村民生活課長（宮川裕明） 

 特別障害者手当についてお答えいたします。 

 特別障害者手当制度は、特別児童扶養手当等の支給に関する法律に基づき、精神または身体に著

しく重度の障害を有するため、日常生活において常時特別の介護を必要とする状態にある在宅の20

歳以上の方に国から支給される手当でございます。支給額は、月額２万7,350円でありますが、こ

の手当には所得制限があり、本人またはその配偶者及び扶養義務者に一定以上の所得がある場合や、
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障害者支援施設、または介護保険制度の施設に入所、もしくは３か月以上にわたって病院等に入院

されている場合は支給対象外となります。 

 さらに、対象者の要件にございます精神または身体に著しく重度の障害を有する定義としまして

は、政令により視覚や聴覚、上下肢などの障害区分ごとに該当となる程度について規定されており、

認定に当たっては、これらの障害区分が重複している状態であることが要件の１つとされておりま

す。 

 また、この手当の支給における実施主体は、該当者の住所を所管する都道府県、市及び福祉事務

所が設置されている町村と規定されておりますことから、本村の場合は、県の長野保健福祉事務所

が支給決定及び支払事務を行い、村は、申請書や現況届の受付及び進達、申請者との連絡調整に関

する事務を行っております。 

 また、申請の流れとしましては、所定の申請書に主治医が作成した現在の身体等の状況が記され

た専用の診断書を添付し、村の窓口へ提出していただいた後に、県が委託している専門医の審査を

経て支給の可否を判定し、村を経由して申請者にその結果が通知されることとなっております。 

 そこで、介護保険の要介護４、５の人など、この手当を受け取れる可能性がある人を含め、広く

周知することについてでありますが、本村では、本年11月30日時点で、５名の方がこの手当を受給

されており、それぞれ障害区分は異なりますが、５名の皆様は常時、在宅で特別の介護を有する最

重度の重複障害をお持ちの方々でございます。 

 そこで、議員御指摘の制度の周知方法につきましては、身体障害者手帳の交付時に他の福祉サー

ビスと併せて御案内させていただいておりますが、この制度は、手帳の等級が重度であることをも

って必ずしも政令で定める手当の該当程度に当てはまるものではないことや、県が認定した上で支

給決定されますので、申請される方から多額の御負担をいただき診断書等を提出いただいても、認

定されず御迷惑をおかけする場合があり、これまで周知につきましては、慎重を期してまいりまし

た。特に、介護保険の要介護４及び５の方への周知につきましては、介護保険制度と特別障害者手

当の認定基準が異なり、必ずしも全ての方が要介護度のみをもって対象とされるものではないこと

や、重度の要介護者の方におかれましては、在宅介護は困難なため、特別養護老人ホームへの入所

や病院、もしくは老人保健施設へ長期入院をされている方もおられますことから、状況を判断しな

がら周知を行ってまいりました。 

 しかしながら、議員お話のとおり、この手当は、国の制度として位置づけられておりますことか

ら、情報の提供に当たっては、認定の可否にとらわれることなく、該当する可能性のある方にあま

ねく実施すべきであると考えております。今後、村としましては、各障害者手帳の交付時や介護認

定の結果通知、家庭介護手当等の案内を行う際やケアマネジャーとの連携など、申請に係るリスク

等もお示しした上で、あらゆる機会を捉えて情報提供を行うなど、該当する可能性のある方が申請

の機会を逸することのないよう積極的に周知してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願
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いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 確かに要介護、介護保険の要介護４、５の人全てが対象になるわけではないので、そこは注意す

べきだと思いますが、肢体不自由の基準、あるいは日常生活動作評価表なんかを見てみますと、か

なりの人がこれに当てはまる可能性はあるのではないかと私には思えます。その中で今ケアマネジ

ャーとの協力も得てというお話もありましたので、こうした情報をそれぞれの担当者やケアマネジ

ャーさんにも研修を受けるなどして心得ていただいて、周知方をお願いしておきたいと思います。 

 次、原油高騰対策について質問します。 

 原油の国際価格の高騰に歯止めがかからず、ガソリン、灯油などが大幅に値上がりをして、村民

生活に大きな影響を与えております。石油情報センターの調査では、12月１日の発表、11月29日現

在の価格は、レギュラーガソリンが168.6円、軽油が148.4円、灯油108.4円となっています。村で

は、今回提案されております一般会計補正予算に生活保護世帯や低所得者、あるいはひとり親、高

齢、障がい者世帯などに福祉灯油を実現することや、学校などの暖房代を確保することなどが載っ

ております。これらも含めて、そして民間の福祉施設などについても暖房費助成が必要ではないか

と思います。今回提案されております一般会計補正予算に盛り込まれている内容も含めて説明を求

めたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 原油高騰対策についてお答えいたします。 

 コロナ禍からの経済回復で先行する世界各国の事業急増を背景として、世界的な原油高となって

おり、国内においても灯油やガソリンの小売価格が７年ぶりの高値となっております。経済産業省

が発表した今年11月22日の調査結果では、灯油の全国平均価格は、１リットル当たり108.3円で、

昨年同時期の１リットル当たり78.8円と比較して、27.2％の値上がりとなっております。原油が高

止まりすれば、原材料費や流通コストが押し上げられ、プラスチック製品や衣料品、また電気、ガ

ス料金が値上がりすることが想定されております。特にこれから冬場を迎え、暖房用に使用量も増

えるため、家庭への負担は大きいものと考えております。 

 そこで、まず初めに、福祉灯油の実施についてのお尋ねですが、本村におきましては、これまで

前年度の12月から３月の間の平均店頭小売価格と比較して10円以上の値上がりをした場合について、

低所得者の家庭を対象として灯油券を給付させていただいております。このため、本年度につきま

しても、10月の長野県の平均店頭価格が102.6円で、昨年度を12月から３月の平均店頭価格83.8円
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に対して18.8円上昇していることから、灯油券を給付させていただくこととして、今12月定例会に

補正予算を計上させていただいたところでございます。 

 対象となる世帯は、本年度において住民税非課税世帯のうち65歳以上の高齢者だけの世帯、寝た

きり高齢者がいる世帯、重度障がい者がいる世帯、特定疾患難病患者で重度認定者がいる世帯、母

子世帯、18歳以下の子どもがいる世帯、生活保護世帯の皆さんで、約350世帯を予定しております。

灯油券の給付額は、１世帯当たり１万円とし、年内給付できるよう進めさせていただきたいと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、学校、児童館等、村の施設の暖房費確保、民間福祉施設への暖房費助成についてのお尋ね

ですが、保育園、児童クラブ、小学校及び中学校の暖房費につきましては、今後の使用見通しを的

確に精査する中で、不足が見込まれる小学校及び中学校の暖房費を今12月定例会に補正計上させて

いただいております。村の施設の暖房費につきましては、灯油や電気の適正な使用に心がけるとと

もに、予算執行に当たっては、必要額の確保に努め、子どもたちに影響を及ぼすことのないように

十分対応してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 また、民間福祉施設への暖房費助成についてでございますが、現在、村内には介護保険サービス

等事業所が５施設、障がい福祉サービス事業所が２施設ございますが、今後、施設の皆様の御意見、

また状況を見ながら、必要に応じ判断させていただきたいと考えておりますので、御理解賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 福祉灯油についてですが、参考までに飯綱町は、非課税世帯400件に３万円で対応するという情

報も入っておりますので、参考にぜひ、またよろしくお願いをしたいと思います。 

 時間の関係もあって、最後に、消費税「インボイス」制度について村長の見解を伺います。 

 令和５年10月から、このインボイスによる税額計算が解消されます。インボイス、適格請求書で

すが、これは、各事業者が発行する請求書、領収書で、税務署が付番する登録番号が記載されたも

のをいいます。登録番号は、消費税を申告する事業所でないともらえません。今、売上げが1,000

万未満の免税事業者は、全国で約500万人と言われます。こうした事業所も税務署に消費税を申告

する届けを出せば、登録番号が付番されます。もちろん消費税を申告納付することになります。課

税事業者が消費税の申告をする際、インボイス、適格請求書でないと、課税仕入れと認められなく

なります。免税事業者には適格請求書が作成できませんので、親会社等から登録番号を申請するよ

うにとの通知が既に出されているところもあるといいます。仕事上の関係から、現在、免税事業者

は、課税事業者になるか、それともこのまま免税事業者でいくのか、この選択を迫られます。もち

ろん先ほども言いましたように、課税事業者になれば、消費税の納付をすることにつながり、負担
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が重くのしかかることになります。令和５年10月からのインボイス実施は、中止すべきと思います

が、村長の見解を伺います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 消費税「インボイス」についてお答えいたします。 

 国では、平成28年度の税制改正に伴い、令和元年10月から消費税率を10％に引き上げるとともに、

複数税率制度、いわゆる軽減税率制度が導入され、食料品などについては、税率を８％に据え置く

措置が講じられました。この軽減税率制度の導入とともに適格請求書等保存方式、いわゆるインボ

イス制度が導入されたところであります。このインボイスとは、商品ごとに消費税率と消費税額な

どを記した請求書のことで、先ほど議員が言われました適格請求書と呼ばれております。 

 また、本制度の目的は、軽減税率導入後の10％と８％が混在する複数税率制度の下で、適正な課

税を確保するため、売手が買手に対し、正確な適用税率や消費税額等を伝える手段として導入され

たものであります。そして、令和元年10月の消費税改正から４年間の経過措置を経て、令和５年10

月には、全ての課税事業者にインボイスの発行が義務づけられることとなります。 

 そこで、議員お話のとおり、課税事業者がインボイスを発行できない免税業者から原材料や部品

などを購入した場合、仕入れ税額控除が適用されず、これまで消費税が免税となっていた事業者が

消費税を負担せざるを得なくなるほか、インボイスを発行できない免税事業者が商取引から排除さ

れることも予想され、免税事業者の皆さんは、課税事業者を選択するかどうか検討されているもの

と思われます。 

 そこで、インボイス制度実施についての私の考えでありますが、私は広く法人や国民の皆様に御

負担をお願いする税制度は、公正公平の下で適正に行われることが最も重要なことであると思って

おりますことから、この制度は、国において複数税率制度の下で適正な課税を確保するため、売手

が買手に対して、正確な適用税率や消費税額等を伝える手段として大切な制度であると考えており

ます。事業者の皆さんには、お手数でも令和５年10月の施行に向けて、制度を十分御理解いただき、

準備を進めていただきたいと思います。村といたしましては、長野税務署など関係機関と連携し、

村内事業者の皆さんに広く周知するなど、適切に対応してまいりたいと考えておりますので、御理

解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 このインボイスによって今現在、免税事業者となっている500万の方々は、選択を迫られる、そ

ういうことになります。そして、1,000万以下の売上げですから、今度は、消費税を払うことにな
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れば、それが事業に非常に負担が重くなるということになります。農家の皆さんは、農協に出荷す

る等では非常に複雑な制度で、一概に言えるわけではありませんが、簡易課税制度も順次縮小され

る傾向になると思われます。そうしたことから考えると、やはりこのインボイスは、中止すべきだ

と思います。 

 消費税は、もともと所得の低い人ほど負担が重い、そういう制度であって、消費税が10％に引き

上げられたとき、この制度の導入が決まったわけですが、昨年度、輸出大企業10社には、消費税が

１兆2,000億円還付をされております。これは11月１日付の全国商工新聞に掲載されておりますが、

これは元静岡大学の教授で税理士の方が計算をされているんですが、トヨタ自動車は、20年、10％

になって還付が4,578億円です。豊田税務署、愛知県のこの税務署は、赤字額が4,073億円です、消

費税の赤字額が。つまりトヨタ自動車に還付したことによって、この豊田税務署は、赤字になって

いると、消費税のプラマイで行くと。したがって、やはりこれは、大企業などの優遇税制にもつな

がりかねないものであって、私は今こそ、消費税は５％に戻すべき、将来は、廃止すべきだという

ことを述べて、質問を終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で山嵜秀治議員の質問は終わります。 

 しばらく休憩します。これより本休憩とします。 

 会議は午後３時30分から再開します。 

午後３時10分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後３時28分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────１番 久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 ２点について質問させていただきます。 

 まず、第１点、４月の大霜害による本村の農作物の被害状況・対策について。 

 今年の春は、桜が異常に早く咲いたという年でしたが、落とし穴が待っていました。長野県内は

もとより、東北地方にまで及ぶ広範囲で農産物に記録的な凍霜害がありました。この本村の農業被

害の状況は、どんなものかお伺いしたいと思います。 

 また、りんごについては、８月の降雨や低温により、葉が黄変して落葉する褐斑病などの病害も

大発生し、品質の低下、収量の大幅減など、深刻な被害をもたらしており、村の経済にも大きな影

やダメージを及ぼしているものと思われます。これらはこの高山村だけではなく、長野県下に共通

する大被害となっており、広範な市町村から被害対策の要望がたくさん出てくるものと思われます。
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高山村も近隣市町村と情報の共有を行い、最大限の救済対策を行ってもらいたいと思いますが、よ

ろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────柴田産業振興課長。 

○産業振興課長（柴田 亨） 

 ４月の凍霜害による農作物の被害状況とその対策についてお答えいたします。 

 本年は３月以降、例年よりも早い気温の高い傾向が続いたことから、多くの農作物が早いペース

で生育していたところに４月６日からの気温が断続的に氷点下まで下がったため、全国的に果樹や

野菜、花卉類などで霜による被害が発生いたしました。長野県が取りまとめた凍霜害の被害状況に

よりますと、被害は全県に及び、りんご、桃、梨、サクランボなどの果樹を中心に、被害額が20億

3,186万円と言われております。 

 そこで、本村の農作物の凍霜害の被害状況についてでありますが、凍霜害の場合、降霜直後は、

被害が確認しがたいため、村では、４月12日から５月17日までの間で、長野農業農村支援センター

やＪＡながの高山支所、長野県農業共済組合等と連携を図りながら、村内の被害状況調査を実施し

たところであります。その結果、本村の被害状況につきましては、りんごで8.2ha、サクランボで

0.5haの圃場でそれぞれ被害が発生し、被害額は、149万9,000円と算定されております。 

 なお、凍霜害の場合は、中心果が被害を受けても、側果が健全であれば、その後の摘果作業等で

回復できることなどから、被害額の算定に当たっては、調査方法や被害額の算定方法を一定のルー

ルに基づき算出しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、りんごは褐斑病など、大幅な減収が予想されるため、被害支援が必要ではないかとのお尋

ねでございますが、本年のりんごの作柄は、４月の凍霜害に加え８月の長雨の影響などもあり、収

量全体が減少していることに加え、さび果などの発生が多いとお聞きしております。さらに、議員

お話のとおり、圃場によっては、褐斑病の発生が多く見られるともお聞きしております。そのよう

な状況の中でＪＡながの高山支所によりますと、本年度の収量を前年と比較した速報値であります

が、つがるで前年比101.8％、中生種の秋映で64.8％、シナノスイートで72％となっており、特に

中生種を中心に収量が減少しております。 

 一方、本村の主力である晩生種のふじにつきましては、現在出荷中であることから、速報値は出

されておりませんが、おおむね２割程度は減収になるのではないかとお聞きしております。さらに、

サビ果や変形果など、品質低下も多く見られることなどから、今年は、りんご農家にとって大変厳

しい年になるものと思われます。 

 そこで、被害に対する支援策についてでありますが、他の自治体では、サビ果などのりんごを訳

あり商品としてふるさと納税の品目に加えたり、首都圏で直売会を実施しているところもあると伺

っております。 
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 一方、本村では、高山共選所においてりんごの引き合いが大変多いことから、りんご部会では、

部会員の皆さんにさらなる出荷をしていただくよう依頼をしている状況であります。このようにり

んごの需要が供給を上回っている状況下で、販売価格は、品種によって差はございますが、例年に

なく高値で取引されているともお聞きしております。 

 そのような中で凍霜害の無料相談窓口を開設している長野農業農村支援センターや、ＪＡながの

高山支所では、これまでに本村の農家の皆さんからの御相談はないとお聞きしております。したが

いまして、村といたしましては、このたびの凍霜害による支援は、今のところ考えておりませんが、

今回の凍霜害や病害虫被害などの自然災害等に備えていただくため、ＮＯＳＡＩ長野の果樹共済掛

金に対しましては、20％の補助、収入保険につきましては、掛け捨て保険料について加入初年度が

50％、２年目以降の継続につきましては、30％の補助を実施しており、さらに認定農業者の皆さん

には加算も実施しております。このため、ＮＯＳＡＩ長野の保険制度を有効に活用していただきま

すよう農家の皆さんに周知してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────１番 久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 ありがとうございました。 

 もっと被害は深刻で、大変なダメージかと思っておりましたが、今の報告をいただきまして、少

しほっとした気持ちです。ただ、今年は毎年受けていた贈答りんご、全て断ったよという声も聞い

て、非常に被害は、思っているよりやっぱり品質の低下ということで、被害は大きいのではないか

と思います。引き続き、できる支援をしていただきたいと思います。 

 続きまして、２番目、近年、全国的に大型の道の駅など、農産物の直売所が非常に盛況となって

きております。都会の消費者が産地に車などで直接出向いての農産物の買い出しというのが、１つ

の目的のレジャーになってきている、そういう状況があると思います。高山村も県内で一番とも言

われる高品質のりんごやブドウが生産されており、県外のお客様も順にそのことを知って、徐々に

高井共選所にお客様が集まってこられる、非常に盛況になってきているということは、大変喜ばし

いことではないかと思っております。ただ、１つ残念なことは、毎年12月の半ばを過ぎると、ある

日突然閉店といいますか、シャッターが下りて誰もいなくなるという、そういう状況があります。

傍らの道路を通っていて、非常に寂しい思いをします。 

 高山村のりんごを目指して、知らないで遠くから来られたお客様は、どうなっちゃうんだろうな

と非常に私は心配です。高山村のファンが落胆するんじゃないかとこんなふうに思います。運営さ

れているＪＡの皆様の御事情などもあると思うんですけれども、本村も村の当局も販売の経費の一

部補助などの制度を考えられて、そして、ＪＡと村当局で話合いをされ、通年営業やら果物以外の

野菜やその他の品目を増やすなど、そういうことはできないものかなというふうに考えております。 
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 高山村の農産物は、果物に限らず、野菜なども平坦部の物より味が非常によいという評価も聞い

ております。販売の場所ができれば、皆さんも一生懸命作られ、出荷され、そして、都会の高感度

の消費者の皆さんにも伝わるんじゃないかと私は思います。そして、数年で即売所の営業が実現す

れば、本村を訪れる観光客の皆さんも増えると思いますし、にぎわいの場が村の中心にできれば、

村の活性化にもつながることではないかと思います。ただ、高井共選所は、りんごの選果場、桃の

選果場という、選果場という目的で造られておりますので、ちょっと非常にそういうことは、実現

困難なところがあるかと思います。できないということは簡単に言えるんじゃないかと思いますが、

何とか工夫して、そういう場所を設けていただくことはできないでしょうか。そして、通年営業で、

村内の消費者の皆さんもそこでお買い物ができるとか、そういうことを私は期待したいと思います

が、よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────柴田産業振興課長。 

○産業振興課長（柴田 亨） 

 農産物直売所についてお答えいたします。 

 ＪＡながの高山共選所は、本村の基幹作物でありますりんご等の地産地消の場として村民の皆さ

んを始め、県内外からの松川渓谷の温泉や、紅葉や温泉施設等を訪れる観光客の皆さんなどが安全

で安心なおいしいりんごを安価で購入できる直売所として大勢の皆さんでにぎわっております。こ

のりんごを購入された皆さんからは、おいしいりんごが安く買えるので来年も来ますとか、旅行が

てらに毎年りんごを楽しみにしている、味が格別で知人、友人にも毎年送っているなどといった高

い評価をいただいており、営業時間前から多くの皆さんでにぎわっている様子を目の当たりにしま

すと、本村のりんごのすばらしさと共選所の必要性について改めて認識しているところであります。 

 そこで、取り扱う品目を広げ、本村のＰＲを含め、通年営業を目指してはどうかとの御提案でご

ざいますが、議員御提案の通年営業をする場合は、農作物等の品ぞろえを豊富にして、消費者のニ

ーズに応えられるよう新鮮で安全安心な農作物の安定的な供給が不可欠となり、集客体制を整えた

上で経営が成り立つようにしていかなければならないものと思っております。 

 そこで、現在農作物を直売しておられるりんご部会の皆さんのほとんどがりんご、ブドウ等の果

樹栽培農家でありますことから、販売可能な野菜等につきましては、果樹作業と競合しないものを

選んで栽培されているほか、村内における野菜の作付面積を見ましても、自家用野菜を中心とした

比較的小規模なもので、栽培品目も極めて少ない状況にあります。 

 さらに、豪雪地帯であります本村にとって農産物直売所を通年営業するには、寒さや雪を避ける

ための施設改修や農作物ができない時期での農産物加工品の販売が必要となり、加工施設とともに

原材料となる農産物を確保することが必要となります。このため、現在、村内での農産物の加工に

つきましては、法人や個人農家の皆さんがりんごのシードルやドライフルーツ作りなどに取り組ん
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でいただいておりますほか、荒廃農地対策に併せてソバを栽培され、製麺店と連携して独自ブラン

ドの乾麺作りや、大豆を原料としたみそ作りに取り組んでいただいております。このような状況か

らＪＡやりんご部会の皆さんが農産加工を行っている皆さんと連携して、直売所を通年営業してい

ただけるかどうか、今後、関係する皆さんの御意向を確認してみたいと思っております。 

 したがいまして、今後はＪＡながのの組織の再構築等の動向を注視するとともに、ＪＡ高山共選

所の存続と併せて、通年営業に対する課題等を整理する中で慎重に検討してまいりたいと考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────１番 久保田雄吉議員。 

○１番（久保田雄吉議員） 

 ありがとうございます。 

 前向きな御答弁をいただいたものと理解しております。卵が先か鶏が先かということの議論は、

いつもありますが、最初はなかなかそんな簡単にうまくいくものではないと思いますし、最初は

細々、順に太くということを目指すことが必要かと思います。いろいろ知恵を絞っていただいて、

にぎわいの場といいますか、農産物を販売できる場所を用意していただければ、きっと高山村にも

そういう俺も野菜を作ってやろうとか、そういう方がたくさん出てこられると思います。生きがい

対策にもなりますし、高齢化対策にもなります。よろしくお願いいたします。 

 これで質問を終わります。ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で久保田雄吉議員の質問は終わります。 

─────９番 松本 茂議員。 

○９番（松本 茂議員） 

 地域おこし協力隊について質問させていただきます。 

 村では、令和２年４月に地域おこし協力隊を２名採用し、地域の活性化や情報発信のために活動

を行っていただいております。本年５月15日発行の広報「たかやま」には、活動内容を報告いただ

いております。羽太氏には、「高山村での暮らしと地域づくり」と題しまして、報告活動いただい

ています。氏には、女子美術大学教授時代から産学官の連携協定で来村いただいており、定年後、

高山村に移住されたことを契機に、地域の活性化に取り組んでいただいています。また、地域おこ

し協力隊にも参加していただいております。 

 また、「高山村の魅力を「風」に載せて」を報告いただいた西川紘未氏には、地域おこし協力隊

として観光協会に勤務され、コロナ禍での活動が制約を受ける中、観光協会の新規ホームページの

立ち上げに貢献され、活躍されていますことを感謝申し上げます。 

 ここでちょっと西川さんの記事を紹介したいと思います。 
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 「高山村は自然も豊かで観光資源も豊富。食材もおいしい。教育にも力をいれている。人々も豊

かでおおらか。でもそれが、外からだと見えないから「ない」と判断されてしまったら、もったい

ないではないですか。だからこそ、もっともっと高山村の魅力を「風」に載せて発信していく必要

があるのです。高山村を多くの人に知っていただくことは、観光業のためだけではありません。人

口減少に対する移住の受入れ推進や、今後の村の数ある産業を支えていくためには、たくさんの人

の力が必要です。情報発信は、まず多くの人が高山村に興味を持ってもらうための「入口」として、

とても重要な部分なのです。そして、最後に、観光協会を訪れたお客様よりこの村の魅力を聞くこ

とがあります。そこでよく耳にすることが「人の温かさを感じた」。つまり、高山村の人々そのも

のが最大の魅力なのです。「高山村って面白そう」「行ったら何があるんだろう」と、興味を持っ

てもらうと同時に、実際に「来てよかった」と思っていただくために、ぜひ、村全体で頑張ってい

きましょう」と呼びかけておられます。 

 高山村の地域活性化のため、ウエブ、ＳＮＳ上で情報網を整備していただき、すばらしい感覚で

活動を発信されていることに敬意を表します。誠にありがとうございます。 

 それでは、質問に移ります。 

 地域おこし協力隊は、地方自治体が都市住民を受け入れ、地域おこし協力隊員として委嘱し、農

林漁業の応援、水源の保全、監視活動、住民の生活支援など、地域協力活動に従事してもらいなが

ら、その地域への定住定着を図る取組について、地方自治体が意欲的、積極的に取り組むことがで

きるよう国として必要な支援を行う制度としています。高山村では、これまでにどのような事業に

何人採用されているのか、成果並び効果は出ているのでしょうかが１つ。 

 ２番目に、いろいろなジャンルに対し、例えば、山田牧場にぎわいの場、中山地区のふるさとセ

ンター周辺のにぎわいの場や林業活性化、省水力発電所問題、高山共選所の事業継続問題、須坂市

で計画されている大型店舗に高山村の直売所の検討など、専門分野での地域おこし協力隊員が必要

です。現在、羽太先生、西川紘未隊員もおられますが、長野県高山村を全国に知っていただくため

には、優秀な隊員の募集に努めていただき、情報発信する必要があると思いますが、これまでの経

過を含め、今後の採用計画や予定について御答弁いただきたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 地域おこし協力隊についてお答えいたします。 

 総務省が平成21年３月に制定した地域おこし協力隊推進要項によりますと、地域おこし協力隊は、

地方自治体から委嘱状の交付等による委嘱を受け、地域協力活動に従事する者であること、委嘱に

当たり、その対象者及び従事する地域協力活動の内容等も広報誌、ホームページ等で公表している

こと、地域協力活動を行う期間は、おおむね１年以上３年以下であること、生活の拠点を三大都市
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圏を始めとする都市地域等から過疎、山村、離島、半島等の地域に移し、住民票を異動させた者で

あることといろいろ規定されております。 

 この地域おこし協力隊の活用は、人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、地域力の維

持強化を図るためには担い手となる人材の確保が特に重要な課題となっており、地域外の人材を積

極的に誘致し、その定住・定着を図ることは、都市住民のニーズに応えながら地方の地域力の維持

強化にも資する取組で、有効な方策であるとして、国は特別交付税による財政上の支援のほか、都

市住民の受入れの先進事例、優良事例の調査や地方自治体への情報提供により取組の積極的な推進

を図っているところであります。 

 このような国の支援もあり、全国では平成21年度に31団体、89人であった隊員数が、平成22年度

には90団体、257人に、平成23年度には147団体、413人と年々増加し、令和２年度では1,065団体、

5,560人の隊員がそれぞれ全国で活躍されておられます。 

 このような状況の中で本村におきましては、制度創設から５年後に当たる平成26年３月に、高山

村地域おこし協力隊設置要項を制定し、地域おこし協力隊に関する取組を開始いたしました。この

要項では、隊員が行う地域力の維持及び強化に資する活動として、移住・定住及び交流促進に関す

る活動を始め、地域資源の発掘及び振興に関する活動や、農林業の振興に関する活動、地域情報の

発信に関する活動や集落の維持活性化に関する活動、誘客促進及び観光振興に関する活動や村民の

生活支援に関する活動、その他村長が必要と認めた活動の８項目を地域協力活動に位置づけ、その

必要性に応じて隊員を採用することを基本的な考え方に据えております。 

 そこで、地域おこし協力隊員の採用状況とその成果についてのお尋ねでありますが、本村では平

成26年４月に初めてとなる地域おこし協力隊員を１名採用いたしました。その後、令和２年４月に

は２名の隊員を採用しておりますので、任期終了者を含む採用者数は、全部で３名でございます。

このうち平成26年４月に採用した協力隊員は、東京都から移住され、平成29年３月までの３年間、

当時の信州高山温泉郷観光協会において、観光情報発信や観光振興に関する業務を行っていただく

とともに、地域おこし協力隊員の任期終了後も引き続き、村内に定住され、現在、本村の基幹産業

である農業に従事されておられます。さらに、令和２年４月には、議員お話のとおり、羽太先生と

西川さんの２名を協力隊員として採用し、羽太先生には、産業振興課において地域産品の生産、加

工、開発などに関する業務に従事していただき、舞の道の自然を紹介するパンフレットや消毒剤飛

散防止マットのデザイン、製作などを担当していただきました。 

 また、西川さんには、信州高山村観光協会に勤務していただき、村の観光やイベント情報の発信、

ＰＲに関する業務を行っていただいております。特に令和２年度には、観光協会のホームページの

更新に当たり、中心となって見やすく情報が伝わりやすいホームページの製作に携わっていただい

たところであります。 

 このように村におきましては、主に地域資源の発掘や地域情報、観光情報の発信に関する業務を
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行っていただくために隊員を採用してまいりましたが、ただいま申し上げました３名は、それぞれ

に類いまれな才能と技術力を持ち合わせた皆さんで、本村の魅力発信や知名度向上等に大きく寄与

いただいているものと思っております。 

 次に、今後の採用計画についてのお尋ねでありますが、先ほど申し上げましたとおり、村では隊

員が行う地域力の維持及び強化に資する活動として８項目を明記し、その必要性に応じて採用する

ことを基本的な考え方に据えておりますことから、現在、村が抱えている問題の分析や解決に向け

た課題整理を行う中で、採用に当たりましては、前向きに検討してまいりたいと考えておりますの

で、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────９番 松本 茂議員。 

○９番（松本 茂議員） 

 御丁寧に説明いただきまして、また、今後の採用計画も前向きに検討していただくということで

答弁いただきまして、誠にありがとうございます。 

 再質問をさせていただきたいと思います。答弁は、内山村長にお願いしたいと思います。 

 総務省が全額負担をする地域おこし協力隊員について、隣の小布施町では、「長野県小布施町を

環境先進都市に！ゼロカーボン推進」、それから、「小布施見にマラソン事務局」を担当している

方を募集、「自分が育つ、まちも育つ/日本仕事百貨」、小布施町で学生拠点「信州ベース」など

を運営する方が今、地域支援をしております。復興支援など、様々なテーマでまちの活性化を担う

隊員の募集をしていることを参考にいただきまして、高山村の現状を考察してみていただきたいと

思います。 

 蕨温泉のおやき、たちべりも２月いっぱいで営業を停止するというようなお話を聞いております。

隣の飲食店も店主が亡くなられたことにより、閉店されていて寂しい限りです。こういうところや

イベントで、信州高山ヒルクライムチャレンジの運営事務局、高山共選所のりんご、果物販売所で

のふるさと納税を募集する試みや販売のお手伝い、また自伐型林業推進協議会、この自伐型林業推

進協議会というのは、林業によって所得を得る、その所得だけで生活を成り立たせることを言って

おります。そのメンバーと協調され、高山村の山林、林業による起業家の育成、このような様々な

ところで地域おこし協力隊員を募集されてみてはいかがでしょうか。 

 まず、地域おこし協力隊の募集要項には、任期終了後、高山村に移住・定住されることが求めら

れております。地域おこし協力隊は、任期後、村内でワイン栽培を起業されました大内さん、それ

から、現在、協力隊員として活動いただいています羽太、西川隊員は、現在、村営施設あるいは村

営住宅にお住まいいただいておりますが、３年間の任期終了後は、定住される環境、受け入れ態勢

は、整備されているのでしょうか。須坂市では移住者に対し、30社の企業が雇用の受入れを表明し

ています。高山村は、地域おこし協力隊員に対し、勤務先や起業に対する協力体制、住宅団地政策
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や空き家対策、空き家住宅のあっせんをするべきと考えます。このことも踏まえて答弁いただけた

らと思います。 

 まとめて言いますと、１番に、村の事業やイベントの様々なところで地域おこし協力隊を募集し

ていただきたいということ、それから、２番目に、地域おこし協力隊員や移住者に対し、勤務先や

起業に対する協力体制、住宅団地政策や空き家住宅のあっせんをしていただきたい。 

 以上、２点について答弁をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問についてお答えいたします。 

 まず、１点目でありますけれども、先ほど総務課長が申し上げましたように、地域おこし協力隊

につきましては、本村で８項目を、そして、それによって当地に来ていただき、地域の活性化に取

り組んでいただくと、こういうふうに村では決めております。そして、現在３名に活躍していただ

いて、そして、今、議員言われるように、現在２名の方が今後どうなるかについては、活躍いただ

いて変わりますけれども、やはり何と言っても、ここに定住していただくという点におきましては、

村民の皆様と共に、信頼関係を築くということがやはり大事であるかなというふうに思っておりま

す。そして、またここに定住いただくためには、当然仕事を含め、住宅をやっぱり整備をしていか

なきゃいけないと、このように思っております。 

 そういった点で、先ほど空き家住宅でも答弁させていただきましたように、空き家の御要望とか

そういったものも次第、次第に効果が上がってきております。そういった点で先ほど小布施、ある

いは須坂の取組状況をお話しいただきましたけれども、本村は本村の独自の取組ということで、今

いただいた２件についてしっかりと取り組んでまいりたいとこのように考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────９番 松本 茂議員。 

○９番（松本 茂議員） 

 ありがとうございます。 

 高山村が飛躍するのには、やっぱり高い希望というか目標を持って進んでいただきたいと思いま

す。地域おこし協力隊の協力でＩＣＴやＡＩの企業が集まるよう、つくばのように頭脳集積型の先

進地を目指した公園都市を目指してもいいんじゃないかと思います。優秀な人材を幅広く募集して

いただくようお願い申し上げまして、質問を閉じさせていただきます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で松本茂議員の質問を終わります。 
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 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れさまでした。 

午後４時07分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 
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                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 
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                 署 名 議 員  沖 島 祥 介 

 

                 署 名 議 員  髙 井 央 葉 
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事 務 局 長 荒 井 孝 浩  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時00分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島 介議員） 

 ５番、沖島祥介、初めての一般質問します。よろしくお願いします。 

 通告に従い、にぎわいの場創設事業の一つに上げている中山地区について質問いたします。 

 村長のにぎわいの場構想では、村内６か所を候補に上げており、その一つに中山地区ふるさとセ

ンター山田を中心とし、また、旧ＪＡ共選所跡地を含めた構想を考えられています。 

 しかし、残念ながら、現状では前に進んでいる様子が見受けられません。現在、ふるさとセンタ

ー山田においては、食料品はもちろんのこと、みそ、ソルガム加工品、地元野菜、果樹等の販売を

行っており、また、今年はネマガリダケの加工品の協力、生そばの販売等のイベントを行い、地元

の方々の協力を得ながら、何とか中山地区の活性化を図っているところであります。また、旧ＪＡ

共選所跡地には、大石水源用地があり、どうしても村で所有しなければならない土地であることは

明確です。 

 そのような事情を踏まえ、地元中山地区活性化委員会の方々と話した内容をお話しいたします。 

 旧ＪＡ共選所跡地は、幅広い意味での農業支援センターにしてはいかがでしょうか。現在、ふる

さとセンター山田に隣接しております米、そば等の乾燥機械は全てこのＪＡ共選所跡地に移設し、

また、加工品などを全てこの場所に集積する考えはいかがでしょうか。 

 この農業支援センターのキーワードとしては、大型機械、地域営農支援事業、新規就農者も含め

た農業支援サービス、みそ、ジュース、ジビエ、ドライフルーツなど６次産業の拠点、さらに、現

在ふるさと納税の返礼品は単品しかありませんので、そのような事情を踏まえたふるさと納税返礼

品の詰み合わせ場所などに利用できるのではと考えております。 
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 また、乾燥機を移設し、空いたふるさとセンター山田隣地には、果樹、野菜、加工品などの直売

所、休憩所の設置、さらには、余裕があれば、子どものミニ図書館、囲碁・将棋ができ、コーヒー

も飲めるバリアフリーの憩いの場とすれば、小さなお子様を持つ子育て中の方からお年寄りまで、

また障がいのある方と幅広い方々が集まれる場所になるのではないでしょうか。 

 観光客の多い小布施からのアクセスもよく、志賀高原へと抜ける県道沿いですので、必ずや中山

地区の重要な活性化の拠点となり、にぎわいの場となるのではないでしょうか。 

 以上のことを踏まえ、１、ふるさとセンター山田を中心とした中山地区活性化についての進捗状

況。 

 ２、ＪＡの山田共選所跡地を村で取得すると聞いているが、どのような計画なのか。 

 ３、地元の住民との合意形成について、話合いの場を設けているのか。 

 以上について質問をいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 おはようございます。 

 にぎわいの場創設事業に上げられている中山地区についてお答えいたします。 

 にぎわいの場構想につきましては、高山村の強みであります豊かな自然を基本とする観光資源と

とともに、その豊かな自然を生かした高山村固有の産業や、歴史文化等の資源を十分に活用し、村

内外から訪れるお客様の心と体を癒すことのできる拠点を村内に整備することにより、地域におけ

る産業の振興や、住民福祉の向上とともに、さらなる地域の活性化を図る、このことを目的として

おります。 

 このにぎわいの場構想では、高井地区の村の入り口付近、ＹＯＵ遊ランド、中山地区のふるさと

センター山田並びに旧ＪＡ共選所跡地、奥山田地区の蕨温泉ふれあいの湯及びその周辺、山田温泉、

山田牧場の６か所を候補地として検討しているところであります。 

 この６か所のうち、現在、緊急性等を考慮する中で、山田牧場を優先的に進めておりますが、山

田牧場以外の地域からもにぎわいの場構想の中で、早急に整備してほしいといった御要望をいただ

いている状況でございますが、６か所の拠点施設の整備を同時に進めることは、限られた職員数、

あるいは村の財政面からも大変厳しいものがありますので、順次、計画的に進めてまいることとし

ております。 

 まず最初に、ふるさとセンター山田を中心とした中山地区の進捗状況についてのお尋ねでありま

すが、ふるさとセンター山田につきましては、中山地区の有志の皆さんに出資いただき、有志の皆

さん自身で運営していただいている食料品や日用品が購入できる村内では数少ない店舗でございま

す。 
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 また、当敷地内には、そば等の乾燥施設のほか、ソルガムやみその加工施設があり、さらには、

中山地区ではりんごやブドウなどの果樹のほか、ブルーベリー、ハーブなどが生産されており、ぜ

ひここでしか購入できないような特産品の開発等をしていただければ、それを目当てにお客様に訪

れていただくことができるものと、このように考えております。加えて、この場所は観光客の多い

小布施町につながる県道沿いに位置しているという利点からも重要な拠点であると考えております。 

 なお、村が平成31年３月に設置しました高山村にぎわいの場構想検討委員会で、拠点ごとの構想

の実現に向けた方針を定めており、それによりますと、まずは、その拠点で中心となる方を決めて

いただいた上で、その方がリーダーシップを発揮していただき、具体的に実現していただく、この

ようなこととしております。 

 ふるさとセンター山田につきましては、これまで同社の役員さんや、地域の方々から御要望や話

合いの場等が設けられており、職員も参加させていただいている場合もありますが、現在はこの場

所で、誰が何をどうやっていくのか等について、先ほど議員が言われました、そのような様々な御

提案を出し合っている段階であると、このように思っております。 

 続いて、旧山田共選所跡地を村が取得する計画についてのお尋ねでありますが、これは平成28年

９月に、長野地域の５つのＪＡが合併し、ＪＡながのになりましたが、大規模合併に伴う、合理化

等の観点から、それぞれのＪＡで所有していた施設等で遊休状態にある施設等を計画的に整理して

いく方針が示され、旧山田共選所についてもこれまで何度か購入の意向の確認があったところであ

ります。 

 ＪＡから今年になって、この土地を譲渡してほしいとの要望企業があったことから、この土地を

売却してよいのかどうかについて村に打診がございました。 

 村といたしましては、この場所が中山地区の貴重な水道水を供給する大石水源であり、さらに周

辺農地へのかん水施設である中山東部畑かんの井戸であることから、この土地を売却されてしまう

と、大きな影響が出てしまうとの判断から、何とか井戸部分についての購入を要望いたしました。 

 しかし、ＪＡでは、井戸部分だけではなく全体購入が条件であるとのお考えでありますので、村

としましては、この土地全体の活用策を決定した上で、全て購入をする方向で検討していきたいと、

このように考えております。 

 今後、活用策については、にぎわいの場構想の一環で取り組むのか、別の活用方法を模索してい

くのかについて、全庁体制で総合的に検討しなければならないものと考えております。 

 なお、当然用地の取得や整備には、相当な経費が見込まれることから、今後、議会や住民の皆さ

んの理解を得た上で、財源の確保についても検討していきたい、このように考えていますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 次に、地域住民との合意形成の場についてのお尋ねでありますが、先ほども御説明いたしました

が、この場所で、誰が何をどうやっていくのか等について、性別を問わず、幅広い年齢層の地域住
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民の皆さんなどから意見や要望等をくみ取りながら、その中で、中心となる方を決めていただいた

上で、実効性のある具体的な計画を立てていくことが、最も重要であると、このように考えており

ます。 

 また、行政主導というよりは、民間活力を最大限生かす形で、さらに地域住民との合意形成を進

めていただきたいと考えており、必要であれば、村職員も同席させていただきながら、検討を進め、

先進地の視察等も計画していきたいと考えております。 

 さらに、民間活力を生かした事業でありますことから、継続してくことが可能となるように、利

益を上げられる事業にしていただくことが最も重要であると考えております。 

 一方、村では、村単独の財源だけでは限界がありますことから、特定財源を確保した上で、実現

性や緊急性等の高いところから順次構想を具現化してまいりたい、このように考えておりますので

よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島 介議員） 

 再質問いたします。 

 ただいまの村長の御答弁の中に、この事業をやっていくには、地域のリーダーシップの方を決め

て、主体的に動いていけと私は理解いたしましたが、村長の上げておられるにぎわいの場構想の一

つでもあり、また、営農支援サービス、新規就農者の支援等幅広く高山村のサービスの拠点となる

ものでありますので、あくまでもこのような事業は村主導でやはり行っていかなければ、事は前へ

進んでいかないのではないでしょうか。御答弁お願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 それでは、再質問にお答えいたします。 

 今、議員がリーダーを基にという村の考えに対して、そうではなくて、行政主導がいいんではな

いかと、こういう御質問ですが、高山村の中でも特に中山地区の活性化委員会、こういう人の集ま

りについては私も何回か出席させていただき、このような地域をずっと続いていると、これが実は

私もいろいろ関心し、そして、地域の人にお聞きしてまいりました。 

 その原点は、その地域を引っ張る、いわゆるリーダーがずっとこれまでも存在し、そして、引き

続いてきたと、こういうお話を聞いております。そういった点で、既にもうしっかりとした下地が

できているものと、このように思っており、そのリーダーを中心に地域が一つにまとまっておりま

すので、ぜひ、そのような格好を持ち続けていただきたい、このように思っておりますのでよろし

くお願いいたします。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島 介議員） 

 例えば、御答弁で中山地区の活性化は今までのリーダー的要素で、いろいろな行事をやっておる

ことは事実でございます。ただ、先ほど私が述べた内容等は、中山地区の活性化委員会の方々と話

した内容でございます。 

 また、そんな中で、何回も申し上げますが、ちょっとしたそばの販売とか、そういうイベントで

はなくて、全体構想を考えた内容かと思います。あえて、私も村主体となって、もちろん中山地区

の活性化委員の方、また、近隣の方全て合わせたプロジェクトチームといいますか、構想の委員会

を立ち上げて、やはり立ち上げるのは村主導ではないかと考えておりますが、いかがでございまし

ょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 今の再々質問でありますけれども、先ほどのいわゆる拠点施設の立ち上げのときに申し上げまし

たように、地域の皆さんがそれぞれ計画を持って進んでいただきたいというのが拠点施設の基本的

な考えであります。 

 行政が引っ張っていくんじゃなくて、共に検討していくということは当然、その行政も考えては

いますけれども、全て行政がやるということにはやっぱり無理がありますので、そういった点では、

地元の皆さんにしっかり引っ張っていただく、このような組織をつくっていただきたい。また、そ

のために行政もしっかりと御支援は申し上げたい、このように思っておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島 介議員） 

 ここで、この１番の質問を終わりますが、要望としまして、やはり地域の方、行政の方、皆さん

で早急にこの問題を立ち上げていただきたいと思います。 

 続きまして、２番目、ふるさと納税について、通告に従い質問をいたします。 

 まずは、ふるさと納税について私の認識を述べさせていただきます。 

 ふるさと納税制度は2008年に始まった全く新しい納税制度であります。「ふるさと納税で日本を

元気に！」の旗印に前総理大臣の菅さんが総務省大臣のときに立ち上げられた制度と認識しており

ます。 

 都市部に集中する税収の隔たりの是正や返礼品において、地元経済の発展、活性化に貢献し、ま
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た、自主財源の確保と一石二鳥の制度であり、私自身大変評価しており、その考えは今も変わりま

せん。 

 今までは、この制度に賛否両論がありますが、今現在は広く国民及び自治体にしっかり定着した

制度と言わざるを得ません。 

 したがいまして、豊富な自主財源があるわけない本村におきましては、最大限にこのふるさと納

税制度を活用すべきだと前段に申し上げます。 

 さて、質問ですが、本村の産業を伸ばす特産品などの品ぞろえは充実していると考えているのか、

伺います。 

 昨年、令和２年度の返礼品の内訳実績を見ますと、総数2,793件のうち、言葉あまりよくないで

すが、どこでも購入できるフリーズドライ製品が1,494件で全体の53.4％、半分以上の数字を占め

ております。高山村特産品のりんご、加工を含む件数ですが525件、18.8％、ブドウは494件、16％、

ワイン78件、2.8％、その他９％となっております。本来の返礼品の目的である地元の産業経済の

発展に寄与しているとは言い難いのではないでしょうか。 

 特に、ワインを見ますと、令和元年は181件あったものが、令和２年は78件と半分以下に減って

いるのが現状です。ワイン出店数の減少などの要因があろうかと思いますが、本村がこれからの産

業としてワインを挙げており、現にワイナリーは６か所あり、長野県でも有数なワイン生産地とな

っております。もっと積極的に出店数を増やす努力が必要ではないでしょうか。 

 例えば、信州たかやまワイナリーの「なっちょ」というワインは、「村内でしか販売しない」を

うたい文句のワインと認識しています。価格はとてもリーズナブルですが、とてもおいしいワイン

です。このようなプレミア的な商品を載せることで、寄附者の食指が動くのではないでしょうか。 

 また、りんご、ブドウにおいては、供給量が少ない現状であるとよく言われています。しかし、

このりんご、ブドウの数量を増やさない限り、高山村の返礼品の魅力があるとは言えません。 

 そこで、りんごなどは一般的な俗称でいう贈答品だけでなく、いわゆる家庭用、あるいは「訳あ

り品」として数の確保をしてはいかがでしょうか。若干見た目は悪いかもしれませんが、味には変

わりはありません。昨日の久保田議員の質問にもありましたが、今年は全体的にりんごの状況が悪

い状況で、おのずと「訳あり品」になるのではないかと思います。 

 ある程度の数がまとまったら、限定何箱とかという言葉を使い、なくなりかけたら、残り残何箱

などと表示しながら、消費者に一層興味を持たれるような工夫をしたらいかがでしょうか。 

 このほど観光協会で、信州高山ふるさと感謝券という金券が配られました。有効期限１年で、村

内でしか使えない金券ですので、これからの時期には、旅館、飲食店、牧場のスキーリフト券など

の利用が必ずあると考えられます。このような地元経済の活性化に寄与することが本来の目的でし

ょう。 

 高山村の産業を伸ばす将来の品ぞろえは充実しているのでしょうか、質問いたします。 
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 続きまして、寄附金、寄附先の使途についてですが、８割の人が使途を特定しないを選んでおり

まして、寄附金額が伸びない要因の一つではないかと考えます。 

 現在の寄附先を述べますと、山村の原風景の保全・育成に関する事業5.8％。森林の景観に関す

る事業、4.2％、農村景観の保全・育成に関する事業2.8％、景観育成に寄与する活動団体への支援

に関する事業２％と表現が非常に曖昧であり、分かりづらいのが現状であります。寄附者がどこを

選んでいいのか分からなく、やむを得ず使途を特定しないを選んでいるのではないでしょうか。 

 ついては、本村にある観光資源である名所などを具体的に挙げて、分かりやすい寄附先にしては

いかがでしょうか。 

 例えば、高山村と言えば、雷滝、五大桜、高井橋、温泉、山田牧場などが挙げられるかと思いま

す。そこで、具体的な場所と、例えば、整備に関する目標金額を設定してはいかがでしょうか。 

 例えば、雷滝を冬にも見学できるための整備、目標金額2,000万円、ここでお断りしますが、場

所、内容、目標金額はあくまでも例えです。高山五大桜における整備、目標金額500万円、四季

折々を楽しむための高井橋近辺の整備、目標金額1,500万円、高山村温泉施設の整備、目標金額500

万円、山田牧場の整備、目標金額500万円、このように具体的に寄附先を明確にし、また、目標金

額を設定することで、寄附者は寄附先をより身近に感じられ、楽しみを感じられるのではないでし

ょうか。目標金額に到達し、整備された暁には、必ずやその場所に足を運んでいただけるのではな

いかと思います。このように、着実に一人ずつ高山村を愛してくださるファンを増やすことが重要

ではないでしょうか。 

 このようなことをもって、高山村の産業を伸ばす特産品は品ぞろえは充実しているのか、寄附先

の人が使途を特定しないとなっているので、分かりづらいのではないか。自主財源の確保からも寄

附額を伸ばす努力をなされているか、また、リピーターを増やす工夫はなされているのか。 

 以上、質問をいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 ふるさと納税についてお答えいたします。 

 総務省のふるさと納税ポータルサイトによりますと、ふるさと納税は生まれ育ったふるさとや、

自分の意思で応援したい自治体を選ぶことができるとして、平成20年度に「ふるさと納税で日本を

元気に！」をキャッチフレーズに地方創生に貢献する制度として創設されました。 

 そうした中で、全国のふるさと納税の受入れ件数及び金額を見ますと、制度創設当初の平成20年

度には、受入れ件数が５万4,000件で、受入れ額は81億4,000万円であったものが、令和２年度には

受入れ件数が3,488万8,000件で、受入れ額は6,724億9,000万円と大幅に増加し、地方自治体にとっ

ては自治体のＰＲとともに、自主財源を確保するための重要な制度となっております。 
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 そこで、返礼品の品ぞろえについてのお尋ねでありますが、本村では、平成29年10月２日から、

ポータルサイト「さとふる」を活用して、返礼品を伴うふるさと納税への取組を開始しております。 

 現時点における返礼品につきましては、本村の特産品であるりんご、ブドウといった農産物を始

め、そばやワイン、フリーズドライ製品などの加工品が中心となっており、さらに本年４月以降は

村産りんごを使用したシードルやネマガリダケのタケノコ汁のほか、信州高山村観光協会が発行し、

観光協会に加入している宿泊施設や、飲食店など33施設で利用できる「信州高山ふるさと感謝券」

などが新たな返礼品に加わり、本村の魅力発信に御協力をいただいております。 

 そのような中で、本村の返礼品の魅力は、何といってもおいしい果物でありますが、提供できる

季節が限られてしまいますので、年間を通して御寄附いただける返礼品なども検討していかなけれ

ばならないものと考えております。 

 そういった意味では、本年から御協力いただいております信州高山ふるさと感謝券などに大きな

期待を寄せているところであります。 

 したがしまして、今後、ふるさと納税をさらに充実させていくためには、魅力ある返礼品の品数

を増やして、御寄附を頂く皆様に多様な選択肢を示すことが重要であると考えておりますので、生

産者団体や商工会などを通じて、継続的にふるさと納税への協力をお願いしてまいりたいと考えて

おります。 

 次に、寄附金の使途の表現が曖昧なために、寄附額が伸びないのではないのかとのお尋ねであり

ますが、村では、平成20年に高山村ふるさと景観育成寄附金制度を創設し、山里の原風景の保全、

育成や、森林景観の整備、農村景観の保全・育成や景観育成に寄与する活動や団体等への支援、山

里の原風景や農村景観を保全するための人材育成の５の事業をふるさと納税の使い道として寄附を

募っておりますが、令和２年度の寄付総額3,139万2,000円のうち、79.4％に当たる2,493万1,000円

は使途を特定しない寄附であります。 

 そこで、寄附金額と使途の関係について調査したところ、令和２年度におけるふるさと納税受入

れ額の上位３団体の使途のうち、宮崎県都城市では、子育て支援や環境、森林の保全、北海道紋別

市では、市内経済の活性化や時代を担う人材の育成に関する事業、北海道根室市では、根室市一任

や、ふるさと未来創生に関する事業などで、明確に使途が特定されていなくとも多額の寄付が寄せ

られていることが分かりました。 

 その要因を分析すると、返礼品のうち、牛肉や豚肉のほか、カニやホタテなどの高級海産物に多

くの寄附が寄せられていることから、寄附者の動向としては、寄附金の使途に着目するよりも、魅

力的な返礼品によるところが大きいのではないかと思われます。 

 しかしながら、ネットショッピングの感覚で気に入ったものを購入するという傾向は、本来のふ

るさと納税の趣旨が損なわれてしまう面もありますので、議員お話のように、寄附金の使途を明確

にするといったことも大変重要であると考えております。 
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 したがいまして、先ほどの答弁と重複しますが、返礼品の品数を増やし、御寄附を頂く皆様に多

様な選択肢を示すとともに、寄附金を使用した事業内容の公表も含め、寄附される方の賛同が得や

すいよう工夫していくことが大切であると考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、寄附額やリピーターを増やす努力についてのお尋ねでありますが、寄附額やリピーターを

増やすためには、返礼品を充実させるとともに、多くの寄附者の皆様に本村の魅力を伝え、ファン

になっていただくことが重要でありますことから、返礼品の発送に合わせて、本村の観光パンフレ

ットを同梱し、情報提供に努めているところであります。 

 また、新たな寄附者を獲得し、寄附額を伸ばすためには、本村の情報を目にしていただく機会を

増やす必要があることから、従来のさとふるに加え、楽天ふるさと納税における寄附受付を本年10

月18日から開始したところであり、これにより自主財源の確保に大きく寄与するものと期待してい

るところであります。 

 したがいまして、今後も新型コロナウイルス感染症の影響などにより、地方財政はさらに厳しさ

が増すものと思われますので、村内事業者の皆様の御協力をいただき、ふるさと納税制度を活用し

た本村の魅力発信と自主財源の確保に一層努めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島 介議員） 

 再質問をいたします。 

 今現在、以前は返礼品で、ある市町村はパソコンなどを送った例もありましたが、現在は返礼品

に関しては、約３割という規定があります。 

 その中で、私は高山村の特産品をどうにかいろいろ探しながら、高山村オリジナルのものを伸ば

していっていただきたいと申し上げております。 

 また、高山村の魅力を発信するために、外からの方々がやはり高山村と言ったら、雷滝とか、五

大桜とか、やはりそういったほうが分かりやすいのではないかと思い、その寄附先を明確に分かり

やすい明確にしたらどうかと提案しております。全てやるわけではなくても結構ですので、一部そ

ういった事業にしてはいかがでしょうか。 

 御答弁お願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 議員から先ほどいろいろな御提案を賜りまして、ありがとうございました。 

 雷滝の整備でありますとか、桜の整備、使途をはっきりしたほうがいいんじゃないかと、このよ
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うなお話もいただいたところであります。 

 使途を明確にして寄附を募る方法とすると、クラウドファンディングというような方法もあるわ

けでございますけれども、いろんな自治体もそれぞれに応じて手法も検討しているかと思います。 

 ただいまいただきました御提案も含めまして、今後また十分いろいろと検討してまいりたいと思

っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島 介議員） 

 再々質問しますが、リピーターを増やしたりするために何を行っているかという件についてです

が、観光パンフレット送っていると先ほど聞きましたが、ＪＡの果樹に関しては送っているのでは

ないかと考えます。ほかのワインとかそういった直接物に入っているのか、確認を願いたい。 

 また、本当に高山村にふるさと納税制度で寄附していただいた方にお礼の気持ちを申し上げるな

らば、例えば村長からのお礼の手紙とか、あるいは高山村のこれからのイベント情報なども一緒に

同封して、一人でも高山村に足を運んでいただけるような施策をしたらいかがかと思いますが、い

かがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 先ほど申し上げましたように、観光パンフレットを同梱しておりますが、それ以外いろいろな村

の情報発信、ただいまお話にありましたように、村長のお礼の手紙など大変よいことではないかな

というふうにも思うわけでございます。 

 これについては、いろんな工夫をしながら、リピーターを増やしていくということが非常に重要

だと思っております。ただいまいただきました御提案も含めて、さらに充実したリピーターを増や

せるようなふるさと納税にしていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島 介議員） 

 最後にちょっと２点だけ述べさせて終わりたいと思います。 

 １点は、現在コロナ禍があり、昨年から今年にかけて生産者支援として、農林水産省が自治体の

返礼品調達に補助金を出したという記事を読みました。確認していただきたいと思います。 

 最後のもう１点ですが、例えばふるさと納税の１億円の寄附があるとすれば、２割は掲載手数料

とか配送料に取られますが、残りの３割の3,000万円が返礼品の経済効果があります。また、半分

の5,000万円が自主財源として確保できますので、何とぞ本腰を入れて取り組んでいただきたい。 
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 最後に、「ふるさと納税制度で日本を元気に！」を改め、「ふるさと納税制度で高山村を元気に」

と申し上げて、質問を終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で沖島議員の質問は終わります。 

─────３番 滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 ３番、滝澤聖でございます。よろしくお願いします。 

 通告書に従いまして、質問をさせていただきます。 

 令和３年３月の定例会で特定空き家についての質問がありましたが、再度確認をさせていただき

たいと思います。 

 全国的に空き家問題が深刻化していることを受け、平成27年５月に施行された空き家対策等の推

進に関する特別措置法では、各自治体が所有者に対して、自治体ということですから高山村と置き

換えてもいいんではないかと思いますが、その所有者に対して、空き家を適正に管理するよう指導

することができるとされています。 

 また、空き家所有者には管理をする責任があり、老朽化した倒壊の危険がある空き家は、取り壊

すこともできるのが管理の一つとされています。 

 牧地区には、この特定空き家に該当する物件が１棟あり、近くの近所の方より再三にわたり何と

かしてくれというような思いが寄せられて、対応を求められてきております。 

 ３月に行われた定例議会の回答では、牧地区以外の１物件は改善されたというふうに聞いており

ますけれども、もう１件、牧地区の物件についてはさらに指導中であるとの回答がありましたけれ

ども、先ほど申し上げましたとおり、指導することができるというような内容でありますので、指

導することができるということで回答ありましたけれども、その後のその該当物件がどのように指

導されて、そして、どのような対応をして、解決に向かっているのか、答弁を求めます。 

 そして、そのときも「えー」というような話でありましたけれども、牧以外の各地区からはその

特定空き家に該当しそうな物件の相談などは村にはなかったのか、改めてお聞きしたいというふう

に思っております。お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦） 

 特定空き家の進捗状況についてお答えいたします。 

 近年、地域における人口の減少や後継者の不在などにより、居住または使用されていないことが

常態化されている住宅など、いわゆる空き家が年々増加しております。 

 このような空き家の中には、適切な管理が行われず、放置されているものも少なくありません。
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こうした管理不十分な空き家が地域の安全性の低下や、公衆衛生の悪化、景観の阻害など多岐にわ

たり問題が生じているとともに、地域住民の生活環境に深刻な影響を及ぼしているものもあり、今

後、空き家がさらに増加すれば、それがもたらす問題が一層深刻化することが懸念されております。 

 このようなことから、村では早めに空き家の状況等を確認し、適切な管理が行われていないと思

われる空き家などにつきましては、周辺の生活環境に影響を及ぼさないよう連絡先が判明した時点

で、所有者などに空き家の状態などをお知らせするとともに、早期に改善策を講じていただくよう

お願いしております。 

 しかしながら、中には、すぐに改善が行われないケースもあることなどから、生活環境に影響を

及ぼす可能性が高い物件につきましては、特定空き家などへの認定も視野に入れながら、再三指導

を行っている状況であります。 

 そこで、まず初めに、現在指導している物件の進捗状況等についてでありますが、村では、空き

家をお持ちの方などに対しましては、隣近所に迷惑をかけたり、苦情が出たりしないよう適切な管

理とその対策について関心を持っていただくために、村ホームページの人ごとではない空き家問題

の中で、空き家の草刈りなどを行っていただく啓発活動や空き家などの所有者には、「住まいの終

活」と題して、空き家対策住民啓発講座の案内チラシを送り、講座への参加を促しましたが、特に

空き家の倒壊など著しく保安上危険と思われる空き家所有者の参加はいただけませんでした。 

 このため、議員お話の全く管理されていない状態が長く続いております物件の空き家所有者には、

空き家対策住民啓発講座の資料と併せて、適正な管理をしていただくよう依頼文のほか、周辺状況

の写真も送付するとともに、定期的に電話での指導を継続しておりますが、一向に改善するまでに

は至っていない状況であります。 

 したがいまして、今後、村といたしましては、空き家所有者が県外におられますことから、直接

自宅へ伺いながら、話す機会を設けたいと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、本年３月以降各地区から、空き家対策について村に依頼された物件があったかどうかにつ

いてのお尋ねでございますが、現時点で各地区から空き家対策について村に依頼のあった物件は、

議員お話の１件のみでございます。 

 しかしながら、空き家問題に関する相談は今後も増えるものと思われますことから、特に空き家

が発生する要因の一つに相続問題が絡んでまいりますので、引き続き司法書士などの専門家による

空き家対策住民啓発講座や個別相談会などの啓発活動を継続するとともに、空き家の流通促進や空

き家の発生を抑制しながら、村の環境保全に努めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────３番 滝澤議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 
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 ただいまのお答えは本当によく対応していただいているというふうに私は思いますが、私もこの

選挙運動を通じて、そして、また選挙カーに乗って運動している中で、やはり管内回ってみますと、

このうちも空き家だ、このうちも空き家だと、もう戻ってこないというような村内には空き家が多

く存在するというようなことを自分が初めて知ったということで、お恥ずかしい話の限りですけれ

ども、これは、今、小渕課長から言われたとおり、十分村では把握しているんだと、こういうよう

なお話でもありました。 

 しかし、これは今後、この一つ一つの、この一軒一軒の問題は、村にとってはとても大きな問題

になっていくというそういう予備軍であるというふう思います。また、今後、人口減少ということ

で、いろいろお話聞きますと、今年生まれた、去年生まれた新生児の人数が15人とか、我々年代は

１クラス、１学年90人、80人という時代から、もう何十人というふうな、昔に比べれば、本当に少

数の子どもたちしか生まれてこない。我々年代、またシルバー世代、団塊の世代の皆さんの力がぜ

ひこの問題に対しては重要かとすると、村全体の取組として、やっぱりやっていくということが必

要というふうに思っております。牧地区同様のこの特定空き家というのがどんどん増えていくとい

うことが予想されております。 

 また、これまでも高山村では、空き家対策、住めるようなもの、新築されて30年前後の物件には

新たな借り手が生じて成果を上げているというふうなことの報告は議会、または村民の皆さんに広

報等で周知されているというふうに思っております。 

 しかし、やっぱりこの特定空き家に該当するようなものの関係については、具体的なのでもう、

やはり今年は何軒、そういうのをやっていくと、これは予算立てだとか、あらゆる施策を講じなが

ら、早急にやはりやっていく必要がある。 

 また、この問題を先送りしないでやはりしていくということがとても大事なことだというふうに

考えますが、もう一度その問題についての答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦） 

 この村の取組について、再度というような形で御質問をいただきました。 

 議員お話のとおり、村といたしましては、現在、空き家の関係におきましては、改善してきたも

のを除きますと、現在86棟というようなことで、未解決の状態にある建物がございます。 

 そのうち、現在、空き家バンクとしまして、登録いただいている方が、物件が15棟ということで、

登録してきております。それ以外の空き家の老朽化というようなことで、特定空き家になりそうな

ものというものも数あるわけでございますが、やはりその皆様方におきましても、いろいろ事情が

あるというようなこともお聞きする機会がありました。 

 そういう中で、やはりこういった取組の中においては、直接その方との交渉といいますか、物事
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をお聞きして、その解決に向けて、向けなければならない。一歩一歩地道なことになりますけれど

も、それによって解決が見えてくるというふうに考えております。 

 なかなか早急には進めないものではございますけれども、村としましては、この取組によりまし

て、先ほど議員がおっしゃられたように、移住につながることでありましたり、いろいろな部分で

地域活性化にもなるということも考えられますので、その部分をある形の中では、空き家対策につ

いては一生懸命に取り組んでまいりたいと、こんなふうに考えておりますがよろしくお願いしたい

と思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────３番 滝澤議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 最後に自分の思い、もう一度つなげてまいりたいというふうに思っております。 

 この特定空き家問題の関係につきましては、やはりこれからもそのつど質問をさせて、報告をさ

せて、状況を聞きたいというふうに思っておりますが、私のこれまでの経験の中では、やっぱり自

分では農業問題についてもやはりこれからもう少し取り組んで、質問をしていきたいというふうに

思っております。 

 この与えられた期間、４年間、計16回の質問を与えられておりますけれども、残りの回数の中で、

十分自分の思いが、そして、高山村の発展につながる意見が述べられるか挑戦しながら、今後とも

やってまいりたいと思います。 

 そういうことで、質問を終わらせていただきます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で滝澤聖議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。ただいまから議場内換気のため、15分間休憩します。 

 会議は午前11時15分に再開します。 

午前10時58分  休 憩  

──────────────────────────────────── 

午前11時13分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────７番 黒岩清道議員。 

○７番（黒岩清道議員） 

 通告に従い、私から大きく２つの質問をさせていただきます。 

 １つ目の質問は、防災の備蓄品、また、避難所運営についてお伺いいたします。 

 私も含め村民、国民の防災意識は、東日本大震災から大きく変わりました。また、２年前の台風
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19号の災害では、避難所の大切さを感じたのではないでしょうか。また、近年の異常気象、ゲリラ

豪雨、また、これからあるかもしれない大雪、また、火山性地震や噴火など、いつこの身に災害が

起きるか、また、いつどこへ避難するのか、私も含め多くの人が意識したのではないでしょうか。 

 あわせて、今、ちょうど２年になりますが、新型コロナウイルスの感染予防対策を取りながらの

避難所運営は非常に大変だと思われます。高山村でも避難所の運営、それは備蓄品、そういうもの

もいろいろと整えてあると思いますが、また、避難所近くに防災倉庫を設けて整備していただきま

した。しかし、コロナ禍の中で、防災訓練を自粛、縮小しての開催になり、やはりいざというとき

に、職員がこの使用法または設置方法、こういうものも講習を受けていると思いますが、やはり今

後のことを考えて、３点ほど質問させていただきます。 

 １つ目は、備蓄品の量、また、種類、また村民に対しての必要量があるのか。 

 ２つ目、備品の設置、これはこのコロナ禍の中ですから、仕切り板、ベッド、また、簡易トイレ、

そういうこともスムーズにできるように講習を受けているのか。 

 ３つ目は、災害時にこれは職員だけではなく、地域の人、または若い力が必要と思います。その

中で、地元の人たち、または中学生に講習、こういうことも必要だと思います。 

 この３点についてお伺いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 防災の備蓄品と避難所運営についてお答えいたします。 

 まず、はじめに、備蓄品の数量や種類などについてでありますが、現在、村にある備蓄品類は

500ｍｌペットボトルの飲料水が約8,000本、パック御飯や缶入りパン等の食品類は約7,200食、毛

布や寝袋となる寝具類は3,500枚、エアマットや簡易ベッドは1,000台それぞれ保存しております。 

 これらの備蓄品の数量につきましては、村内の土砂災害警戒区域にお住まいの約3,000人の皆様

が全員避難された場合を想定して、最低限の必要量を備蓄してきたものでありますが、食料や飲料

水などは消費期限があることなどから、一旦備蓄しても消費期限前に順次更新していかなければな

りません。このため、どこの自治体でもそうでありますが、保有する災害備蓄品のみで避難所運営

を行うことは、現実問題として難しいものと思っております。 

 したがいまして、災害が発生した際は、災害の状況や避難所開設の日数などによって、物資の必

要量は異なってまいりますが、有事の際は、直ちに村の災害備蓄品等により、当面の応急対応をす

るとともに、県並びに被災されていない近隣の自治体に支援を求めるほか、災害協定を締結してい

る26団体に支援を要請するなど、避難された村民の皆さんが安心して避難所生活を送れるよう、関

係機関や関係団体等と連携することとしております。 

 また、村では村民の皆さんに避難する際に負担とならない程度の非常用食品や、救急医療品、情
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報取得のための携帯ラジオや懐中電灯、衣類などを日頃から備えていただくとともに、いざという

ときにはすぐに持ち出せるよう、これらを一つのバッグに保管していただくよう広報「たかやま」

などを通して周知してまいりましたが、今後も自分の身は自分で守るという自助の精神に基づき、

村民の皆様御自身にも、自分にとって非常時に何が必要なものか、改めて考え、備えていただけれ

ばありがたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、備品類を設置するための講習についてでありますが、避難所の開設に当たっては、まず、

職員が中心となって備品類を設置することができるよう訓練しておくことが重要であります。この

ため、昨年は、令和元年の台風第19号の際に設置した避難所の教訓を踏まえ、総合防災訓練におい

て、区長さんや消防団員の皆さんと共同で初めて段ボールを使用して、避難スペースを確保するた

めの間仕切り設置訓練を実施いたしました。さらに本年は、村の職員研修の一環として、簡易ベッ

ドや簡易トイレなどの組立て講習を行ったところであります。 

 これらの備品類は誰もが容易に設置ができると記載されておりますが、災害で混乱しているとき

に、いざ組立てとなると、難しい一面もございます。特に簡易トイレは、組立てが複雑であります

ことから、訓練が必要であると思っておりますので、今後も定期的に職員研修を行って、災害に備

えてまいりたいと考えております。 

 次に、自主防災会など地元の方や中学生への講習についてでありますが、議員、お話のとおり、

災害時における避難所運営は職員だけでは限界がありますことから、避難される区長さんや村民の

皆様にも御協力いただかなければ、スムーズな避難所運営ができないものと考えております。 

 したがいまして、村の総合防災訓練などにおいて、自主防災会の皆様にも積極的に御参加いただ

き、職員とともに有事の際に避難所運営がスムーズに行えるよう、共に訓練を重ねていただきたい

と考えております。 

 また、中学生の皆さんには、総合学習の中で防災について取り組んでいただいた成果を、去る10

月20日の中学生議会において、提案や質問を行っていただき、大変心強く感じたところであります。 

 その後、この学習の実践として、拠点となる村の防災備蓄倉庫において、防災備品類の組立て等

を体験していただき、大変よい経験をされたことと思っております。 

 したがいまして、今後も中学生を含め、村民の皆様には、災害時に必要となる訓練に率先して御

参加いただくとともに、村といたしましては、避難所運営に御協力をいただくための環境づくりな

ど引き続き災害に強い村づくりに努めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────７番 黒岩議員。 

○７番（黒岩清道議員） 

 いろいろと答弁をいただき、ありがとうございます。 
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 今、お話をいただいた種類、大まかな話をさせていただきましたけれども、特に避難所になると、

一番困るのは女性の方々の問題、また、乳幼児の方々の備品、そういうのも必要になると思います。 

 ここで再質問ですけれども、その女性とかの方々の備品や乳幼児、そういうもののやはり用意、

もしくはライフラインが止まったときのことを考えてのやはり避難所の運営の仕方、そんなことも

一つ質問したいと思います。 

 ２つ目が、備品、これ、飲食に関してでも非常に私たちが知っているものと訳が違うと思います。

トイレの一つ作り方も私たち議員でさえ知っていたほうがいいような、私もちょっと見ただけで、

よく分からなかったんですが、そういうこともやはり講習する機会、必要かなと思います。 

 また、食品についても以外と今、賞味期限が９年ぐらい長いとかという話も聞きます。そういう

ものも使い勝手がどうなのか。話によれば、一回温めたものはもう使えないのかなと思っても、使

えるという話も聞きました。そんなことも含めて、試食などもやはり多くの人にしてもらうことも

必要だと思いますが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 ただいまお話にありました女性の皆さん、それから、乳幼児の子どもたち、小さい子どもたちへ

のいろんな災害時の必要となってくるもの、こういったものも当然避難所では必要になってまいり

ます。 

 今までは、取りあえず必要なものは何かという大きな視点の中で備蓄品をそろえてきたわけであ

りますけれども、きめ細やかなそういった備蓄品が必要になってくるということで、段階的、順次

そういったものも確実に整備をしてまいりたいと、このように考えております。 

 そして、お話にありましたライフラインが止まったときの運営も心配じゃないかと、このような

お話でございますけれども、電気が止まる、それから、水道が使えない、こういった大変心配な状

況も災害時は考えられるわけでございます。 

 一つは、電気が止まると、様々な生活に支障が生じるというようなことで、非常用発電機という

ようなものも各避難所に整備できるようにしておりますし、今年も急遽使えるというような方法で、

ＥＶ車も購入をさせていただいて、災害時にも威力を発揮していただくようにということで、整備

をしてきました。 

 今後もそういった視点で、災害時には、緊急時ライフラインというのはとても大事であります。

これ、避難所だけではなくて、避難されなかった、避難が必要でなかった地域のこともあるんです

けれども、そういうライフラインの確保がしっかりできるように取り組んでまいりたいと思います。 

 そして、備蓄品の消費期限というお話がありました。これまでも総合防災訓練で消費期限前のも

のでありますけれども、そこでおいでいただいた、訓練に参加された皆さんに試食をしていただく
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ということで、食べていただいたり、御利用いただいてきたという経緯がございます。 

 残念ながら、ここ２年ほど防災訓練というものがあまりしっかりできてきていないというような

中ではありますけれども、お話のように、大勢の皆さんにこういった食料、こういったものも賞味

いただく中で、最近は非常に質もよくなってきているということでございます。 

 そんなことも併せまして、村民の大勢の皆さんにそういった場の提供も進めていきたいと、こん

なふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────７番 黒岩議員。 

○７番（黒岩清道議員） 

 ありがとうございます。 

 やはりそういう備蓄品に関しては、おいおい、皆さんの御意見を聞きながら足していっていただ

きたいということで思っております。 

 また、中学など多くの人たちに実践をしていただくということも、本当にこれから一緒に高山を

支えていくんだということを考えていただきたい。 

 ちょっと余談にはなりますが、東日本大震災のときの２年後ぐらいに、私、そこに飛び戻った文

科省の先生の話を１時間ほど聞いたんですが、１時間聞いている間に涙が止まりませんでした。正

直、いろんなことが長期間で災害で避難をしているときには起きるものでございます。 

 ただ、本当に避難所がうまく運営していた、していなかった、そういう声が最期に聞かれるのは、

地域といかにつながっているか、いかに学校とつながっているか、そういうところがやはり避難所

運営には大切なことであるということを肝に銘じて、次の質問にいきたいと思います。 

 ２つ目の質問ですが、高山村の観光誘致についてお伺いいたします。 

 高山村は、農業いろいろありますけれども、観光が基幹産業の一つであります。ここ２年も続く、

ちょうど１年になりますけれども、新型コロナウイルス発生してからちょうど２年ですけれども、

このコロナ禍の中でダメージを受けた施設は非常に多く、また、厳しい状態であります。先般の紅

葉シーズンには少し客足が戻ったという話もありましたが、やはりまだまだ以前のにぎわいにはな

っていません。 

 長野県でも高山村でも今感染は落ち着いてきていると見られますが、やはり日本も新しく３例、

オミクロン株というものが確認され、デルタ株からオミクロン株に変わりつつあります。これがど

ういう状況に変わっていくかも非常に怖いところであります。 

 また、第６波のことがやはり皆さんの頭の中に残るのか、考えるのか、警戒して忘新年会を控え

るという動きも、声も聞きます。 

 しかし、高山村の旅館、また、施設、飲食店、非常に安全であるということを広く伝え、高山村

に来ていただき、観光地や旅館、また、飲食店、ここが以前のようににぎわう場所になってほしい
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と願っているところであります。村としてもいろいろな角度から様々な支援がされていると思いま

すが、もっと広く周知していただくことが必要ではないかと考えています。 

 先般、高山村でもパンフレットを作成していると、企画しているという話も聞きました。近隣の

地域では、元気づくり支援金などを使って、そのパンフレットにスタンプラリーや附属をつけ、そ

のパンフレットを作成するだけじゃなくて、やはり雑誌などにページの特集として織り込んでいた

だいたりして、多くの人に見ていただく。そして、地元に来ていただくという活動をしています。 

 高山村としても他の市町村に遅れを取らない、また、先を越されないように、逆に支援金などを

もっと活用して、誘客宣伝をし、それを行っていくべきだと思います。 

 村の考えや、また、誘致方法、施策などをお聞かせください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────柴田産業振興課長。 

○産業振興課長（柴田 亨） 

 高山村の観光誘致についてお答えいたします。 

 本村の基幹産業であります観光業は、人が移動することで成り立ってきている事業でありますが、

新型コロナウイルス感染症の感染が拡大する中で、国や県の移動の自粛要請などにより、観光事業

者の売上げは大きく減少しております。 

 さらに、遡ること、コロナ禍以前の令和元年東日本台風災害において、秋の紅葉の最盛期に県道

が崩落して、通行止めになるなど、観光業の皆さんは大きなダメージを受けており、そこに今回の

コロナ禍が重なって、まさに観光業は２年以上にわたり厳しい経営状況が強いられております。 

 このような状況の中、村といたしましては、新型コロナウイルス感染症により影響を受けた事業

者への経済対策に重きを置いて、売上げが減少した事業者に対する事業継続給付金や貸切りバスの

利用を促進するためのバス旅応援事業のほか、全村民の皆さんにクーポン券を配付して、村内での

消費を喚起するクーポン券事業など、様々な施策を講じてまいったところであります。 

 また、今年の秋以降、新型コロナウイルス感染症の感染者数が徐々に減少に転じてきたことや、

10月以降全国で緊急事態宣言が解除されたことなどから、観光客数も徐々に回復傾向となり、紅葉

シーズンには多くの観光客の皆さんに訪れていただき、旅館等の利用客数も徐々に増加傾向にあり

ます。 

 このため、今後は再び新型コロナウイルス感染症が拡大しないことを願いつつ、国のＧｏＴｏキ

ャンペーンの再開のほか、来年は県内で予定されております善光寺御開帳などの大きなイベントが

ありますことから、この機会を生かして誘客に努めてまいりたいと考えております。 

 そこで、県の元気づくり支援金などを活用して、誘客宣伝を進めていくべきではないかとのお尋

ねでございますが、現在、村では令和３年度の補正予算において、国の地方創生臨時交付金により、

観光客誘致支援事業補助金を計上して、旅館など観光業に関連する事業者が観光客誘致のために実
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施するイベントの開催費用などに対し助成して、誘客のための支援を行うこととしております。 

 そのような中で、これから冬の観光シーズンを迎えて、多くの観光客の皆さんに来ていただくた

めに、スキー場で開催される各種イベントに対し助成を行うほか、長野駅と高山村を結ぶ直通バス

の運行費用に対しまして、助成するなどして誘客に努めてまいることとしております。 

 さらに、高山村の魅力を全国に発信するテレビ番組の放映委託や本年度、村観光パンフレットの

全面リニューアルを進めておりますほか、信州高山村観光協会のホームページもリニューアルし、

観光協会や協会員によるインスタグラムやツイッター、フェイスブックなどのＳＮＳを活用し、多

くの皆さんに高山村へ訪れていただくために、様々な情報発信を展開しているところであります。 

 また、観光協会では、前年度において、長野県観光機構の観光振興地域共同事業補助金を活用し

て、須坂市観光協会と連携し、電動アシスト付き自転車、いわゆるＥバイクによる須高広域観光の

活性化事業に取り組んでおりますほか、本年度は、本村のワインと観光を結びつけたワインツーリ

ズム事業により、誘致宣伝に取り組んでおります。 

 このように、今後とも各種補助金などを有効に活用して、誘客宣伝に取り組むとともに、村内の

観光業に携わる皆さんが以前のような多くの観光客によるにぎわいや相応の売上げが得られるよう、

引き続き様々な事業等を展開してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────７番 黒岩議員。 

○７番（黒岩清道議員） 

 ありがとうございます。 

 今のお話で、いろんなことが私たちも知れたと思いますが、その中で、パンフレットを作ってい

るという話もありました。パンフレットというのは非常に怖いので、１万部作ったから、１万人の

人が来るわけではなく、これをいかに多くの人に手元に届き、また、持っていただき、多くの人が

高山に来ていただくか、ここの違いが非常に大きいのです。 

 私もいろいろなところに行きますけれども、サービスエリア、または博物館、美術館、そういう

ところにやはり市町村のパンフレットを置く場所、スペースがあるんですが、正直申し訳ございま

せんが、高山村のパンフレットはあまり見たことないんです。 

 そういうところで、手を取ってもらう、このことが非常に大きくて、先ほどお話しした近隣でや

っているものは、パンフレットをやはり月間１万部、２万部、10万部と発行している雑誌の中に入

れ込むということは、その分がお客さんの手に届くということもあります。 

 やはりそういうことも頭に入れてやっていただきたいなと思うのですが、それと、もう一つ、再

質問ですが、今のそういう方向をもっていくことができるのか、それと、今、中学校の総合学習の

ほうでも、非常に高山のこと頑張ろうということで、子どもたちが頑張っています。 

 その中でも、地域おこし協力隊の西川さんと協力しながら係わっているのが、高山のいろんな問
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題を作って、プログラミングして、クイズ形式で検定方式を作っている。そんな画像を作っていた

り、また、旅館、温泉、そういうところの紹介のＣＭを作ったりしています。 

 まだまだ未熟なんですが、こういうものもやはり村のホームページ、観光協会のホームページ、

または中学校のホームページ、いろんなところに載せて、やっぱり中学校の活動もまた見ていただ

くことが、また収穫にもつながるんではないかと思いますが、その辺、御意見をお聞かせください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────柴田産業振興課長。 

○産業振興課長（柴田 亨） 

 ただいまの再質問についてお答えいたします。 

 今年の中で、村の総合観光パンフを作っているということで申し上げさせていただきました。こ

れにつきましては、昨日も御質問がありましたが、地域おこし協力隊の羽太先生、そして、西川さ

んにもお手伝いいただいて、今進めているところでございます。 

 一番は、大変いいものができてもそれが皆様の目に届かなければ、価値がないということでござ

います。 

 今、黒岩議員がおっしゃったサービスエリアとかいろんな場所に置くということもあるんですが、

実は事業者さんがいらっしゃいまして、例えばサービスエリアであればただでは置けないというこ

とで、経費がかかるということでございます。 

 少ない中で何かをやるとしますと、例えばいろんな、ここでコロナ禍でなかなかできないんです

が、首都圏に向かう主要なサービスエリアで例えば県の観光の宣伝を行うとか、そういった場合に

そこに運んでいったり、あとはまた、東京等の観光案内のところにも置かせていただいたりして、

できるだけ広く目につくようにしていきたいというふうにしているところでございます。 

 パンフレットに関しては、紙による媒体でございますが、さっきも申し上げましたが、できるだ

けいろんな媒体を使っていきたいと思っております。 

 例えば今年の秋であれば、まだ緊急事態宣言中だったものですから、なかなか首都圏から来られ

ないという中で、じゃ、割合とこちらのほうに来ていただいている北陸の皆さん、何とか来ていた

だきたいということで、今年は秋に紅葉に合わせて、小布施町と連携してこちらのテレビ局、そし

て、新潟、そして富山、金沢のテレビ局にもこの紅葉の形を放映していただくようにしていただい

たりしておりますし、また、一番最近であれば、そういったものもありますが、スマホ、また進ん

でおりますので、ツイッターであったり、フェイスブックであったり、要はそういうＳＮＳをうま

く活用して、できるだけその今の状況をすぐ知らせるというような形で、観光協会、協会員も若い

方がいらっしゃるようになってまいりましたので、そういうふうに努めているということでござい

ます。そんな形で、いろんな形の中で、情報を知っていただくようにしていきたいと思っておりま

す。 
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 また、先ほどお話に出た中学校の総合学習の中で、地域おこし協力隊の西川さんのお名前が出て

きたということでございます。当然、西川さんには観光協会のホームページのリニューアルには携

わっていただいておりますし、そういったいろんな情報を掲載させていただくということの中で、

そういった中学生等の取組もうまく活用して、ＰＲできれば、相乗効果になるのかなと思っており

ますし、あらゆる方法を取りながら、誘客につながるように努めていきたいと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────７番 黒岩議員。 

○７番（黒岩清道議員） 

 今の答弁で、いろいろお聞かせいただきましたが、やはりいろんなところにアンテナを張ってい

ただいて、それを活用して、高山村をよくする、また、観光誘致をするということも大切だと思い

ます。 

 また、中学校のそういう、まだ完璧ではないんですが、でも、そういう未完成のものもやはり見

る人からすると、非常にいいなと思う面もありますので、やはりそういうところも活用しながら、

高山村の観光誘致をしていただきたいなと思っております。 

 以上で私の質問は終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で黒岩清道議員の質問を終わります。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れさまでした。 

午前11時45分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和３年12月８日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  梨 本   進 

 

                 署 名 議 員  沖 島 祥 介 

 

                 署 名 議 員  髙 井 央 葉 
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令和３年第５回高山村議会12月定例会会議録（第４号） 

 

令和３年12月10日（金曜日） 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 諸般の報告 

日程第２ 議案第48号 課及び室設置条例の全部を改正する条例 

日程第３ 議案第49号 高山村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を 

           定める条例の一部を改正する条例 

日程第４ 議案第50号 高山村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部 

           を改正する条例 

日程第５ 議案第51号 村税条例の一部を改正する条例 

日程第６ 議案第52号 国民健康保険条例の一部を改正する条例 

日程第７ 議案第53号 令和３年度高山村一般会計補正予算（第４号） 

日程第８ 議案第54号 令和３年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第９ 議案第55号 令和３年度高山村診療所特別会計補正予算（第３号） 

日程第10 議案第56号 令和３年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第11 議案第57号 令和３年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第12 閉会中の継続調査の申出について 

日程第13 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 諸般の報告 

２ 議案第48号～議案第57号について 

３ 閉会中の継続調査の申出について 

４ 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

７番 黒 岩 清 道 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 
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11番 柴 田 弘 男 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

教 育 長 山 岸 深 志  総 務 課 長 宮 本 孝 雄 

村民生活課長 宮 川 裕 明  産業振興課長 柴 田   亨 

建設水道課長 小 渕 義 彦  
会 計 管 理 者 

（ 会 計 室 長 ) 
西 原 一 美 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
山 﨑 久 志    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 荒 井 孝 浩  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午後１時00分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 諸般の報告を行います。 

 報告第９号 国土交通省告示第98号の履行に関する要望書、報告第10号 最低制限価格の設定に

関する要望書、報告第11号 耐震診断・耐震改修に関する要望書の提出があり、別紙のとおりお手

元に配りましたので報告します。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 議案第48号 

～  
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日程第６ 議案第52号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第２ 議案第48号 課及び室設置条例の全部を改正する条例から日程第６ 議案第52号 国

民健康保険条例の一部を改正する条例までの５件を一括議題とします。 

 議案第48号から議案第50号について、委員長の報告を求めます。 

─────黒岩総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（黒岩清道議員） 

 ただいま議題となっております総務文教常任委員会に付託されました案件は、議案第48号から議

案第50号までの３件であります。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 委員会は、去る12月８日午後１時より委員全員の出席の下、所管の職員の出席を求め、慎重に審

査をいたしました。 

 議案第48号 課及び室設置条例の全部を改正する条例、議案第49号 高山村特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例及び議案第50号 

高山村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例は、特段

質疑がなく、討論を省略し採決の結果、いずれも全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 以上で総務文教常任委員会に付託されました案件３件についての審査の経過及び結果を報告しま

す。 

 議員各位におかれましては、適切な判断の上、御賛同賜りますようよろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 議案第51号及び議案第52号について、委員長の報告を求めます。 

─────髙井民生産建常任委員長。 

○民生産建常任委員長（髙井央葉議員） 

 ただいま議題となっています民生産建常任委員会に付託されました議案は２件です。 

 委員会は、12月８日、午後２時15分より委員全員出席の下、所管の職員の出席を求め、慎重に審

査を行いました。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 議案第51号 村税条例の一部を改正する条例及び議案第52号 国民健康保険条例の一部を改正す

る条例については、特段質疑はなく、討論を省略し採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決すべ

きものと決定しました。 

 以上で民生産建常任委員会に付託されました議案２件の審査の経過及びその結果の報告とします。 

 議員各位におかれましては、適切な御判断の上、御賛同賜りますようお願い申し上げます。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 これから議案第48号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第48号 課及び室設置条例の全部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第49号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第49号 高山村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 
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 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第50号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第50号 高山村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第51号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 ただいま議題となっています議案第51号について、賛成の立場から討論します。 

 全国どこでも高過ぎる国保税、国保料により滞納世帯が増加し、全加入世帯の15％を超えている

と言われます。無保険になったり、正規の保険証を取り上げられるなど、生活の困窮で医療機関の

受診が遅れたため死亡した事例が2017年には63人に上っているという調査もあります。 

 高過ぎる保険税は加入者の生活を苦しめているだけでなく、国民健康保険制度の根幹を揺るがし
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ています。全国知事会、全国市長会、全国町村会などの地方団体は、加入者の所得が低い国保が他

の医療保険より保険料が高く、負担が限界になっていることを国保の構造問題だとし、国保を持続

可能とするためには、被用者保険との格差を縮小するような抜本的な財政基盤の強化が必要と、こ

のように主張しております。 

 国保加入者の平均保険料、１人当たりは政府の試算でも、中小企業の労働者が加入する協会けん

ぽの1.3倍、大企業の労働者が加入する組合健保の1.7倍という水準です。国民の４人に１人が加入

し、国民皆保険制度の重要な柱を担うべき国保が、他の医療保険制度に比べて著しく不公平で、庶

民に重い負担を強いる制度になっているのです。全国知事会なども強く要望している公費１兆円の

投入で、協会けんぽ並みの負担率にすることができます。 

 さて、世帯の人の数によりかかる均等割、各世帯に定額でかかる平等割が国保税を高くする大き

な要因です。特に、子どもの数が多いほど負担が重くなる均等割は、人頭税、子育て支援に逆行し

ているという批判が起こり、多くの団体や関係者が見直しを要望してきました。 

 こうした声に押され、ここでようやく未就学児に限って均等割の５割軽減が実施されることにな

ります。しかし、まだまだ根本的な解決には至りません。 

 全国知事会などが要望している公費１兆円の投入を行えば、均等割、平等割をなくすことができ

ます。引き続き町村会などを通じて、公費投入、国庫負担を増やして国保税を引き下げるよう運動

することを村に求めたいと思います。 

 今回の条例改正は、問題解決に向かっての一歩前進と受け止め、賛成するものです。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第51号 村税条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第52号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第52号 国民健康保険条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第７ 議案第53号 

～  

日程第11 議案第57号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第７ 議案第53号 令和３年度高山村一般会計補正予算（第４号）から日程第11 議案第57

号 令和３年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第１号）までの５件を一括議題とします。 

 これから議案第53号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 それでは、お願いします。 

 ページでいきますと、22、23、それから24、25になります。 

 今回、子育て世帯への臨時特別給付金、18歳以下の子どもさんへの10万円相当の給付ということ

で、今回は５万円の現金給付になりますが、これは国の政策で進められるものですが、真に困窮し

ている世帯に届くというふうにお考えなのかどうか。子どものいる世帯だけでなく、困窮している

家庭はあると思います。その点、どのようにお考えなのかお願いをしたいと思います。 

 千葉県の市川市、ここでは所得が200万円以下の住民税課税世帯に現金10万円を独自に支給する、

このような方針を決めたということです。市川市は人口が50万人弱という大変大きな市ですが、政

府が進めている住民税非課税世帯への10万円給付に併せて、独自に給付の対象外となる所得200万
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円以下の課税世帯にも現金10万円を支給するということです。対象はおよそ４万世帯。そして、こ

の支給にかかるおよそ40億円を盛り込んだ補正予算案を議会に提出するということで、実際の給付

は政府の現金支給と同時に行う予定と、このように新聞報道されております。 

 困窮している家庭は子育て世帯だけでなくて、ほかにもあると思いますが、どのようにお考えか

お願いをいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 まず初めに、子育て世帯への臨時特別給付金が真に困窮世帯に届くと考えているのかについてで

ありますが、今回、国が給付する18歳以下の子どもがいる世帯に給付する１人10万円、今回は議員

お話しのとおり５万円ですが、現在、コロナ禍での給付になりますので混同しやすいと思いますが、

この給付はコロナで影響を受けているから給付するのではなく、18歳以下の未来ある子どもを育て

ている世帯の子どもに給付するもので、未来ある子ども、あるいは将来ある子ども、言い換えます

と、前途洋々とした未来ある子どもへの国の投資である、このように考えております。 

 次に、子どものいる世帯だけでなく困窮している家庭はあるが、どう考えているかについてであ

りますが、先ほども申し上げましたように、今回の10万円の給付は国の子どもへの投資であると考

えておりますが、議員お尋ねの、困窮している家庭はあるがどう考えるかについてでありますが、

困窮世帯に対しましては、今回、住民税非課税の世帯の中で基準を設定させていただき、灯油券を

給付させていただきました。また、このほか、小中学生のいる住民税非課税世帯へは小中学校の給

食費を無償にするなど、困窮世帯に対しましては可能な限り御支援申し上げてまいりました。 

 また、今後も真に困窮されている世帯に対しましては可能な限り御支援をしてまいりたい、この

ように考えておりますので、よろしくお願いします。 

 なお、御説明ありました市川市のお話でございますけれども、議員お話しのとおり、人口規模が

50万人ということで、本村の人口の70倍ということで全く規模が違い、もちろん財政規模も全く違

うということで、私もあの近くに半年ほど住んでおりましたけれども、東京郊外ということで非常

に住民が増加している、そういう地域でありますので、財政規模が全く違いますので、私たちのよ

うな本当に小さな自治体では、一生懸命またできる限り頑張っていきたい、このように思っており

ますのでよろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第53号 令和３年度高山村一般会計補正予算（第４号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第54号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第54号 令和３年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第55号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 
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 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第55号 令和３年度高山村診療所特別会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第56号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 それでは、ページで12、13になります。 

 森林スポーツ公園の源泉ポンプが突然故障したということで、専決でこの源泉ポンプについて購

入をして修理をされたわけですが、突然のその故障の原因というのはどこにあったのか、そのこと

についてお聞きをしたいと思います。 

 そして、今回、新しい源泉ポンプに交換となりましたので、ここで補正でもう１台買う予定なん

ですが、来年度当初予算の計上でも済むのではないかという感じもするわけですが、ここでもう１

台買うというふうに決めたそのことについてお伺いをしたいと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮川村民生活課長。 

○村民生活課長（宮川裕明） 

 本年10月１日夜に故障をしました森林スポーツ公園の源泉ポンプの原因につきましては、担当し

ている職員からは、源泉内の浮遊物の塊がポンプ内に詰まり、停止した状態の中で電気が送られ続

け、焼きつけを起こしてしまったものと報告をいただいております。 

 また、補正でもう１台を購入する理由でございますが、今回購入させていただく源泉ポンプ及び

ケーブルは予備用として購入させていただくものでございますが、現在、森林スポーツ公園の源泉

で使用している源泉ポンプは受注生産により生産製造されているポンプで、注文から納品まで約３

か月が必要となりますことから、これまでも１台予備のポンプを用意してまいりました。今回は本

年度当初予算で、来年度実施予定の４年に一度のポンプ交換に備え、予備ポンプを購入させていた

だくこととしておりましたけれども、購入の計画していた直前に故障をしてしまい、代替ポンプが

なく、メーカーと交渉をした結果、たまたま他に納品する予定のポンプをこちらに回していただい

たため、２週間程度で復旧できた経過がございます。 

 これまではポンプが故障したことがなく、予備ポンプを準備するまでに多少時間的余裕を見てま
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いりましたけれども、今回の故障を教訓とし、常に予備ポンプを用意しておくことの重要性を痛感

し、今回補正計上させていただいたものでございますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第56号 令和３年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第57号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第57号 令和３年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 
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──────────────────────────────────── 

日程第12 閉会中の継続調査の申出について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第12 閉会中の継続調査の申出についてを議題とします。 

 各委員長から所管事務の調査について、会議規則第74条の規定によって、お手元に配付しました

とおり、閉会中の継続調査の申出がありました。 

 お諮りします。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第13 議員派遣について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第13 議員派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 議員派遣につきまして、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議員派遣は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 異議なしと認めます。 

 本定例会はこれで閉会することに決定しました。 

 会議を閉じます。 

 これを機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 ９月26日に行われた村議会議員一般選挙後、初の12月定例会が２日から本日まで９日間にわたり、

役場組織の再編のための条例改正や一般会計補正予算など、村から提案された12件の案件の議決、

議会活性化特別委員会ほか、２件の特別委員会の設置と委員の選任も行っていただきました。 

 ７日と８日、２日間で行われた今回の一般質問は、11人の議員の皆さんが、多岐にわたり24件の

質問をされ、近年例のない活発な議論がなされました。大変御苦労さまでございました。 

 これからも一般質問には十分な時間をかけていかなければならないと考えておりますので、議員

の皆さん、よろしくお願いをいたします。 

 村長を始め理事者の皆様には、議員の発言を重く受け止めていただき、村政発展のために御尽力

賜りますよう要望をいたします。 

 今回、議決された役場組織の再編のための条例の改正は、村の重要施策である人口対策、危機管

理体制の構築、働きやすい職場環境をつくるためのものです。今後、村長におかれては、職員の皆

様の学習や研修の場、役場内での十分な議論のできる場を設けていただくことをお願いをいたしま

す。 

 議長としても最大限の協力をさせていただきたいと考えています。議員の皆様にも御協力をお願

いいたします。 

 さて、本年も残すところ３週間余りとなりました。日本国内では収束に向かっていると思われた

コロナウイルスもここにきて、新たな変異株、オミクロン株の感染拡大が懸念されております。 

 全ての村民の皆様にお願いを申し上げます。十分な感染対策を取って、村の経済を回し、新たな

年を迎えましょう。 

 以上、閉会の挨拶とさせていただきます。 

 この際、村長の発言を許します。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 12月定例会の閉会に当たりまして、一言御礼の御挨拶を申し上げます。 

 本定例会は、去る２日に開会し、本日までの９日間にわたり慎重に御審議いただき、それぞれ原

案どおり議決を賜りましたことに対しまして厚く御礼申し上げます。 

 今会期中に議員各位から賜りました大変多くの貴重な御意見、御提言につきましては、十分にそ

の意を尊重し、今後の村政運営に生かしてまいる所存であります。 

 特に、２日の招集挨拶でも触れさせていただきましたが、地球温暖化による自然災害は予想をは
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るかに超えるものであり、安全安心な地域づくりのための危機管理体制や、一般質問でいただきま

した空き家対策は人口減少に歯止めをかけるための最重要課題の一つでありますので、しっかりと

取り組んでまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 さて、政府が18歳以下に対する子ども１人10万円相当の給付につきましては、今定例会で御承認

いただきました先行して給付いたします５万円は、年内給付できるよう準備を進めておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 また、残りの５万円につきましては、いまだ政府方針が定まっておりませんので、給付方法が示

された段階で対応してまいりたいと考えておりますが、真に未来ある子どもたちのための子育て支

援充実につながる給付となるよう全力を傾けてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 同意いただきました固定資産評価審査委員会の委員の選任につきましては、引き続き、御依頼申

し上げました山崎五十夫様には、村民の皆様の信頼とともに、豊富な知識と経験の下、中立的・専

門的な立場から審査していただけるものと御期待申し上げる次第であります。 

 さて、原油や液化天然ガス、ＬＮＧの価格が高止まりしておりますことから、政府においては11

月下旬に、米国や日本など６か国が石油備蓄の放出措置を取ることを表明し、価格上昇の要因の一

つと言われております。産油国と消費国との深刻な対立は避けられたものの、新型コロナウイルス

の新たな変異株、オミクロン株の感染拡大もあって、今後も不安定な情勢は続くものと思われます。 

 このように、原油価格が高止まりしている中で、これから一段と寒い冬を迎えますことから、住

民税非課税世帯のうち、基準を設定させていただいた対象世帯に対しましては、少しでも暖かな新

年をお迎えいただくため、年内に灯油券を配付させていただくことといたしましたので、よろしく

お願い申し上げます。 

 去る６日に招集された第207臨時国会において、岸田首相は衆議院本会議の所信表明演説で、新

型コロナウイルス、オミクロン株の拡大に対応するため、最悪の事態を想定し、危機管理への決意

を表明されました。 

 そうした中で、国内では現在、新型コロナウイルス感染症は落ち着いた状態にありますが、本村

においても、第３回目のワクチン接種とともに、引き続き徹底した感染拡大防止対策を講じてまい

りますとともに、冷え込んでおります村内経済の対策強化に努めてまいりますので、議員各位の御

理解と御協力をお願い申し上げます。 

 さて、先月27日、長野市では平年に比べて９日遅い初雪を観測したと長野地方気象台が発表しま

したが、スキー場を抱える本村にとっては、年末年始に向けて十分な積雪を願うものであります。 

 そのような中、現在、ＹＯＵ游ランドにおいて、雪と光の祭典でイルミネーションを設置、展示

しておりますので、寒い夜ではありますが、御家族並びにグループ等でお楽しみいただきたいと思

います。 

 結びに、議員各位並びに村民の皆様には、この１年間、村政運営に格別なる御理解と御協力を賜
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りましたことに、改めて感謝と御礼を申し上げます。 

 これから寒さが一段と厳しくなってまいりますので、議員各位にはくれぐれも健康に御留意され、

輝かしい新年を迎えられますことを御祈念申し上げ、閉会の御挨拶といたします。 

 １年間本当にありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 令和３年第５回高山村議会12月定例会を閉会といたします。 

 御苦労さまでございました。 

午後２時12分  閉 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和３年12月10日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  梨 本   進 

 

                 署 名 議 員  沖 島 祥 介 

 

                 署 名 議 員  髙 井 央 葉 

 



 

 

 

 

令和３年第４回 

 

高山 村議会臨 時会会議 録 

 

 

 

 

 

 

令和３年10月１日 開会 

令和３年10月１日 閉会 

（１日間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高山村議会事務局 
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令和３年第４回高山村議会10月臨時会会議録（第１号） 

 

令和３年10月１日（金曜日） 

                                  

高山村告示第45号 

 令和３年10月１日、高山村議会10月臨時会を高山村役場に招集する。 

１ 監査委員の選任につき同意を求めることについて 

２ 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

３ 令和３年度高山村一般会計補正予算（第３号） 

          令和３年９月８日 

                 高山村長 内 山 信 行 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 仮議席の指定 

日程第２ 議長の選挙について 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程（追加） 

日程第１ 議席の指定 

日程第２ 会議録署名議員の指名 

日程第３ 会期の決定 

日程第４ 諸般の報告 

日程第５ 副議長の選挙について 

追加日程第１ 議席の一部変更について 

日程第６ 常任委員及び議会運営委員の選任について 

日程第７ 高山村議会報編集特別委員会の設置について 

日程第８ 高山村議会報編集特別委員会の委員の選任について 

追加日程第２ 議長の常任委員辞任の許可について 

日程第９ 長野広域連合議会議員の選挙について 

日程第10 須高行政事務組合議会議員の選挙について 

日程第11 高山村外一市一町財産組合議会議員の選挙について 

日程第12 同意第５号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 

日程第13 同意第６号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

日程第14 議案第47号 令和３年度高山村一般会計補正予算（第３号） 
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追加日程第３ 同意第７号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 

追加日程第４ 閉会中の所管事務の調査について 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 仮議席の指定 

２ 議長の選挙について 

３ 議席の指定 

４ 会議録署名議員の指名 

５ 会期の決定 

６ 諸般の報告 

７ 副議長の選挙について 

８ 議席の一部変更について 

９ 常任委員及び議会運営委員の選任について 

10 議会報編集特別委員会の設置について 

11 議会報編集特別委員会の委員の選任について 

12 議長の常任委員辞任の許可について 

13 長野広域連合議会議員の選挙について 

14 須高行政事務組合議会議員の選挙について 

15 高山村外一市一町財産組合議会議員の選挙について 

16 同意第５号～第６号 

17 議案第47号 

18 同意第７号 

19 閉会中の所管事務の調査について 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（11名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ７番 黒 岩 清 道 議員 

８番 湯 本 辰 雄 議員       ９番 松 本   茂 議員 

10番 山 嵜 秀 治 議員       11番 柴 田 弘 男 議員 

12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（１名） 
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６番 髙 井 央 葉 議員 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

教 育 長 山 岸 深 志  総 務 課 長 宮 本 孝 雄 

村民生活課長 宮 川 裕 明  産業振興課長 柴 田   亨 

建設水道課長 小 渕 義 彦  
会 計 管 理 者 

（ 会 計 室 長 ) 
西 原 一 美 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
山 﨑 久 志    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 荒 井 孝 浩  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時05分  開 会 

○臨時議長（久保田雄吉議員） 

 それでは、ただいまから令和３年第４回高山村議会10月臨時会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 おはようございます。 

 高山村議会10月臨時会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 まず初めに、去る９月26日に執行されました高山村議会議員一般選挙におきまして、厳しい選挙

戦の中で村民の皆様方の厚い信頼と負託を受けられ、御当選の栄誉を得られました議員各位に、心

からお喜びを申し上げる次第でございます。大変おめでとうございます。 

 本日、めでたく御当選されました議員各位をお迎えし、ここに初めての議会を開会させていただ

くことができますことに対しまして、厚く御礼を申し上げますとともに、今後とも村政運営に対し

まして御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 さて、大型で非常に強い台風第16号は、今朝８時に八丈島の南南東約200キロメートルの海上を、

非常に強い勢力を維持したまま北東に進んでいるため、伊豆諸島では猛烈な風が吹き、海上は大し

けとなっていると報道されていますので、風や波による被害の少ないことを祈るばかりであります。 

 このように、台風16号は、本村からかなり離れた伊豆諸島付近を北東に進んでおりますが、本村

では、現在、水稲、リンゴ、ブドウなど農作物の収穫繁忙期を迎えておりますことから、本村にお
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いても被害のないことを祈るものであります。 

 一方、一昨年12月に中国の武漢市に端を発したと言われております新型コロナウイルス感染症は、

１年10か月を経過した現在も収束の見通しが立たない中で、菅首相は東京や大阪など27都道府県に

発出していた緊急事態宣言やまん延防止等重点措置を、昨日までの期限で全面解除いたしました。 

 このように、緊急事態宣言と重点措置が全国のどこにも出ていない状況となるのは、本年４月４

日以来約半年ぶりとなりますが、国では、これから冬に向けて感染が再拡大する可能性もあるとし

て、リスクの高い行動は引き続き避けるとともに、マスク、手洗いなどの基本的な感染防止対策を

強く呼びかけています。 

 一方、長野県では、次の波を抑止するための的確な対応や医療体制の確保、県民の生活や経済再

生などの基本的方針を示しています。 

 このため、本村におきましては、国の緊急事態宣言解除に伴い、昨日、対策本部会議を開催し、

法に基づく新型コロナウイルス感染症高山村対策本部を、本日からは本村任意の対策本部に切り替

えて、引き続き感染防止対策に努めてまいることとしておりますので、議員各位並びに村民の皆様

のなお一層の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 さて、世界に目を向けてみますと、コロナ禍による社会情勢等の不透明感に加え、ここに来て金

融情勢に緊張感が走っており、先行きの見えない不透明感が強く、しっかりと監視しなければなら

ない状況と言われております。 

 このような中、日本におきましては、10月４日に臨時国会が招集されることとなっておりますが、

その後の日程については現時点で不明であると報道されています。このため、一日も早い国政の安

定と経済、財政の健全な発展を強く望むものであります。 

 したがって、引き続き地方におきましても、厳しい財政運営が迫られるものと思っておりますの

で、議員各位のさらなる御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 本日御提案申し上げました議案は、監査委員等の選任についての同意案件２件のほか、一般会計

補正予算を合わせた計３件でございます。十分御審議いただき、議決を賜りますようお願い申し上

げまして、招集の御挨拶といたします。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 仮議席の指定 

○臨時議長（久保田雄吉議員） 

 それでは、日程第１ 仮議席の指定を行います。 

 仮議席は、ただいま着席の議席とします。 

 しばらく休憩します。 

午前10時13分  休 憩 
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──────────────────────────────────── 

午前10時17分  再 開 

○臨時議長（久保田雄吉議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 議長の選挙 

○臨時議長（久保田雄吉議員） 

 日程第２ 議長の選挙を行います。 

 選挙は投票で行います。 

 議場の出入口を閉鎖します。 

（黒岩書記、議場を閉める） 

（荒井議会事務局長、出席議員数を報告する） 

○臨時議長（久保田雄吉議員） 

 ただいまの出席議員数は11人です。 

 次に、立会人を指名します。 

 会議規則第31条第２項の規定により、立会人に、２番 勝山正弘議員、３番 滝澤 聖議員及び

４番 梨本 進議員を指名します。 

 投票用紙を配布します。 

（槇田書記、投票用紙を配布する） 

○臨時議長（久保田雄吉議員） 

 投票用紙の配布漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○臨時議長（久保田雄吉議員） 

 配布漏れなしと認めます。 

 投票箱の点検をします。 

（黒岩書記、投票箱を点検する） 

○臨時議長（久保田雄吉議員） 

 異状なしと認めます。 

 それでは、念のため申し上げます。投票は単記無記名です。投票用紙に候補者の氏名を記入して

ください。 

 それでは、ただいまから投票を行います。 
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 事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、順番に投票願います。 

（議席で記載後、演壇上の投票箱に投函する） 

（荒井議会事務局長、点呼） 

○議会事務局長（荒井孝浩） 

 それでは、お名前をお呼びしますので、順番に投票をお願いします。 

 ２番 勝 山 正 弘 議員       ３番 滝 澤   聖 議員 

 ４番 梨 本   進 議員       ５番 沖 島 祥 介 議員 

 ７番 黒 岩 清 道 議員       ８番 柴 田 弘 男 議員 

 ９番 湯 本 辰 雄 議員       10番 西 原 澄 夫 議員 

 11番 松 本   茂 議員       12番 山 嵜 秀 治 議員 

 最後に１番 久保田 雄 吉 臨時議長 

○臨時議長（久保田雄吉議員） 

 それでは、投票漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○臨時議長（久保田雄吉議員） 

 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終了いたします。 

 これより開票を行います。 

 ２番 勝山正弘議員、３番 滝澤 聖議員及び４番 梨本 進議員、開票の立会いをお願いしま

す。 

（槇田・黒岩書記、開票する） 

○臨時議長（久保田雄吉議員） 

 立会人、何か間違いはありましたでしょうか。 

（「ありません」の声あり） 

○臨時議長（久保田雄吉議員） 

 効力発効ということで、それでは、選挙の結果を報告します。 

 投票総数11票。 

  有効投票９票。 

  無効投票２票。 

 有効投票のうち、 

  西原澄夫議員 ９票 

 以上のとおりです。 

 この選挙の法定得票数は３票です。 
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 したがって、西原澄夫議員が議長に当選されました。 

 議場の出入口の閉鎖を解きます。 

（黒岩書記、議場を開く） 

○臨時議長（久保田雄吉議員） 

 ただいま議長に当選された西原澄夫議員が議場におられます。 

 会議規則第32条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 この際、議長に当選された西原澄夫議員の当選承諾及び挨拶をお願いします。 

─────西原澄夫議員。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいまの議長選挙に当たり、議員各位の御賛同と御支持を賜り、議会議長に当選することがで

きました。大変ありがとうございます。 

 先行きが見えないコロナ禍の中で、観光業をはじめとして、多くの村民の皆さんが大変困窮され

ております。村当局と議員が一つになって、この難局を乗り越えていかなければならないと考えて

います。議員の皆様の絶大なる御支援をいただきますようお願いいたしまして、議長就任の挨拶と

させていただきます。 

 大変ありがとうございました。（拍手） 

○臨時議長（久保田雄吉議員） 

 それでは、議長に交代します。 

 しばらく休憩します。 

午前10時33分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時37分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 議席の指定 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 議席の指定を行います。 

 議席は、会議規則第３条第１項の規定によって、ただいまの着席のとおり指定します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 会議録署名議員の指名 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、１番 久保田雄吉議員、２番 勝山正弘

議員及び３番 滝澤 聖議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 会期の決定 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第３ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日１日限りとしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は本日１日限りに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第４ 諸般の報告を行います。 

 本日の会議に６番 髙井央葉議員が家族の看護のため欠席する旨の届出がありましたので、報告

します。 

 監査委員から８月分の執行した出納検査についての報告があり、別紙のとおり、報告書をお手元

に配りましたので、報告します。 

 広報担当職員及び報道関係者による写真撮影を会議規則第102条により許可しましたので、報告

します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第５ 副議長の選挙について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第５ 副議長の選挙を行います。 
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 選挙は投票で行います。 

 議場の出入口を閉鎖します。 

（黒岩書記、議場を閉める） 

（荒井議会事務局長、出席議員数を報告する） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいまの出席議員は11人です。 

 次に、立会人を指名します。 

 会議規則第31条第２項の規定により、立会人に、５番 沖島祥介議員、７番 黒岩清道議員及び

９番 湯本辰雄議員を指名します。 

 投票用紙を配布します。 

（槇田書記、投票用紙を配布する） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 投票用紙の配布漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 配布漏れなしと認めます。 

 投票箱の点検をします。 

（黒岩書記、投票箱を点検する） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異状なしと認めます。 

 念のために申し上げます。投票は単記無記名です。投票用紙に候補者の氏名を記入してください。 

 ただいまから投票を行います。 

 事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、順番に投票願います。 

（議席で記載後、演壇上の投票箱に投函する） 

（荒井議会事務局長、点呼） 

○議会事務局長（荒井孝浩） 

 それでは、お名前をお呼びしますので、順番に投票をお願いします。 

 なお、次の方は、前の方の後ろにお並びください。 

 １番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

 ３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

 ５番 沖 島 祥 介 議員       ７番 黒 岩 清 道 議員 

 ８番 柴 田 弘 男 議員       ９番 湯 本 辰 雄 議員 

 11番 松 本   茂 議員       12番 山 嵜 秀 治 議員 
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 最後に10番 西 原 澄 夫 議長 

○議 長（西原澄夫議員） 

 投票漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終了いたします。 

 これより開票を行います。 

 ５番 沖島祥介議員、７番 黒岩清道議員及び９番 湯本辰雄議員、開票の立会いをお願いしま

す。 

（槇田・黒岩書記、開票する） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 それでは、選挙の結果を報告します。 

 投票総数11票。 

  有効投票９票。 

  無効投票２票。 

 有効投票のうち、 

  柴田弘男議員 ９票 

 以上のとおりです。 

 この選挙の法定得票数は３票です。 

 したがって、柴田弘男議員が副議長に当選されました。 

 議場の出入口の閉鎖を解きます。 

（黒岩書記、議場を開く） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいま副議長に当選された柴田弘男議員が議場におられます。 

 会議規則第32条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 この際、副議長に当選された柴田弘男議員の当選承諾及び挨拶をお願いします。 

─────柴田弘男議員。 

○副議長（柴田弘男議員） 

 大変ありがとうございました。 

 議長のサポート役として、また村民の代表として、議会を議会運営がスムーズにいくように努め

たいと思います。ひとつよろしくお願いします。ありがとうございました。（拍手） 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 しばらく休憩します。 

午前10時50分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時21分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りします。議席の一部変更についてを日程に追加し、追加日程第１としたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議席の一部変更についてを日程に追加し、追加日程第１とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第１ 議席の一部変更について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第１ 議席の一部変更を行います。 

 議長、副議長選挙に伴い、会議規則第３条第３項の規定によって、議席の一部を変更します。 

 湯本辰雄議員の議席を８番に、松本 茂議員の議席を９番に、山嵜秀治議員の議席を10番に、柴

田弘男議員の議席を11番に、私、西原澄夫の議席を12番にそれぞれ変更します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第６ 常任委員及び議会運営委員の選任について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第６ 常任委員及び議会運営委員の選任を行います。 

 常任委員及び議会運営委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定によって、お手元

に配りました名簿のとおり指名します。 

高山村議会常任委員会構成 

常 任 委 員 会 名 職     名 氏     名 

総  務  文  教 

常 任 委 員 会 

委     員 久保田 雄 吉 

〃 梨 本   進 

〃 沖 島 祥 介 

〃 黒 岩 清 道 
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〃 湯 本 辰 雄 

 〃 西 原 澄 夫 

民  生  産  建 

常 任 委 員 会 

委     員 勝 山 正 弘 

〃 滝 澤   聖 

〃 髙 井 央 葉 

〃 松 本   茂 

〃 山 嵜 秀 治 

〃 柴 田 弘 男 

高山村議会運営委員会構成 

職       名 氏       名 

委       員 滝  澤    聖 

〃 梨  本    進 

〃 沖  島  祥  介 

〃 山  嵜  秀  治 

〃 柴  田  弘  男 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 

午後１時23分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時24分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第７ 高山村議会報編集特別委員会の設置について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第７ 高山村議会報編集特別委員会の設置についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本件については、議会活動を広く村民に広報するため、６人の委員をもって構成する高山村議会

報編集特別委員会を設置し、これに付託の上、議会報発行のための調査、編集をすることにしたい

と思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 本件については、６人の委員をもって構成する高山村議会報編集特別委員会を設置することに決

定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第８ 高山村議会報編集特別委員会の委員の選任について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第８ 高山村議会報編集特別委員会の委員の選任についてを議題とします。 

 高山村議会報編集特別委員会の委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定によって、

お手元に配りました名簿のとおり指名します。 

高山村議会報編集特別委員会構成 

職       名 氏       名 

委       員 久 保 田  雄  吉 

〃 滝  澤    聖 

〃 沖  島  祥  介 

〃 黒  岩  清  道 

〃 松  本    茂 

〃 柴  田  弘  男 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 柴田弘男副議長と交代します。 

 しばらく休憩します。 

午後１時26分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時27分  再 開 

○副議長（柴田弘男議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいま西原澄夫議長から、議長の職務に専念する理由によって、常任委員を辞任したいとの申

出がありました。 

 お諮りします。 

 議長の常任委員辞任の許可についてを日程に追加し、追加日程第２としたいと思います。 

 異議はありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 異議なしと認めます。 

 議長の常任委員辞任の許可についてを日程に追加し、追加日程第２とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第２ 議長の常任委員辞任の許可について 

○副議長（柴田弘男議員） 

 追加日程第２ 議長の常任委員辞任の許可についてを議題とします。 

 地方自治法第117条の規定によって、西原澄夫議長の退場を求めます。 

（西原澄夫議長 退場） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 西原澄夫議長から、議長の職務に専念する理由によって、常任委員を辞任したいとの申出があり

ました。 

 お諮りします。 

 本件は、申出のとおり辞任を許可することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 異議なしと認めます。 

 西原澄夫議長の常任委員の辞任を許可することに決定しました。 

 西原議長の入場を許します。 

（西原澄夫議長 入場） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 西原澄夫議長と交代します。 

 しばらく休憩します。 

午後１時30分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時30分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 先ほど、各常任委員、議会運営委員及び議会報編集特別委員を選任しましたので、委員会条例第

７条の規定により、委員長及び副委員長の互選を行っていただきたいと思います。 

 委員会の招集場所の指定及び委員長の互選に関する職務を行う年長委員を指名します。 
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 初めに、総務文教常任委員会は委員会室１で、年長委員は久保田雄吉議員、民生産建常任委員会

は委員会室２、年長委員は山嵜秀治議員、常任委員会終了後、引き続き、議会運営委員会は委員会

室１で、年長委員は山嵜秀治議員、議会運営委員会終了後、引き続き、議会報編集特別委員会は協

議会室で、年長委員は久保田雄吉議員、以上のとおり指定及び指名します。 

 なお、各委員会終了次第、委員長及び副委員長の互選の結果を報告願います。 

 しばらく休憩します。 

午後１時31分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時33分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程に入る前に報告を行います。 

 各常任委員会、議会運営委員会及び議会報編集特別委員会の委員長及び副委員長の互選の結果を

お手元に配りました名簿のとおり報告します。 

高山村議会常任委員会構成 

常 任 委 員 会 名 職     名 氏     名 

総  務  文  教 

常 任 委 員 会 

委  員  長 黒 岩 清 道 

副 委 員 長 沖 島 祥 介 

委     員 久保田 雄 吉 

〃 梨 本   進 

〃 湯 本 辰 雄 

民  生  産  建 

常 任 委 員 会 

委  員  長 髙 井 央 葉 

副 委 員 長 滝 澤   聖 

委     員 勝 山 正 弘 

〃 松 本   茂 

〃 山 嵜 秀 治 

〃 柴 田 弘 男 

高山村議会運営委員会構成 

職       名 氏       名 

委   員   長 山  嵜  秀  治 

副 委 員 長 梨  本    進 

委       員 滝  澤    聖 

〃 沖  島  祥  介 
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〃 柴  田  弘  男 

高山村議会報編集特別委員会構成 

職       名 氏       名 

委   員   長 黒  岩  清  道 

副 委 員 長 久 保 田  雄  吉 

委       員 滝  澤    聖 

〃 沖  島  祥  介 

〃 松  本    茂 

〃 柴 田 弘 男 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第９ 長野広域連合議会議員の選挙について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第９ 長野広域連合議会議員の選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第118条第２項の規定によって、指名推選にしたいと思いま

す。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議長が指名することに決定しました。 

 長野広域連合議会議員に、私、西原澄夫と柴田弘男議員を指名します。 

 お諮りします。 
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 ただいま議長が指名しました西原澄夫と柴田弘男議員を長野広域連合議会議員の当選人と定める

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 ただいま指名しました西原澄夫と柴田弘男議員が長野広域連合議会議員に当選されました。 

 ただいま長野広域連合議会議員に当選された西原澄夫と柴田弘男議員が議場におられます。 

 会議規則第32条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第10 須高行政事務組合議会議員の選挙について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第10 須高行政事務組合議会議員の選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第118条第２項の規定によって、指名推選にしたいと思いま

す。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議長が指名することに決定しました。 

 須高行政事務組合議会議員に、私、西原澄夫と髙井央葉議員を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長が指名しました西原澄夫と髙井央葉議員を須高行政事務組合議会議員の当選人と定

めることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 ただいま指名しました西原澄夫と髙井央葉議員が須高行政事務組合議会議員に当選されました。 

 ただいま須高行政事務組合議会議員に当選された西原澄夫と髙井央葉議員には、会議規則第32条

第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第11 高山村外一市一町財産組合議会議員の選挙について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第11 高山村外一市一町財産組合議会議員の選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第118条第２項の規定によって、指名推選にしたいと思いま

す。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議長が指名することに決定しました。 

 高山村外一市一町財産組合議会議員に、勝山正弘議員、梨本 進議員、沖島祥介議員及び松本 

茂議員を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長が指名しました勝山正弘議員、梨本 進議員、沖島祥介議員及び松本 茂議員を高

山村外一市一町財産組合議会議員の当選人と定めることに異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 
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 ただいま指名しました勝山正弘議員、梨本 進議員、沖島祥介議員及び松本 茂議員が高山村外

一市一町財産組合議会議員に当選されました。 

 ただいま高山村外一市一町財産組合議会議員に当選された勝山正弘議員、梨本 進議員、沖島祥

介議員及び松本 茂議員が議場におられます。 

 会議規則第32条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第12 同意第５号 

～  

日程第14 議案第47号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第12 同意第５号 監査委員の選任につき同意を求めることについてから日程第14 議案第

47号 令和３年度高山村一般会計補正予算（第３号）までの３件を一括議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 高山村議会10月臨時会の提案説明を申し上げます。 

 同意第５号から議案第47号までの３件につきまして、一括して説明を申し上げます。 

 同意第５号 監査委員の選任につき同意を求めることについて申し上げます。 

 本案は、監査委員で識見を有する者としてお願いしてまいりました中村義忠さんの任期が来る10

月３日に満了となりますが、引き続き監査委員に選任したいので、地方自治法の規定に基づいて議

会の同意をお願いするものであります。 

 同意第６号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて申し上げます。 

 本案は、教育委員会委員であります綿貫貞子さんの任期が来る10月23日に満了となりますことか

ら、後任に高山村大字牧1628番地イ号、黒岩千秋さんを任命したいので、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律の規定に基づいて議会の同意をお願いするものであります。 

 議案第47号 令和３年度高山村一般会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ6,815万1,000円を追加し、当初予算からの累計額を45億

9,910万3,000円とするものであります。 

 歳出補正は、商工費で、新型コロナウイルス感染症の拡大等により影響を受けた村内の事業者に

対し、村民による消費を喚起するために実施する村内消費拡大クーポン券事業負担金や新型コロナ

ウイルス感染症克服事業補助金など新型コロナウイルス感染症地域経済対策事業に6,815万1,000円

を追加し、歳入では、地方交付税の普通交付税で5,532万2,000円追加、国庫支出金の国庫補助金で、
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新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に742万9,000円追加、県支出金の県補助金で、

特別警報Ⅱ発出市町村等事業者支援交付金に540万円を計上するものであります。 

 以上、一括して申し上げましたが、十分に御審議をいただき、議決を賜りますようお願い申し上

げまして、提案理由の説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 

午後１時44分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時48分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから同意第５号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案について討論を省略し、採決したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第５号 監査委員の選任につき同意を求めることについてを、討論を省略し、採決すること

に決定しました。 

 これから同意第５号 監査委員の選任につき同意を求めることについてを採決します。 

 本案は、これに同意することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は、同意することに決定しました。 

 これから同意第６号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案について討論を省略し、採決したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第６号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてを、討論を省略し、採決す

ることに決定しました。 

 これから同意第６号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてを採決します。 

 本案は、これに同意することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は、同意することに決定しました。 

 これから議案第47号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 それでは、議案第47号について何点か質疑をさせていただきます。 

 まず、クーポン券発行事業ですが、これ、改めてお聞きをしたいと思いますが、コロナ感染症で

影響を受けているのは村内ではどのような業種になっているのか、お願いをしたいと思います。 

 そして、影響を受けている業種にこの事業がピンポイントで効果が期待できるのかどうかという

ことが大事だと思います。過去２回、クーポン券を発行しております。１回目が１人3,000円、２

回目が１人5,000円、この事業をやることによって、実際に消費効果が増えたと言えるのかどうか

と、１回目、２回目合わせて6,000万円弱なんですが、単に現金がクーポンに置き換わっただけな

のか、それとも確実に各店舗の売上げが伸びているのか、その点をお願いします。 

 次に、第１回目、２回目もそうでしたが、１回当たり村民が使う金額に制限を設けるのか。１店

舗当たり１回２枚とか３枚とか、そういうふうにするのか、その点をお願いします。 

 それと、もう一つは、各店舗では受入れクーポンの額に上限があるのかどうか、その点。 

 それから、受入れ予定の店舗数はおおむねどの程度になるのか。 

 以上、お願いします。 
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 それから、感染症克服事業なんですが、先ほど休憩中に具体的な中身もありましたが、感染防止

対策として、具体的にはどのような内容を想定されているのか。もう既にそうした内容について、

業種や店舗によっては済んでおられる方もあろうかと思いますが、その点も含めてお願いします。 

 それから、本予算とは直接関係ないんですが、クーポン券発行事業あるいは感染症克服事業も感

染防止対策あるいは克服していくという中身なので、少し感染症対策のことで質疑をさせていただ

きたいと思います。 

 県から無料で75人分、150セットの抗原簡易キットが提供されるということで、村のホームペー

ジ等で申込みの案内をされております。周知方法というのは、このほかにどのようなことを考えて

おられるのか。 

 それから、対象者を12歳以上のワクチン未接種者とされておりますが、これはどのような理由か

らなのかお願いします。 

 それから、申込みがどの程度になるか現時点では予想できないと思いますが、75人分を超えたと

きには抽せんとなっております。この75人を超えたときには抽せんではなくて、不足分は村が手配

するというようなことは考えられないのか。 

 以上についてお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────柴田産業振興課長。 

○産業振興課長（柴田 亨） 

 ただいまの御質問に対する答弁でございますが、まず、新型コロナウイルス感染症克服応援クー

ポン券事業についてお答えします。 

 まず初めに、この感染症の影響を受けている業種についてのお尋ねでございますけれども、感染

防止をする観点から、これまで緊急事態宣言やまん延防止等重点措置などで、できるだけ人流を抑

える対策が要請されておりまして、飲食店などの営業時間の短縮や休業要請、さらには県外への行

き来の自粛などが行われてまいりました。このため、本村におきましても、人が移動することで成

り立っている例えば旅館業、観光バス事業、飲食業、小売業などの業種を中心に影響を受けている

ということでございます。 

 そこで、今回のこの事業がそれらの業種にピンポイントでの効果が期待できるのかというお尋ね

でございますけれども、このクーポン券事業につきましては、県で新型コロナウイルス感染症特別

警報にレベル５を発出した市町村に対して、人流を抑えるために飲食店などへの時短要請や休業要

請などをしておりまして、その影響を受ける事業者への経営支援や需要喚起、誘客など、地域産業

の支援策として交付される財源を活用しているところでございます。 

 このことから、クーポン券事業につきましては、これまで実施してきました村の経済対策の中で、

飲食店や小売店等で比較的多く利用される傾向にあったことから、そのような業種の皆さん向けの
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対策となっているところでございます。 

 このため、旅館業などの観光業につきましては、どちらかというと村民の皆さんよりも、村外か

らお越しいただく皆さんが主体ということになっておりますので、旅館などの観光業の支援策につ

きましては、このクーポン券事業もありますが、これとは別に事業継続給付金事業などの別の事業

で支援しているところでございます。 

 続きまして、実際に消費効果や売上げに貢献したのかというお尋ねでございますけれども、これ

まで２回クーポン券事業を実施しておりまして、事業終了後には検証を行っており、取扱事業者の

皆さんにアンケートをお願いしているところでございます。その内容につきまして、幾つかありま

すが、「初めて来店する方が増えた」とか、「お釣りがない分、多く買ってくれた」などの回答を

いただいており、事業者のうち、第１回目が約80％、第２回目が93％の事業者の皆さんから「効果

があった」との回答をいただいているところでございます。 

 続いて、村民１人当たりの使用枚数制限についてでありますが、これまでは村民１回、１店舗で

全て使い切るのではなく、多くの店舗等で使用していただき、効果が広く及ぶよう、１店舗１回当

たりの使用制限を設けてまいりました。今回につきましては、これから年末年始の比較的消費や人

が集まる時期を迎えることから、ふだんの買物のほか、旅館での宿泊やスキー場等でも使用してい

ただくため、１回当たりの使用枚数の制限は設けない予定でおります。 

 なお、各店舗の受け取り枚数の上限につきましては、特定の店舗だけに使用が偏ってしまうこと

は公平性に欠けることから、第２回目の事業と同様に１店舗当たりの上限を4,000枚とし、できる

だけ多くの店舗を利用していただき、恩恵が広く行き渡るようにしていきたいと考えております。 

 また、受入れ予定店舗数についてでございますけれども、第１回目が52事業者、第２回目は60事

業者でありましたことから、第３回目は前回以上の参加をいただけるよう商工会や観光協会を通じ

て周知していただくほか、行政無線やホームページ等でも参加を呼びかけてまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、新型コロナウイルス感染症克服事業についてでありますが、これは感染症の影響を受けた

事業者等が実施する感染防止対策に要する経費に対して95％の補助を行うもので、補助金の上限は

50万円の事業でございます。 

 そこで、感染防止対策としてどのようなものが想定されるかについてでありますけれども、具体

的には、事業所等で従業員等の安全安心を確認するためのＰＣＲ検査や抗原検査を実施する費用、

利用客等のための消毒液等を購入する費用、さらには換気、空調設備等を設置する費用や３密を避

けるためのキャッシュレス化等を導入する費用などを想定しておりますので、よろしくお願いしま

す。 

 それで、先ほどありましたが、既にやっている事業についてはどうするかということでございま

すけれども、今回、幾つか選択肢がございますので、当然、これからは必要になる部分について事
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業者さんの御判断の中で計画をつくっていただいて、必要なものを導入していただくということで

考えておりますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮川村民生活課長。 

○村民生活課長（宮川裕明） 

 私のほうから、抗原簡易キットについて答弁させていただきます。 

 まず、周知の方法でございますけれども、現在、村のホームページ、また村の公式フェイスブッ

ク、村の情報無線及びＧｏｏｌｉｇｈｔのたかやまチャンネルでの周知を行っております。 

 今後、ヤフーの防災アプリを利用した周知も行っていきたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 また、対象者を12歳以上のワクチン未接種者としたのはどのような理由からかということでござ

いますけれども、今回、県からは、９月末のワクチン未接種人口の約１割の２個分ということで、

高山村には75人分の２倍、約150個のキットをいただいております。そうした中で、村では、数が

限られておりますことから、ワクチン接種対象年齢の12歳以上の方のうち、未接種者の方を優先的

に配付させていただきたいということで、今回、募集をさせていただいているところでございます。 

 また、不足分は村が手配すべきではないかということでございます。全くどれほどの方が今回希

望されるか不明でございまして、取りあえず県から配付される分につきましては、村では責任抽せ

んでさせていただくということに現在はさせていただいてございます。 

 ただ、今後も応募状況を見ながら、村単独での配付につきましても十分検討させていただきたい

と思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 感染症克服事業で具体的な内容、想定されている内容をお聞きしたんですが、旅館業などによっ

ては、今までの定員の数を削減というか半分にしてソーシャルディスタンスを確保するというよう

なことから、そうした対策を打たれているところがあると思います。そうしたものについて何か対

策というものはお考えになっておられるのか。その辺、お願いをしたいと思います。 

 それから、感染症対策で抗原キット、簡易キットですね、提供されるわけですが、やっぱりワク

チンを接種されている方でもリスクはゼロではないわけで、そうしたことを考えると、それと子ど

もの感染者もデルタ株に置き換わってきてから増えているわけで、保育園あるいは学校、老人福祉

施設等の職員などについて、ＰＣＲあるいは抗原簡易検査でもいいんですが、やっぱり頻回に何回
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も行って防止対策を進めていく必要もあるのではないかと思われますが、その点についてお願いし

ます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────柴田産業振興課長。 

○産業振興課長（柴田 亨） 

 まず、最初の質問でございますけれども、克服事業の関係で、旅館等では定員の削減、ソーシャ

ルディスタンスの関係でやっていると、それについての対応ということでございます。 

 こちらについては、具体的には、この克服事業の中で、先ほども言いましたが感染防止対策につ

ながるものがあれば、当然、旅館さんも適用していただいて結構でございます。 

 特に最初に申し上げました、よその方と接する機会が多い旅館について、特に旅館のほうから観

光協会を通じて、ＰＣＲ検査であったり抗原検査をしたい、特に従業員の検査をしたいというよう

なお話がございましたので、そんな形で使えるということもございます。 

 また、ソーシャルディスタンスを保つことによって定員を少なくして、売上げも当然減ってきて

いる中では、国や県の事業もございますけれども、例えば事業継続給付金のように、前年対比10％

以上減になった場合にはその事業の継続のための給付金を交付するとか、そういった事業も当然ご

ざいますので、いろんなパターンが考えられるかと思いますので、そういった中で、そういう事業

者さんの本来の本当に必要な支援をさせていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮川村民生活課長。 

○村民生活課長（宮川裕明） 

 抗原簡易キットの関係でございますけれども、おっしゃるとおり、ワクチンを打ったからといっ

て安心だということではございません。 

 そういった中で、そうしますと、どのぐらいの方、村全ての方に希望される方に全て配付させて

いただければ一番いいんでしょうけれども、なかなかそういった形がどのように取っていけるか、

また今後、十分検討はさせていただきたいと思っております。 

 また、学校等につきましては、別途、国・県のほうから学校のほうへ簡易キットが配付されてご

ざいますので、そういったものも併せて活用してまいりたいと考えております。 

 また、福祉施設の職員につきましては、このレベル５以上になった場合ではございますけれども、

ＰＣＲ検査、無料で検査をさせていただくという制度も村でつくっておりますので、そういったも

のも十分活用していただきながら安全性を高めてまいりたいと考えております。 

 いずれにしましても、今回の75人分の申込みを取った上で、どの程度住民の方が希望されている
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のかある程度把握した上で、今後の対応については検討させていただきたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第47号 令和３年度高山村一般会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。 

午後２時07分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後２時08分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいま内山村長から同意第７号 監査委員の選任につき同意を求めることについてが提出され

ました。 

 お諮りします。 

 監査委員の選任につき同意を求めることについてを日程に追加し、追加日程第３としたいと思い

ます。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第７号 監査委員の選任につき同意を求めることについてを追加日程第３とすることに決定
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しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第３ 同意第７号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第３ 同意第７号 監査委員の選任につき同意を求めることについてを議題とします。 

 地方自治法第117条の規定によって、黒岩清道議員の退場を求めます。 

（黒岩清道議員 退場） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 追加提案を申し上げました同意第７号 監査委員の選任につき同意を求めることについて申し上

げます。 

 本案は、議会の議員のうちから選任する監査委員として、黒岩清道さんを選任したいので、地方

自治法の規定に基づいて、議会の同意をお願いするものであります。 

 十分に御審議をいただき同意を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから同意７号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 一言お尋ねしたいと思っています。 

 私、黒岩議員、特別個人的に適否ということを言うわけじゃありませんが、この中に公職歴のと

ころに、社会教育委員を今現在も続けられているというふうに読めるわけですが、先日の選挙のと

きに、民生児童委員の皆さんに、あまり選挙活動を控えるみたいな通知が出ているというふうにち

ょっとお聞きしたんですよ。そうしましたら、村のこの教育行政といいますか、携わっていらっし

ゃる黒岩さんが立候補されて、それで現職ということが村の規則で許されているのかということだ

けお聞きしたいと思っています。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 
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 ただいまの公職の候補者の立候補宣言というようなお話かと思いますけれども、いろんな公職の

方の制限というのは公職選挙法に定められておりまして、教育委員さんは教育の立場でというよう

なことがありまして、立候補宣言に抵触するということでありますが、その中に社会教育委員さん

ということは明確に規定がありませんので、特段問題はないかと思っております。 

 以上でございます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから同意第７号 監査委員の選任につき同意を求めることについてを採決します。 

 本件は、これに同意することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手９人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本件は、同意することに決定しました。 

 黒岩清道議員の入場を許します。 

（黒岩清道議員 入場） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 閉会中の所管事務の調査についてを日程に追加し、追加日程第４としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 閉会中の所管事務の調査についてを日程に追加し、追加日程第４とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第４ 閉会中の所管事務の調査について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第４ 閉会中の所管事務の調査についてを議題とします。 

 各委員長から、所管事務の調査について、会議規則第74条の規定によって、お手元に配りました

通知書のとおり、閉会中の調査の通知がありました。 
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 お諮りします。 

 委員長からの通知のとおり、閉会中の調査について承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 委員長から通知のとおり、閉会中の調査について承認することに決定しました。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 本臨時会はこれで閉会することに決定しました。 

 会議を閉じます。 

 この機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 本臨時会は、私どもの任期の初議会になります。今回は同意案件が２件と一般会計補正予算を承

認していただきました。また、正副議長をはじめ、各常任委員、監査委員などの選任も行っていた

だきました。大変御苦労さまでございました。任期前半の体制が整いました。議員の皆様には、こ

れからも活発な活動を期待いたします。 

 さて、今回の村議会議員一般選挙には定数を３名上回る15名が立候補され、議会始まって以来の

激戦となりました。私を含め、選挙戦は初めてという方がほとんどでした。大変な御苦労をされた

ことと思います。今回の大激戦の選挙戦を制して議員になられた各位には、今後も自信を持って議

員活動をしていただきたいと思います。 

 しかし、今回の選挙は思ったほどの投票率が伸びませんでした。村民の皆様にさらなる関心を寄

せていただくためにも、村民に開かれた議会、信頼される議会づくりに引き続き邁進してまいりま

す。 

 さて、いよいよこれから秋が深まり、農作物の収穫の最盛期を迎えます。コロナ禍の中で、皆様

方にはお体に十分御留意をいただき、さらなる御活躍をされますことを御祈念申し上げまして、閉

会の挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

 この際、村長の発言を許します。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 
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 10月臨時会の閉会に当たりまして、一言御礼の御挨拶を申し上げます。 

 本日は追加議案を含めまして、御提案を申し上げました監査委員の選任をはじめ、教育委員会委

員の任命につきまして同意をいただいたほか、一般会計補正予算１件の議案につきまして慎重に御

審議いただき、原案どおり議決を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。 

 監査委員の選任につきましては、識見を有する者として１期４年間にわたり御尽力いただきまし

た中村義忠代表監査委員さんには、引き続き御就任いただくことになりました。中村義忠様には、

長年、国の大蔵事務官を歴任され、その豊かな御経験と豊富な知識を基に、代表監査委員として第

六次高山村総合計画等に伴う村政運営全般にわたり御指導いただきましたが、引き続きよろしくお

願い申し上げます。 

 一方、議会選出監査委員を御退任されます酒井康臣様には、２年間にわたり監査委員として財政

運営について的確な御指導を賜りましたことに、感謝と御礼を申し上げます。御退任されましても、

健康には十分御留意いただき、ますますの御活躍を御期待申し上げます。 

 また、新たに議会選出監査委員として御就任いただきます黒岩清道様には、地域住民のみならず、

村民の皆様の信望が厚く、強い責任感を持たれてしっかり御指導いただけるものと御期待申し上げ

ます。 

 教育委員会委員につきましては、このたび御退任されます綿貫貞子様には、１期４年間にわたり

児童・生徒の健全育成に御尽力いただくとともに、教育の充実向上に努めていただき、その御功績

と御労苦に対しまして敬意と感謝を申し上げる次第でございます。御退任後も、ますますの御活躍

を御期待申し上げます。 

 後任の教育委員に御就任いただきます黒岩千秋様には、大きく変わる教育環境の中ではあります

が、その温厚なお人柄と誠実さで、児童・生徒の健やかな成長のために御活躍いただけるものと御

期待申し上げる次第であります。 

 さて、招集の挨拶でも申し上げましたが、国政の情勢不透明感が強い中にあって、地方にとりま

しては大変厳しい状況が続くものと思われますが、そのような中でも２年目を迎えた第六次高山村

総合計画の将来像であります「ずっと住みたい また訪れたい いいね 信州高山」を目指した村

づくりを、議員各位並びに村民の皆様とともに推進してまいりますので、なお一層の御理解と御協

力を賜りますようお願い申し上げます。 

 月日のたつのは早いもので、多くの尊い命を失った御嶽山の噴火から７年が経過した去る９月27

日に麓の木曽郡大滝村で、遺族の皆様が、教訓を生かして再発防止を願ったと報道されておりまし

た。 

 本村におきましても、活火山である白根山に隣接しておりますことから、火山噴火等を含めた火

山対策の強化はもちろんのこと、あらゆる自然災害に強い村づくりを進めてまいる所存であります。 

 台風16号は速度を速め北東に進んでいますので、台風の通過とともに、朝晩はめっきり冷え込み、
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本格的な紅葉の季節を迎え、豊かな自然を求めて本村を訪れるお客様でにぎわい、経済再生の糸口

をつかんでまいりたいと思っておりますが、コロナ禍でもありますことから、徹底した防止対策を

取って、村民の皆様とともにお客様をお迎えしたいと思っておりますので、よろしくお願い申し上

げます。 

 いよいよ秋も深まり、寒さも一段と厳しくなってまいりますので、議員各位におかれましては、

くれぐれも健康に御留意いただき、村政発展のために、なお一層の御支援を賜りますようお願い申

し上げまして、閉会の御挨拶といたします。 

 大変ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 令和３年第４回高山村議会10月臨時会を閉会します。御苦労さまでした。 

午後２時24分  閉 会 
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